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○飯田市屋外広告物違反処理要綱 

平成19年12月28日 

告示第156号 

改正 平成30年３月23日告示第33号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、屋外広告物法（昭和24年法律第189号。以下「法」という。）並びに飯田市

屋外広告物条例（平成19年飯田市条例第43号。以下「条例」という。）及び飯田市屋外広告物

条例施行規則（平成19年飯田市規則第60号。以下「規則」という。）の規定に基づき、違反広

告物等の除却その他必要な措置（以下「是正措置」という。）に係る手続きに関し、必要な事

項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 違反広告物等とは、次の各号に掲げるものとする。 

(1) 条例第４条第１項、第５条第１項又は第６条第１項の規定に違反して表示され、又は設置

された屋外広告物又はこれを掲出する物件（以下「広告物等」という。） 

(2) 条例第９条第４項（第10条第３項及び第12条第４項において準用する場合を含む。）の規

定により許可に付せられた条件に違反して表示され、設置され、又は改造された広告物等 

(3) 条例第10条第１項又は第12条第１項の規定による許可を受けないで、屋外広告物許可地域

又は屋外広告物特別規制地域において表示され、設置され、又は改造された広告物等 

２ この要綱において「簡易除却」とは違反広告物等のうち、法第７条第４項に規定するはり紙、

はり札等、広告旗又は立看板等を同項の規定により除却することをいう。 

３ この要綱において「略式代執行」とは、違反広告物等（前項以外の違反広告物等をいう。以

下この項及び次項において同じ。）を表示し、若しくは設置し、又はこれらを管理する者（以

下「管理者等」という。）を過失がなくて確知することができないときに、当該違反広告物等

を法第７条第２項の規定により除却することをいう。 

４ この要綱において「是正命令対象違反広告物」とは、管理者等が判明している違反広告物等

のうち、法第７条第４項に規定するはり紙、はり札等、広告旗又は立看板等を除いたものをい

う。 

（巡回等） 

第３条 市長は、良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止す

るため、定期的な巡回を行い、違反広告物等の発見に努めるものとする。 

２ 前項の巡回の対象は市内全域とし、特に屋外広告物が多数ある地域又は通行量が多い路線に

ついては重点的かつ計画的に実施するものとする。 

 （現地調査等） 

第３条の２ 前条の巡回その他の行為により、違反の疑いのある広告物等を発見したときは、条

例第22条第１項及び第２項の規定により、管理者等に対する当該広告物に関する事項の報告又

は資料の提出の求め（以下「事情聴取」という。）を行い、若しくは広告物の存する土地又は

建物に立ち入り、広告物の検査又は関係者への質問（以下「現地調査」という。）を行い、違

反の事実を確認するものとする。ただし、当該広告物等が第５条第１項に掲げる広告物等に該

当するときは、第５条から第７条までの簡易除却の手続きによるものとする。 

２ 前項の規定による事情聴取及び現地調査は、違反の疑いのある広告物等を発見したとき、直

ちに実施するものとする。ただし、事情聴取は、当該違反広告物等の管理者等が不在、不明そ

の他の場合は、後日口頭又は文書により行うことができる。 

３ 事情聴取及び現地調査においては、違反の事実の確認のほか、表示内容からの調査、その他
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の方法により管理者等の把握に努めるものとする。この場合において、なお管理者等が特定で

きない場合は、第８条の規定による略式代執行の手続きに移行するものとする。 

４ 現地調査の実施に当たっては、条例第22条第２項の規定による身分証明書を必ず携帯し、関

係者にこれを提示しなければならない。 

 （是正の措置等） 

第３条の３ 事情聴取及び立入検査により違反広告物等であることを確認したときは、管理者等

に対し違反である旨を告げ、その場で口頭により違反となっている行為の中止又は是正を指導

するものとする。 

２ 前項の指導を行ったにもかかわらず、依然として違反の行為の中止又は是正が行われない場

合は、第11条の規定による是正命令等の手続きに移行するものとする。 

 （緊急時の措置等） 

第３条の４ 事情聴取及び立入検査により判明した違反の内容が、直ちに公衆に対し危害を及ぼ

すおそれのあることが明らかな場合は、管理者等に対し、当該広告物が中止され、若しくは是

正されるまでの間、危害の防止措置を講じるよう指導するものとする。 

（関係機関との連携） 

第３条の５ 市長は、違反広告物等が他の法令等の規定にも違反するものと認められる場合は、

速やかに関係機関に通報し、当該機関と連携して違反広告物等に対応するものとする。 

（自主除却の通告等） 

第４条 市長は、簡易除却の対象となる違反広告物等のうち、はり紙を除く違反広告物等で管理

されているものについては、管理者等に対し、自主的な除却を行うように通告するものとする。 

２ 前項の規定による自主的な除却は、管理者等に対し直ちに行わせるものとする。ただし、処

理期限を定めて除却する場合にあっては、除却に必要な処理期限を定めた上で当該期限までに

行わせることができる。 

３ 第１項の規定による通告は、口頭、文書（様式第１号）の送付又は当該違反広告物等への通

告書（様式第２号）の貼付等の方法により行うものとする。 

４ 第１項の規定による通告をした場合は、違反広告物処理簿（簡易除却対象違反広告物）（様

式第３号）を作成するものとする。 

（簡易除却の実施） 

第５条 簡易除却は、次の各号に掲げる違反広告物等について、それぞれ当該各号に定める場合

に行うものとする。 

(1) はり紙 違反広告物等であることが明らかな場合 

(2) はり札等、広告旗及び立看板等 違反広告物等であって、管理されずに放置されているも

のであることが明らかな場合 

２ 電柱に表示された違反広告物等に係る簡易除却は、市長若しくは市長の命じた職員又は条例

第31条に規定する屋外広告物監視員が行うほか、法第７条第４項の規定により、当該電柱の管

理者に委任して行うことができるものとする。 

３ 前項第２号に掲げる違反広告物等の簡易除去は、当該広告物等が管理されている場合にあっ

ては、事前に管理者等に対し、前条第１項の規定による自主的な除却に係る通告を行った後に

実施しなければならない。 

（簡易除却をした違反広告物等の保管及び告示） 

第６条 簡易除却をした違反広告物等がはり紙である場合は、保管をすることがなく破棄するこ

とができる。この場合において、当該はり紙については、はり紙除却一覧簿（様式第４号）に

記入するものとする。 
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２ はり紙以外の簡易除却をした違反広告物等は、次条第１項に規定する期間保管するものとす

る。 

３ 前項の場合において、保管した違反広告物等について条例第21条第１項各号に掲げる事項を

様式第５号により告示するものとする。 

４ 第２項の規定により保管した違反広告物等について、保管物件一覧簿（様式第６号）を作成

し、条例第21条第２項の規定により一般の閲覧に供するものとする。 

５ 簡易除却をした違反広告物等又は次条第２項の規定による売却代金を保管している間に、管

理者等からその引取りの申出があった場合は、誓約書（様式第７号）及び受領書（様式第８号）

を徴した上で、これを引き渡すものとする。 

（簡易除却をした違反広告物等の売却又は廃棄） 

第７条 簡易除却をした違反広告物等を保管し、前条第３項の告示をしてから条例第21条第３項

第１号に掲げる期間（広告旗若しくは立看板等を支える台又は屋外広告物を掲出する物件（以

下「掲出物件」という。）は、14日間）を経過しても管理者等に返還することができない場合

で、当該違反広告物等の価額が著しく低く、売却しても買受人がないことが明らかなときは、

法第８条第４項の規定により廃棄するものとする。 

２ 前項に規定する違反広告物等が、条例第21条第４項の規定により評価した違反広告物等の価

額に比し保管に不相当な費用又は手数を要することがなく、かつ、当該違反広告物等の価額が

著しく低く、売却しても買受人がないことが明らかでないときは、法第８条第７項の規定によ

り６月間保管するものとする。ただし、当該違反広告物等が滅失し、若しくは破損するおそれ

があるとき、又は当該違反広告物等の評価に比べ保管に不相当な費用若しくは手数を要すると

きは、法第８条第３項の規定により当該違反広告物等を売却し、その売却した代金を同条第７

項の規定により６月間保管するものとする。 

３ 前項の規定により保管した違反広告物等又はその売却した代金を返還することができないと

きは、法第８条第７項の規定により当該違反広告物等の所有権は、市に帰属する。 

４ 条例第21条第５項の規定による売却の際に費用を要する場合は、法第８条第５項の規定によ

り売却した代金を当該費用に充当することができる。 

（略式代執行の実施及び告示） 

第８条 略式代執行の対象となる違反広告物等であることが判明した場合は、違反広告物処理簿

（略式代執行対象違反広告物）（様式第９号）を作成するものとする。 

２ 掲出物件に係る略式代執行を行う場合は、条例第20条に規定する事項を様式第10号により告

示するものとする。 

（略式代執行をした違反広告物等の保管及び告示） 

第９条 略式代執行をした違反広告物等は、次条第１項に規定する期間保管するものとする。 

２ 前項の場合において、保管した違反広告物等について条例第21条第１項各号に掲げる事項を

様式第５号により告示するものとする。 

３ 第１項の規定により保管した違反広告物等について、保管物件一覧簿を作成し、条例第21条

第２項の規定により一般の閲覧に供するものとする。 

４ 略式代執行をした違反広告物等又は次条第２項の規定による売却代金を保管している間に、

管理者等からその引取りの申出があった場合は、誓約書及び受領書を徴した上で、これを引き

渡すものとする。 

（略式代執行をした違反広告物等の売却又は廃棄） 

第10条 略式代執行をした違反広告物等を保管し、前条第２項による告示をしてから条例第21条

第３項第２号又は第３号に掲げる期間を経過しても管理者等に返還することができない場合で、
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当該違反広告物等の価額が著しく低く、売却しても買受入がないことが明らかなときは、法第

８条第４項の規定により廃棄するものとする。 

２ 前項に規定する違反広告物等が、条例第21条第４項の規定により評価した違反広告物等の価

額に比し保管に不相当な費用又は手数を要することがなく、かつ、当該違反広告物等の価額が

著しく低く、売却しても買受入がないことが明らかでないときは、法第８条第７項の規定によ

り６月間保管するものとする。ただし、当該違反広告物等が滅失し、若しくは破損するおそれ

があるとき、又は当該違反広告物等の評価に比べ保管に不相当な費用若しくは手数を要すると

きは、法第８条第３項の規定により当該違反広告物等を売却し、その売却した代金を同条第７

項の規定により６月保管するものとする。 

３ 前項の規定により保管した違反広告物等又はその売却した代金を返還することができないと

きは、法第８条第７項の規定により当該違反広告物等の所有権は、市に帰属する。 

４ 条例第21条第５項の規定による売却の際に費用を要する場合は、法第８条第５項の規定によ

り売却した代金を当該費用に充当することができる。 

（指導） 

第11条 是正命令対象違反広告物を発見した場合は、違反広告物処理簿（是正命令対象違反広告

物）（様式第11号）を作成するとともに、管理者等に対し、指示書（様式第12号）を送付し、

事情を聴取する。 

２ 前項により事情を聴取する管理者等に対しては、違反広告物処理簿をもとに事実の確認を行

い、次に掲げる書類の提出を求め、自主的な是正を指導するものとする。 

(1) 経過書（様式第13号） 

(2) 誓約書（様式第14号） 

(3) 是正計画書（様式第15号） 

３ 違反広告物等の表示又は設置の場所として土地、建物等を提供している者（以下「土地所有

者等」という。）に対しては、前項の規定による自主的な是正に協力するように指導を行うも

のとする。 

（勧告） 

第12条 前条第２項の規定による指導を行った後も違反広告物等が是正されない場合は、管理者

等に対し、指示書（様式第16号）を送付し再度事情聴取を行い、事情聴取の結果、必要がある

と認められるときは、前項の規定により提出された是正計画書のとおり是正するように勧告を

行うものとする。 

２ 前項の勧告は、勧告書（様式第17号）を交付して行うものとする。 

（是正措置の完了確認） 

第13条 違反広告物等の是正措置が完了したときは、管理者等に対し、是正完了報告書（様式第

18号）の提出を求めるものとする。 

２ 前項の是正完了報告書の提出があったときは、速やかに現地調査を行い、違反広告物等が是

正されたことを確認するものとする。 

（屋外広告業を営む者に係る通報） 

第14条 第11条第２項の規定による指導又は第12条第１項の規定による勧告に従わない管理者等

が屋外広告業を営む者であると認められる場合は、報告書（様式第19号）により、県に通報す

るものとする。 

（除却命令等） 

第15条 第12条第１項の規定による勧告を行った後も違反広告物等が是正されない場合は、条例

第19条第１項又は第２項の規定により、表示、設置若しくは改造の停止を命じ、又は５日以上
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の期限を定め、除却その他必要な措置をとるべきことを命ずること（以下「除却命令等」とい

う。）ができる。 

 （告発） 

第16条 除却命令等を受けた者が当該除却命令等に従わない場合は、所轄警察署長に告発するこ

とができる。 

 （行政代執行） 

第17条 除却命令等を受けた者が当該除却命令等に従わない場合は、法第７条第３項に基づき、

行政第執行法（昭和23年法律第43号）第３条から第６条までに定めるところに従い当該措置を

することができる。 

（屋外広告物禁止地域等の指定があった場合の特例の規定を受ける広告物等に対する指導） 

第18条 条例第７条、第10条第３項又は第12条第５項の規定により、引き続き表示し、又は設置

しておくことができることとされた広告物等は、特例広告物処理簿を作成して把握するものと

する。 

２ 前項の特例広告物処理簿は、様式第９号に準じて作成するものとする。 

３ 前項に規定する広告物等の管理者等に対しては、当該広告物等の是正措置の指導を行い、是

正計画書の提出を求め、自主的な是正を促すことができる。 

４ 第１項に規定する広告物等の土地所有者等に対しては、前項の規定による自主的な是正に協

力するように指導を行うことができる。 

 （違反防止の啓発） 

第19条 市長は、屋外広告物規制に係る制度等を機会あるごとに広報し、違反防止の啓発に努め

るものとする。 

 

前 文（抄）（平成19年12月28日告示第156号） 

平成20年１月１日から適用する。 

  前 文（抄）（平成30年３月23日告示第33号） 

平成30年４月１日から適用する。 

 

 

様式（省略） 
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○飯田市屋外広告物条例施行規則別表第５の２(2)ウの市長が別に定める基準を定める要

綱 

平成22年３月31日 

告示第28号 

（集合看板の許可基準） 

第１条 飯田市屋外広告物条例施行規則（平成19年飯田市規則第60号）別表第５の２(2)ウの市長

が別に定める基準は、次の各号に掲げる事項に応じ、それぞれ当該各号に掲げるとおりとする。 

(1) 用途 事業所、営業所、商店、施設又は地点等（以下「事業所等」という。）への案内の

ためのものとすること。 

(2) 寸法 一の事業所等につき次のアからウまでに掲げるものとし、一の集合看板への表示は

当該アからウまでのいずれかに統一すること。 

ア 縦0.6メートル横2.4メートル 

イ 縦0.45メートル横1.8メートル 

ウ 縦0.3メートル横1.2メートル 

(3) 形状 一の事業所等の表示は長方形とすること。 

(4) 地上からの高さ ５メートル以内とすること。 

(5) 一の集合看板に表示する事業所等の数 ４以内とすること。 

(6) 表示する内容 事業所等の名称（シンボルマーク（商品、役務等の出所を認識可能とする

ために使用される標識、文字、図形、記号等をいう。次号において同じ。）を含む。）、事

業所等の存する方向を示す表示及び事業所等までの距離のすべてを表示すること。 

(7) 色彩 事業所等の名称は茄子
な す

紺の地色に白色で表示すること（シンボルマークを除く。）

とし、事業所等の存する方向を示す表示及び事業所等までの距離はシルバーの地色に茄子紺

色で表示すること。 

(8) 設置場所 川路地域景観計画（飯田市景観条例（平成19年飯田市条例第41号）第４条第２

項の規定により川路地区について定めた地域景観計画をいう。以下同じ。）の推進の見地か

ら当該地域の景観の育成に支障がないと市長が認める場所であること。 

（適用除外） 

第２条 前条第２号から第７号までの規定については、川路地域景観計画の推進の見地から当該

地域の景観の育成に支障がないと市長が特に認める場合にあっては、適用しないことができる。 

（景観育成団体の意見） 

第３条 第１条第８号及び前条の場合において必要があると認めるときは、市長は、川路地区に

関係を有する景観育成団体（飯田市景観条例第37条第１項の規定による認定を受けた団体をい

う。）の意見を聴くものとする。 

前 文（抄） 

平成22年４月１日から施行する。 
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太陽光発電設備を設置する場合の届出等に関する取扱要領 
 
                             2 5 飯 地 計 第 1 6 1 号 

平成 25 年 7 月 29 日施行 
１ 趣旨 
 太陽光発電設備を設置する場合において、景観法及び飯田市土地利用調整条例に規定す

る届出について、以下その取扱要領を示す。 
 
２ 太陽光発電設備について 
 土地に自立して設置する太陽光発電設備の取扱いについては、平成 23 年 3 月 25 日付け

国住指第 4936 号「太陽光発電設備等に係る建築基準法の取扱いについて」によれば、太陽

光発電設備自体のメンテナンスを除いて架台下の空間に人が入らないものであって、かつ、

架台下の空間を居住、執務、作業、集会、娯楽、物品の保管又は格納その他の屋内的用途

に供しないものについては、建築基準法第 2 条第 1 号に規定する建築物に該当しないもの

とされている。 
 
３ 太陽光発電設備の付属施設について 
 太陽光発電設備（建築基準法上の建築物でないもの）の付属施設については、平成 24 年

6 月 8 日付け国都開第 2 号「太陽光発電設備の付属施設に係る開発許可制度上の取扱いにつ

いて（技術的助言）」によれば、その用途、規模、配置や発電施設との不可分性等から、主

として当該付属施設の建築を目的とした開発行為に当たらないと開発許可権者が判断した

際は、都市計画法第 29 条の開発許可は不要とされている。よって、個々の案件ごとに開発

許可権者である県の担当部局に確認を要するものとする。 
 また、都市計画法第 29 条の開発行為の許可を要しない規模の施設について、建築基準法

上の建築物に該当するか否かについては建築確認部局に確認を要するものとする。 
 
４ 届出について 
 土地に自立して設置する太陽光発電設備について、太陽光発電パネルを敷き詰めるなど

敷地として明らかに他の土地とは性質が異なることから、飯田市土地利用調整条例第 4 条

第 1 項第 4 号及び景観法施行令第４条第 1 号に定める「土地の開墾、土石の採取、鉱物の

掘採その他の土地の形質の変更」に該当し、これらの規定による届出が必要とする行為と

して取扱うものとする。 
なお、飯田市土地利用調整条例の届出がなされると、特定開発事業等として排水施設や

氾濫調整池等の基準が適用されるが、排出雨水量の計算にあたり、太陽光発電パネル部分

の流出係数の種別を、氾濫調整池等の設計要領に定める「屋根」として取扱うものとする。 
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土
地
の
安
全
上
必
要
な
措
置
に
関
す
る
基
準
 

 

１
 
趣
旨
 

こ
の
基
準
は
、
飯
田
市
土
地
利
用
調
整
条
例
（
平
成

1
9
年
飯
田
市
条
例
第

3
9
号
）
第

1
6
条
に
基
づ
く
特
定
開

発
事
業
等
の
基
準
の
う
ち
、
同
条
例
第

2
6
条
の
２
に
規
定
す
る
土
地
の
安
全
上
必
要
な
措
置
に
係
る
も
の
と
し

て
規
則
に
定
め
る
措
置
に
適
合
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 ２
 
地
盤
の
勾
配
 

 
 
特
定
開
発
事
業
等
を
行
う
地
盤
の
勾
配
は

3
0
度
以
下
（
約

1
：
1
.
8
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
盤
調
査
等

に
よ
り
、
そ
の
安
定
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 ３
 
特
定
開
発
事
業
等
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
基
準
 

 
 
土
地
の
安
全
上
必
要
な
措
置
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
4
3
年
法
律
第
1
0
0
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
、
都

市

計
画
法
施
行
令
（
昭
和

4
4
年
政
令
第

1
5
8
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
及
び
都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和

4
4

年
建
設
省
令
第

4
9
号
）
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
係
る
開
発
許
可
の
基
準
を
適
用
し
安
全
性
の
確
保
を
図

る
こ
と
と
し
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
区
分
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
設
計
を
行

う
も
の
と
す
る
。
 

  
(
1
)
 
宅
地
の
安
全
性
 

 
 
ア
 
法
第
3
3
条
第
１
項
第
７
号
 

地
盤
の
沈
下
、
崖
崩
れ
、
出
水
そ
の
他
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
開
発
区
域
内
の
土
地
に
つ
い

て
、
地
盤
の
改
良
、
擁
壁
又
は
排
水
施
設
の
設
置
そ
の
他
安
全
上
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
設

計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

法
第

3
3
条
第
１
項
第
７
号
は
、
宅
地
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
本
号
の
適
用
に
つ

い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
は
、
令
第
2
8
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

な
お
、
関
連
法
例
（
建
築
基
準
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
0
1
号
）
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和

3
6
年
法

律
第
1
9
1
号

）
等
の
規
定
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、「

宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
国
土
交
通
省
）
」
等
を
参
考

と
す
る
こ
と
。
 

 

イ
 
令
第
2
8
条
 

法
第
33
条
第
２
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
１
項
第
７
号
（
法
第
35
条
の
２
第
４
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 
地
盤
の
沈
下
又
は
開
発
区
域
外
の
地
盤
の
隆
起
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
土
の
置
換
え
、
水
抜
き
そ

の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(2
) 
開
発
行
為
に
よ
っ
て
崖
が
生
じ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
崖
の
上
端
に
続
く
地
盤
面
に
は
、
特
別
の

事
情
が
な
い
限
り
､そ

の
崖
の
反
対
方
向
に
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
が
流
れ
る
よ
う
に
勾
配
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
 

(3
) 
切
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
切
土
を
し
た
後
の
地
盤
に
滑
り
や
す
い
土
質
の
層
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
地
盤
に
滑
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
又
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
そ
の
他
の

土
留
（
次
号
に
お
い
て
「
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
、
土
の
置
換
え
そ
の
他
の
措
置

が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(4
) 
盛
土
を
す
る
場
合
に
は
、
盛
土
に
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
又
は
地
下
水
の
浸
透
に
よ
る
緩
み
、
沈

3 

下
、
崩
壊
又
は
滑
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
お
お
む
ね
 3
0c
m 
以
下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛

り
、
か
つ
、
そ
の
層
の
土
を
盛
る
ご
と
に
、
こ
れ
を
ロ
ー
ラ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
設
機
械
を

用
い
て
締
め
固
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
講

ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(5
) 
著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
土
地
に
お
い
て
盛
土
を
す
る
場
合
に
は
、
盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
と
盛
土

と
が
接
す
る
面
が
滑
り
面
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
段
切
り
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(6
) 
開
発
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
崖
面
は
、
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に

よ
り
、
擁
壁
の
設
置
、
石
張
り
、
芝
張
り
、
モ
ル
タ
ル
の
吹
付
け
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
 

(7
) 
切
土
又
は
盛
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
地
下
水
に
よ
り
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
開
発
区
域
内
の
地
下
水
を
有
効
か
つ
適
切
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
排
水
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 ウ
 
規
則
第
2
2
条
第
２
項
 

令
第

28
条

第
７

号
の

国
土

交
通

省
令

で
定

め
る

排
水

施
設

は
、

そ
の

管
渠

の
勾

配
及

び
断

面
積

が
、

切

土
又

は
盛

土
を

し
た

土
地

及
び

そ
の

周
辺

の
土

地
の

地
形

か
ら

想
定

さ
れ

る
集

水
地

域
の

面
積

を
用

い
て

算
定
し
た
計
画
地
下
排
水
量
を
有
効
か
つ
適
切
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。
 

 エ
 

規
則
第
2
3
条
 

切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず
る
高
さ
が
２
ｍ
を
こ
え
る
が
け
、
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず

る
高
さ
が
１
ｍ
を
こ
え
る
が
け
又
は
切
土
と
盛
土
と
を
同
時
に
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず
る
高
さ
が
２
ｍ

を
こ
え
る
が
け
の
が
け
面
は
、
擁
壁
で
お
お
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
切
土
を
し
た
土
地
の
部

分
に
生
ず
る
こ
と
と
な
る
が
け
又
は
が
け
の
部
分
で
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
の
が
け
面
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(1
) 
土
質
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
し
、
か
つ
、
土
質
に
応
じ
勾
配
が
同
表
の
中
欄
の

角
度
以
下
の
も
の
 

 土
 
  

  
  

 質
 

軟
岩
（
風
化
の
著
し

い
も
の
を
除
く
。
）
 

風
化
の
著
し
い
岩
 

砂
利
、
真
砂
土
、
関

東
ロ
ー
ム
、
硬
質
粘

土
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
 

擁
壁

を
要

し
な

い
勾

配

の
上
限
 

6
0 
度
 

4
0 
度
 

3
5 
度
 

擁
壁
を
要
す
る
勾
配
の

下
限
 

8
0 
度
 

5
0 
度
 

4
5 
度
 

 

  
(2
) 
土
質
が
前
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
し
、
か
つ
、
土
質
に
応
じ
勾
配
が
同
表
の
中
欄

の
角
度
を
こ
え
同
表
の
下
欄
の
角
度
以
下
の
も
の
で
、
そ
の
上
端
か
ら
下
方
に
垂
直
距
離
 5
ｍ
以
内

の
部
分
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
号
に
該
当
す
る
が
け
の
部
分
に
よ
り
上
下
に
分
離
さ
れ
た
が
け

の
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
該
当
す
る
が
け
の
部
分
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
上
下
の
が
け
の
部
分

は
連
続
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
 

２
  
 前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
小
段
等
に
よ
っ
て
上
下
に
分
離
さ
れ
た
が
け
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
下
層
の
が
け
面
の
下
端
を
含
み
、
か
つ
、
水
平
面
に
対
し
30
度
の
角
度
を
な
す
面
の
上
方
に
上

Ⅲ-2-54-2
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層
の
が
け
面
の
下
端
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
上
下
の
が
け
を
一
体
の
も
の
と
み
な
す
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
は
、
土
質
試
験
等
に
基
づ
き
地
盤
の
安
定
計
算
を
し
た
結
果
が
け
の
安
全
を
保
つ
た

め
に
擁
壁
の
設
置
が
必
要
で
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合
又
は
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
土
地
に
お
い
て
擁
壁
の
設
置
に
代
え
て
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。 

４
 
開
発
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
が
け
の
が
け
面
は
、
擁
壁
で
お
お
う
場
合
を
除
き
、
石
張
り
、
芝
張
り
、

モ
ル
タ
ル
の
吹
付
け
等
に
よ
っ
て
風
化
そ
の
他
の
侵
食
に
対
し
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 オ
 

規
則
第
2
7
条
 

第
23
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
擁
壁
の
構
造
は
、
構
造
計
算
、
実
験
等
に
よ
っ
て
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

イ
  
土
圧
、
水
圧
及
び
自
重
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
土
圧
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
擁
壁
が
破

壊
さ
れ
な
い
こ
と
。
 

ロ
  
土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
転
倒
し
な
い
こ
と
。
 

  
  
ハ
  
土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
の
基
礎
が
す
べ
ら
な
い
こ
と
。
 

  
  
二
  
土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
沈
下
し
な
い
こ
と
。
 

(2
) 
擁
壁
に
は
、
そ
の
裏
面
の
排
水
を
よ
く
す
る
た
め
、
水
抜
穴
が
設
け
ら
れ
、
擁
壁
の
裏
面
で
水
抜

穴
の
周
辺
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
は
、
砂
利
等
の
透
水
層
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
空

積
造
そ
の
他
擁
壁
の
裏
面
の
水
が
有
効
に
排
水
で
き
る
構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

２
 
開
発
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
が
け
の
が
け
面
を
覆
う
擁
壁
で
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
25
年
政
令
第
33
8号

）
第
14
2条

（
同
令
第
７
章
の
８
の
準
用
に
関
す

る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

（
注

）
規

則
第

16
条

第
４

項
の

表
「

造
成

計
画

平
面

図
」
の

項
中
：
が

け
（
地

表
面

が
水

平
面

に
対

し
 3

0

度
を
超
え
る
角
度
を
成
す
土
地
で
硬
岩
盤
（
風
化
の
著
し
い
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
も
の
を
い
う
。 

以
下
こ
の
項
、
第
23
条
、
第
27
条
第
２
項
及
び
第
34
条
第
２
項
に
お
い
て
同
じ
。）
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(
2
)
 
軟
弱
地
盤
対
策
 

一
般
に
、
軟
弱
地
盤
と
は
、
沖
積
平
野
、
沼
沢
地
、
台
地
や
丘
陵
地
間
の
谷
部
等
に
堆
積
し
て
い
る
地
層

の
う
ち
、
柔
ら
か
く
圧
縮
性
に
富
む
粘
性
土
や
植
物
成
分
主
体
の
泥
炭
か
ら
な
る
高
有
機
質
土
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
地
盤
を
い
い
、
河
川
沿
い
の
平
野
部
や
海
岸
沿
い
の
平
坦
部
、
湖
沼
や
谷
等
の
区
域
に
お
い
て
開

発
行
為
を
行
う
と
き
は
、
軟
弱
地
盤
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
標
準
貫
入
試
験
等
の
試
験
を
行
い
、
開
発
区
域

内
の
地
盤
沈
下
は
も
と
よ
り
、
区
域
外
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
圧
密
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
土
の

置
換
え
、
各
種
の
ド
レ
ー
ン
工
法
に
よ
る
水
抜
き
等
の
対
策
工
法
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
 

 

令
第
2
8
条
第
１
号
 

地
盤
の
沈
下
又
は
開
発
区
域
外
の
地
盤
の
隆
起
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
土
の
置
換
え
､水

抜
き
そ
の
他
の

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 
  
  

【
参
考
】
軟
弱
地
盤
の
判
定
の
目
安
（
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
Ⅸ
.
5
）
 

軟
弱
地
盤
の
判
定
の
目
安
は
、
地
表
面
下
10
ｍ
ま
で
の
地
盤
に
次
の
よ
う
な
土
質
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
場
合
と
す
る
。
 

1)
  
有
機
質
土
・
高
有
機
質
土
 

2)
  
粘
性
土
で
、
標
準
貫
入
試
験
で
得
ら
れ
る
Ｎ
値
が
２
以
下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
試
験
に
お
い
て
10
0㎏

（
1k
N）

以
下
の
荷
重
で
自
沈
す
る
も
の
、
又
は
オ
ラ
ン
ダ
式
 2
 重

管

コ
ー
ン
貫
入
試
験
に
お
け
る
コ
ー
ン
指
数
（

qc
）
が
４
kg
f／

c㎡
（

40
0k
N／

㎡
）
以
下
の
も
の
 

3)
  
砂
質
土
で
、
標
準
貫
入
試
験
で
得
ら
れ
る
Ｎ
値
が
10
以
下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
試
験
に
お
い
て
半
回
転
数
（

Ns
w）

が
50
以
下
の
も
の
、
又
は
オ
ラ
ン
ダ
式
２
重
管
コ
ー
ン
貫

入
試
験
に
お
け
る
コ
ー
ン
指
数
（
qc
）
が
40
kg
f／

c㎡
（
40
00
kN
／
㎡
）
以
下
の
も
の
 

  
  
な
お
、
軟
弱
地
盤
の
判
定
に
当
た
っ
て
は
土
質
試
験
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
デ
ー
タ
も
参
考
に
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
【
参
考
】
軟
弱
地
盤
対
策
工
の
目
的
と
効
果
（
「
道
路
土
工
－
軟
弱
地
盤
対
策
工
指
針
」
（
日
本
道
路
協
会
）
 

対
策
工
の
目
的
 

対
策
工
の
効
果
 

区
分
 

沈
下
対
策
 

圧
密
沈
下
の
促
進
：
地
盤
の
沈
下
を
促
進
し
て
、
有
害
な
残
留
沈
下
量
を
少
な

く
す
る
。
 

Ａ
 

全
沈
下
量
の
減
少
：
地
盤
の
沈
下
そ
の
も
の
を
少
な
く
す
る
。
 

Ｂ
 

安
定
対
策
 

せ
ん
断
変
形
の
抑
制
：
盛
土
に
よ
っ
て
周
辺
の
地
盤
が
膨
れ
上
が
っ
た
り
、
側

方
移
動
し
た
り
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
。
 

Ｃ
 

強
度
低
下
の
抑
制
：
地
盤
の
強
度
が
盛
土
な
ど
の
荷
重
に
よ
っ
て
低
下
す
る
こ

と
を
抑
制
し
、
安
定
を
図
る
。
 

Ｄ
 

強
度
増
加
の
促
進
：
地
盤
の
強
度
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
を
図

る
。
 

Ｅ
 

す
べ
り
抵
抗
の
増
加
：
盛
土
形
状
を
変
え
た
り
地
盤
の
一
部
を
置
き
換
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
べ
り
抵
抗
を
増
加
し
安
定
を
図
る
。
 

Ｆ
 

※
 区

分
に
つ
い
て
は
次
表
「
軟
弱
地
盤
対
策
工
の
種
類
と
効
果
」
参
照
 

Ⅲ-2-54-3
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【
参
考
】
軟
弱
地
盤
対
策
工
の
種
類
と
効
果
（
「
道
路
土
工
－
軟
弱
地
盤
対
策
工
指
針
」
（
日
本
道
路
協
会
）
）
 

工
 
  

  
  

 法
 

工
 
 法

 
 の

  
説

  
明
 

工
法
の

効
果
 

表 層 処 理 工 法 

表
層
排
水
工
法
 

 サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
法
 

 敷
 設

 材
 工

 法
 

 表
層
混
合
処
理
工
法
 

基
礎
地
盤
の
表
面
に
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
（
化
学
製
品

の
布
や
網
）
あ
る
い
は
鉄
網
、
そ
だ
な
ど
を
敷
き
広
げ
た

り
、
基
礎
地
盤
の
表
面
を
石
灰
や
セ
メ
ン
ト
で
混
合
処
理

し
た
り
、
排
水
溝
を
設
け
て
改
良
し
た
り
し
て
、
軟
弱
地

盤
処
理
や
盛
土
工
の
機
械
施
工
を
容
易
に
す
る
。
 

  
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
の
場
合
、
圧
密
排
水
の
排
水
層
を
形
成

す
る
こ
と
が
上
記
の
工
法
と
違
っ
て
い
て
バ
ー
チ
カ
ル
ド

レ
ー
ン
工
法
な
ど
、
圧
密
排
水
に
関
す
る
工
法
が
採
用
さ

れ
る
場
合
は
た
い
て
い
併
用
さ
れ
る
。
 

○Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

Ｆ
 

置 換 工 法 

掘
 削

 置
 換

 工
 法

 

 強
 制

 置
 換

 工
 法

 

軟
弱
層
の
一
部
又
は
全
部
を
除
去
し
、
良
質
材
料
で
置

き
換
え
る
工
法
で
あ
る
。
置
き
換
え
に
よ
っ
て
せ
ん
断
抵

抗
が
付
与
さ
れ
安
全
率
が
増
加
し
、
沈
下
も
置
き
換
え
た

分
だ
け
小
さ
く
な
る
。
 

  
掘
削
し
て
置
き
換
え
る
か
、
盛
土
の
重
さ
で
押
し
出
し

て
置
き
換
え
る
か
で
名
称
が
分
か
れ
る
。
 

  
地
震
に
よ
る
液
状
化
防
止
の
た
め
に
、
液
状
化
の
し
に

く
い
砕
石
で
置
き
換
え
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

Ｂ
 

Ｃ
 

○Ｆ
 

押 え 盛 土 工 法 

押
 え

 盛
 土

 工
 法

 

 緩
 斜

 面
 工

 法
 

盛
土
の
側
方
に
押
え
盛
土
を
し
た
り
、
の
り
面
勾
配
を

緩
く
し
た
り
し
て
、
す
べ
り
に
抵
抗
す
る
モ
ー
メ
ン
ト
を

増
加
さ
せ
て
盛
土
の
す
べ
り
破
壊
を
防
止
す
る
。
 

盛
土
の
側
面
が
急
に
高
く
は
な
ら
な
い
の
で
、
側
方
流

動
も
小
さ
く
な
る
。
 

  
圧
密
に
よ
っ
て
強
度
が
増
加
し
た
後
、
押
え
盛
土
を
除

去
す
る
こ
と
も
あ
る
。
 

○Ｃ
 

Ｆ
 

荷 重 軽 減 工 法

軽
 量

 盛
 土

 工
 法

 

盛
土
本
体
の
重
量
を
軽
減
し
、
原
地
盤
へ
与
え
る
盛
土

の
影
響
を
少
な
く
す
る
工
法
で
、
盛
土
材
と
し
て
気
泡
混

合
土
、
軽
石
、
ス
ラ
グ
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
。
 

○Ｂ
 

○Ｄ
 

緩 速 載 荷 工 法 

漸
 増

 載
 荷

 工
 法

 

 段
 階

 載
 荷

 工
 法

 

盛
土
の
施
工
に
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
げ

る
。
圧
密
に
よ
る
強
度
増
加
が
期
待
で
き
る
の
で
、
短
時

間
に
盛
土
し
た
場
合
に
安
定
が
保
た
れ
な
い
場
合
で
も
、

安
全
に
盛
土
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
盛
土
の
立
ち
上
が
り

を
漸
増
し
て
い
く
か
、
一
度
盛
土
を
休
止
し
て
地
盤
の
強

度
が
増
加
し
て
か
ら
ま
た
立
ち
上
げ
る
な
ど
と
い
っ
た
載

荷
の
や
り
方
で
名
称
が
分
か
れ
る
。
 

  
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
な
ど
の
他
の
工
法
と
併
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
 

Ｃ
  ○Ｄ
 

7 

工
 
  

  
  

 法
 

工
 
 法

 
 の

  
説

  
明
 

工
法

の

効
果
 

載 荷 重 工 法 

盛
土
荷
重
載
荷
工
法
 

 大
気
圧
載
荷
工
法
 

 地
下
水
低
下
工
法
 

盛
土
や
構
造
物
の
計
画
さ
れ
て
い
る
地
盤
に
あ
ら
か
じ

め
荷
重
を
か
け
て
沈
下
を
促
進
し
た
後
、
改
め
て
計
画
さ

れ
た
構
造
物
を
造
り
、
構
造
物
の
沈
下
を
促
進
さ
せ
る
。

載
荷
重
と
し
て
は
盛
土
が
一
般
的
で
あ
る
が
水
や
大
気

圧
、
あ
る
い
は
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
地
下
水
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
し
た
有
効
応
力
を
利
用
す
る
工
法

な
ど
も
あ
る
。
 

○Ａ
 

 

Ｃ
  ○Ｅ
 

バ ー チ カ ル ド レ ー ン 工 法 

サ
ン
ド
ド
レ
ー
ン
工
法
 

 袋
詰

め
サ

ン
ド

ド
レ

ー

ン
工
法
 

 ペ
ー
パ
ー
ド
レ
ー
ン
 

工
法
 

地
盤
中
に
適
当
な
間
隔
で
鉛
直
方
向
に
砂
柱
や
カ
ー
ド

ボ
ー
ド
な
ど
を
設
置
し
、
水
平
方
向
の
圧
密
層
の
排
水
距

離
を
短
縮
し
、
圧
密
沈
下
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
強
度
増

加
を
図
る
。
 

  
工
法
と
し
て
は
、
砂
柱
を
袋
や
ケ
ー
シ
ン
グ
で
包
む
も

の
、
カ
ー
ド
ボ
ー
ド
の
代
わ
り
に
ロ
ー
プ
を
使
う
も
の
な

ど
各
種
の
も
の
が
あ
り
、
施
工
法
も
鋼
管
を
打
ち
込
ん
だ

り
、
震
動
で
押
し
込
ん
だ
後
砂
柱
を
造
る
も
の
や
、
ウ
ォ

ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
で
せ
ん
孔
し
て
砂
柱
を
造
る
も
の
な
ど

各
種
の
も
の
が
あ
る
。
 

○Ａ
 

 

Ｃ
  ○Ｅ
 

締 固 め 工 法 

サ
ン

ド
コ

ン
パ

ク
シ

ョ

ン
パ
イ
ル
工
法
 

地
盤
に
締
固
め
た
砂
杭
を
造
り
、
軟
弱
層
を
締
固
め
る

と
と
も
に
砂
杭
の
支
持
力
に
よ
っ
て
安
定
を
増
し
、
沈
下

量
を
減
ず
る
。
施
工
法
と
し
て
打
ち
込
み
に
よ
る
も
の
、

震
動
に
よ
る
も
の
、
ま
た
、
砂
の
か
わ
り
に
砕
石
を
使
用

す
る
も
の
な
ど
各
種
の
も
の
が
あ
る
。
 

Ａ
 

○Ｂ
 

Ｃ
 

○Ｆ
 

バ
イ

ブ
ロ

フ
ロ

ー
テ

ー

シ
ョ
ン
工
法
 

緩
い
砂
質
地
盤
中
に
棒
状
の
震
動
機
を
入
れ
、
震
動
部

付
近
に
水
を
与
え
な
が
ら
、
震
動
と
注
水
の
効
果
で
地
盤

を
締
固
め
る
。
そ
の
際
震
動
部
の
付
近
に
は
砂
又
は
礫
を

投
入
し
て
、
砂
杭
を
形
成
し
、
緩
い
砂
質
土
層
を
締
ま
っ

た
砂
質
土
層
に
改
良
す
る
。
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｆ
 

固 結 工 法 

深
層
混
合
処
理
工
法
 

軟
弱
地
盤
の
地
表
か
ら
か
な
り
の
深
さ
ま
で
の
区
間
を

セ
メ
ン
ト
又
は
石
灰
な
ど
の
安
定
材
と
原
地
盤
の
土
と
を

混
合
し
、
柱
体
状
又
は
全
面
的
に
地
盤
を
改
良
し
て
強
度

を
増
し
、
沈
下
及
び
す
べ
り
破
壊
を
阻
止
す
る
工
法
で
あ

る
。
施
工
機
械
に
は
、
か
く
拌
翼
式
と
噴
射
式
の
も
の
が

あ
る
。
 

○Ｂ
 

Ｃ
 

○Ｆ
 

石
灰
パ
イ
ル
工
法
 

生
石
灰
で
地
盤
中
に
柱
を
造
り
、
そ
の
吸
水
に
よ
る
脱

水
や
化
学
的
結
合
に
よ
っ
て
地
盤
を
固
結
さ
せ
、
地
盤
の

強
度
増
加
を
期
待
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
を
増
す
と
同

時
に
、
沈
下
を
減
少
さ
せ
る
工
法
で
あ
る
。
 

○Ｂ
 

○Ｃ
 

薬
 液

 注
 入

 工
 法

 
地
盤
中
に
薬
液
を
注
入
し
て
透
水
性
の
減
少
、
あ
る
い

は
原
地
盤
強
度
を
増
大
さ
せ
る
工
法
で
あ
る
。
 

 
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-2-54-4
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  【
参
考
】
地
盤
の
液
状
化
（
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
Ⅸ
.
1
1
）

  

開
発
事
業
に
際
し
て
は
、
開
発
事
業
区
域
内
及
び
そ
の
周
辺
部
に
お
い
て
、
地
震
時
の
液
状
化
現
象

に
よ
り
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、
液
状
化
に
対
す
る
検
討
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
適
切
な
対
策
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。
 

 
 
 
ア
 
液
状
化
現
象
の
発
生
し
や
す
い
地
形
 

 
 
 
 
 
 
 地

形
分
類
に
よ
る
液
状
化
の
可
能
性
 

液
 
状

 化
 
の
 
可

 能
 
性
 

地
 
 
 
 
 
 
形
 

Ａ
液
状
化
す
る
可
能
性
が
高
い
 

埋
立
地
、
干
拓
地
、
現
・
旧
河
道
、
砂
丘
や
砂
州
の
間
の

低
地
、
自
然
堤
防
及
び
そ
の
周
縁
部
、
砂
丘
と
低
地
の
境

界
部
、
後
背
湿
地
上
の
盛
土
地
 

液
 
状

 化
 
の
 
可

 能
 
性
 

地
 
 
 
 
 
 
形
 

Ｂ
液
状
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
 

勾
配
の
緩
い
扇
状
地
、
砂
泥
質
の
谷
底
平
野
、
後
背
湿
地

（
氾
濫
平
野
）、

デ
ル
タ
、
砂
州
 

Ｃ
液
状
化
す
る
可
能
性
が
低
い
 

Ａ
，
Ｂ
以
外
の
沖
積
低
地
、
台
地
・
段
丘
、
丘
陵
、
山
地

イ
 
液
状
化
の
発
生
し
や
す
い
地
盤
条
件
（
粒
度
分
布
な
ど
工
学
的
な
条
件
を
含
む
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
地
震
に
よ
る
液
状
化
現
象
が
発
生
し
や
す
い
地
盤
条
件
と
し
て
は
、
一
般
に
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｱ
)
 
地
下
水
位
が
浅
い
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｲ
)
 
緩
く
推
横
し
た
砂
質
土
の
層
が
存
在
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ｳ
)
 
砂
質
土
の
成
分
が
粒
径
の
そ
ろ
っ
た
細
砂
や
中
砂
で
あ
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
 
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

9 

(
3)
 崖

が
け

の
上
端
部
に
続
く
地
盤
面
の
処
理
 

令
第
2
8
条
第
２
号
 

開
発

行
為

に
よ

っ
て

崖
が

生
じ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
が

け
の

上
端

に
続

く
地

盤
面

に
は

、
特

別
の

事
情

が
な

い
限

り
､
そ

の
崖

の
反

対
方

向
に

雨
水

そ
の

他
の

地
表

水
が

流
れ

る
よ

う
に

勾
配

が
付

さ
れ

て
い
る
こ
と
。
 

 
 
 
本
号
の
趣
旨
は
、
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
が
が
け
面
を
表
流
し
て
こ
れ
を
侵
食
す
る
こ
と
、
及
び
が
け

の
上
端
部
付
近
で
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
が
が
け
地
盤
へ
浸
透
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
り
、
が

け
の
上
端
に
続
く
地
盤
面
は
が
け
の
反
対
方
向
に
水
勾
配
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

な
お
、
が
け
の
反
対
方
向
に
勾
配
を
と
る
こ
と
が
物
理
的
に
不
可
能
な
場
合
に
お
い
て
も
、
が
け
方
向

に
勾
配
を
と
り
、
が
け
の
上
端
で
地
表
水
を
一
箇
所
に
集
め
、
堅
溝
を
設
け
る
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
表
水
を
が
け
下
へ
流
下
さ
せ
る
等
、
地
表
水
に
よ
る
が
け
面
の
侵
食
、
が
け
地
盤
へ
の
浸
透
を

防
止
す
る
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
 

  

(
4
)
 
切
土
 

ア
 
令
第
2
8
条
第
３
号
 
 

切
土
後
の
地
盤
の
す
べ
り
防
止
措
置
 

切
土

を
す
る
場

合
に

お
い
て

、
切

土
し
た

後
の

地
盤
に

滑
り

や
す
い

土
質

の
層
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

地
盤
に
滑

り
が

生
じ
な

い
よ

う
に
、

地
滑

り
抑
止

ぐ
い

又
は
グ

ラ
ウ

ン
ド
ア

ン
カ

ー
そ
の

他
の

土
留
の
設
置
、
土
の
置
換
え
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
本
号
は
、
切
土
し
た
後
の
地
盤
の
す
べ
り
防
止
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。「

す
べ
り
や
す
い
土
質
の

層
が
あ
る
」
と
は
、
切
土
す
る
こ
と
に
よ
り
安
息
角
が
特
に
小
さ
い
場
合
等
物
理
的
に
不
安
定
な
土

質
が
露
出
す
る
場
合
、
例
え
ば
破
層
の
直
下
に
が
け
面
と
類
似
し
た
方
向
に
傾
斜
し
た
粘
土
層
が
あ

る
な
ど
地
層
の
構
成
が
す
べ
り
を
誘
発
し
や
す
い
状
態
で
残
さ
れ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
こ

の
よ

う
な

場
合

は
、

く
い

等
の

横
抗

力
を

利
用

し
て

の
す

べ
り

面
の

抵
抗

力
の

増
加

や
、

粘
土

層
等
の
す
べ
り
の
原
因
と
な
る
層
の
良
質
土
と
の
置
換
え
等
の
安
全
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
 

 イ
 
小
段
の
設
置
と
の
り
面
の
勾
配
 

 
 
の
り
高
の
大
き
い
切
土
の
り
面
で
は
、
高
さ
５
ｍ
ご
と
に
幅
１
ｍ
～
２
ｍ
の
小
段
を
設
け
る
こ
と
。
 

 【
参
考
】
切
土
（
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
 
Ⅴ

 切
土
）
 

Ⅴ
.1
  
切
土
の
り
面
の
勾
配
 

  
  
 
切
土
の
り
面
の
勾
配
は
、
の
り
高
、
の
り
面
の
土
質
等
に
応
じ
て
適
切
に
設
定
す
る
も
の
と
し
、

そ
の

が
け

面
は

、
原

則
と

し
て

擁
壁

で
覆

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

次
表

に
示

す
の

り

面
は
、
擁
壁
の
設
置
を
要
し
な
い
。
 

な
お

、
次

の
よ

う
な

場
合

に
は

、
切

土
の

り
面

の
安

定
性

の
検

討
を

十
分

に
行

っ
た

上
で

勾
配

を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

1)
 の

り
高
が
特
に
大
き
い
場
合
 

2)
 の

り
面
が
割
れ
目
の
多
い
岩
、
流
れ
盤
、
風
化
の
速
い
岩
、
侵
食
に
弱
い
土
質
、
崩
積
土
等
で

あ
る
場
合
 

3)
 の

り
面
に
湧
水
等
が
多
い
場
合
 

  
 
4
) 
の
り
面
及
び
が
け
の
上
端
面
に
雨
水
が
浸
透
し
や
す
い
場
合
 

Ⅲ-2-54-5
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 表
  
切
土
の
り
面
の
勾
配
（
擁
壁
の
設
置
を
要
し
な
い
場
合
）
 

の
り
高
 

の
り
面
の
土
質
 

が
け
の
上
端
か
ら
の
垂
直
距
離
 

①
  
Ｈ
≦
5ｍ

 
②
  
Ｈ
＞
5ｍ

 

軟
岩
 

（
風
化
の
著
し
い
も
の
は
除
く
）
 

80
 度

以
下
 

（
約
 
1：

0
.2
）
 

60
 度

以
下
 

（
約
 
1：

0
.6
）
 

風
化
の
著
し
い
岩
 

50
 度

以
下
 

（
約
 
1：

0
.9
）
 

40
 度

以
下
 

（
約
 
1：

1
.2
）
 

砂
利

、
ま

さ
土

、
関

東
ロ

ー
ム

、
硬

質
粘

土
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の
 

45
 度

以
下
 

（
1：

1.
0）

 

35
 度

以
下
 

（
約
 
1：

1
.5
）
 

 
  

Ⅴ
.2
  
切
土
の
り
面
の
安
定
性
の
検
討
 

 
  

 
 
切

土
の

り
面

の
安

定
性

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
、

安
定

計
算

に
必

要
な

数
値

を
土

質
試

験
等

に

よ
り

的
確

に
求

め
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
多

い
の

で
、

一
般

に
次

の
事

項
を

総
合

的
に

検
討

し

た
上
で
、
の
り
面
の
安
定
性
を
確
保
す
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

1)
 の

り
高
が
特
に
大
き
い
場
合
 

  
 地

山
は
一
般
的
に
複
雑
な
地
層
構
成
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
の
り
高
が
大
き
く
な

る
に
伴
っ
て
不
安
定
要
因
が
増
し
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
の
り
高
が
特
に
大
き
い
場
合
に
は
、

地
山
の
状
況
に
応
じ
て
次
の
 2
)～

7)
の
各
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
で
き
れ
ば
余
裕
の
あ
る

の
り
面
勾
配
に
す
る
等
、
の
り
面
の
安
定
化
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

  
2)
 の

り
面
が
割
れ
目
の
多
い
岩
又
は
流
れ
盤
で
あ
る
場
合
 

  
  
 地

山
に
は
、
地
質
構
造
上
、
割
れ
目
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
切
土
し
た
際
に
こ
れ
ら

の
割

れ
目

に
沿

っ
て

崩
壊

が
発

生
し

や
す

い
。

し
た

が
っ

て
、

割
れ

目
の

発
達

程
度

、
岩

の
破

砕
の

度
合

、
地

層
の

傾
斜

等
に

つ
い

て
調

査
・

検
討

を
行

い
、

周
辺

の
既

設
の

り
面

の
施

工
実

績
等
も
勘
案
の
上
、
の
り
面
の
勾
配
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

特
に

、
の

り
面

が
流

れ
盤

の
場

合
に

は
、

す
べ

り
に

対
し

て
十

分
留

意
し

、
の

り
面

の
勾

配

を
決
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

  
3)
 の

り
面
が
風
化
の
速
い
岩
で
あ
る
場
合
 

の
り

面
が

風
化

の
速

い
岩

で
あ

る
場

合
は

、
掘

削
時

に
は

硬
く

安
定

し
た

の
り

面
で

あ
っ

て

も
、
切
土
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
表
層
か
ら
風
化
が
進
み
、
崩
壊
が
発
生
し
や
す
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
の
り
面
保
護
工
に
よ
り
風
化
を
抑
制
す

る
等
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
 

4)
 の

り
面
が
侵
食
に
弱
い
土
質
で
あ
る
場
合
 

砂
質
土
か
ら
な
る
の
り
面
は
、
表
面
流
水
に
よ
る
侵
食
に
特
に
弱
く
、
落
石
、
崩
壊
及
び
土
砂

の
流
出
が
生
じ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
地
山
の
固
結
度
及
び
粒
度
に
応
じ
た
適
切
な
の
り
面
勾
配

と
す
る
と
と
も
に
、
の
り
面
全
体
の
排
水
等
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

5)
 の

り
面
が
崩
積
土
等
で
あ
る
場
合
 

崖
す
い
等
の
固
結
度
の
低
い
崩
積
土
か
ら
な
る
地
山
に
お
い
て
、
自
然
状
態
よ
り
も
急
な
勾
配

で
切

土
を

し
た

場
合

に
は

、
の

り
面

が
不

安
定

と
な

っ
て

崩
壊

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、
安
定
性
の
検
討
を
十
分
に
行
い
、
適
切
な
の
り
面
勾
配
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
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6)
 の

り
面
に
湧
水
等
が
多
い
場
合
 

湧
水
の
多
い
箇
所
又
は
地
下
水
位
の
高
い
箇
所
を
切
土
す
る
場
合
に
は
、
の
り
面
が
不
安
定
に

な
り
や
す
い
の
で
、
の
り
面
勾
配
を
緩
く
し
た
り
、
湧
水
の
軽
減
及
び
地
下
水
位
の
低
下
の
た
め

の
の
り
面
排
水
工
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

7)
 の

り
面
又
は
が
け
の
上
端
面
に
雨
水
が
浸
透
し
や
す
い
場
合
 

切
土
に
よ
る
の
り
面
又
は
が
け
の
上
端
面
に
砂
層
、
礫
層
等
の
透
水
性
の
高
い
地
層
又
は
破
砕

帯
が
露
出
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
切
土
後
に
雨
水
が
浸
透
し
や
す
く
な
り
、
崩
壊
の
危
険
性
が

高
く
な
る
の
で
、
の
り
面
を
不
透
水
性
材
料
で
覆
う
等
の
浸
透
防
止
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
 

 

Ⅴ
.3
  
切
土
の
り
面
の
形
状
 

切
土

の
り

面
の

形
状

に
は

、
単

一
勾

配
の

の
り

面
及

び
土

質
に

よ
り

勾
配

を
変

化
さ

せ
た

の
り

面
が
あ
る
が
、
そ
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、
の
り
面
の
土
質
状
況
を
十
分
に
勘
案
し
、
適
切
な
形

状
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

な
お

、
の

り
高

の
大

き
い

切
土

の
り

面
で

は
、

の
り

高
 
5
ｍ

程
度

ご
と

に
幅

 
1
～

2
ｍ

の
小

段

を
設
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
 

 

Ⅴ
.4
  
切
土
の
施
工
上
の
留
意
事
項
 

切
土

の
施

工
に

当
た

っ
て

は
、

事
前

の
調

査
の

み
で

は
地

山
の

状
況

を
十

分
に

把
握

で
き

な
い

こ
と
が
多
い
の
で
、
施
工
中
に
お
け
る
土
質
及
び
地
下
水
の
状
況
の
変
化
に
は
特
に
注
意
を
払
い
、

必
要
に
応
じ
て
の
り
面
勾
配
を
変
更
す
る
等
、
適
切
な
対
応
を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

な
お

、
次

の
よ

う
な

場
合

に
は

、
施

工
中

に
す

べ
り

等
が

生
じ

な
い

よ
う

に
留

意
す

る
こ

と
が

大
切
で
あ
る
。
 

1)
  
岩
盤
の
上
を
風
化
土
が
覆
っ
て
い
る
場
合
 

2)
  
小
断
層
、
急
速
に
風
化
の
進
む
岩
及
び
浮
石
が
あ
る
場
合
 

3)
  
土
質
が
層
状
に
変
化
し
て
い
る
場
合
 

4)
  
湧
水
が
多
い
場
合
 

5)
  
表
面
は
く
離
が
生
じ
や
す
い
土
質
の
場
合
 

 

Ⅴ
.5
  
長
大
切
土
の
り
面
の
維
持
管
理
 

開
発

事
業

に
伴

っ
て

生
じ

る
長

大
切

土
の

り
面

は
、

将
来

に
わ

た
る

安
全

性
の

確
保

に
努

め
、

維
持
管
理
を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 

  

ウ
 
切
土
の
り
面
保
護
の
選
定
 

切
土
の
り
面
保
護
の
選
定
に
つ
い
て
は
、「

道
路
土
工
－
切
土
工
・
斜
面
安
定
工
指
針
」
（
日
本
道
路
協

会
）
の
選
定
フ
ロ
ー
を
参
照
し
、
土
質
等
に
応
じ
た
選
定
を
行
う
こ
と
。
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【
参
考
】
切
土
に
対
す
る
標
準
の
り
面
勾
配
 
（
「
道
路
土
工
－
切
土
工
・
斜
面
安
定
工
指
針
」）

 

地
 
 山

 
 の

  
土

  
質
 

切
 土

 高
 

勾
 
  
 配

 

硬
 
  

  
  

  
 
  

  
岩
 

 
1：

0.
3～

1：
0.
8 

軟
 
  

  
  

  
 
  

  
岩
 

 
1：

0.
5～

1：
1.
2 

砂
 

密
実
で
な
い
粒
度
分
布
の
悪
い
も
の
 

 
1：

1.
5～

 

砂
質
土
 

密
実
な
も
の
 

5ｍ
以
下
 

1：
0.
8～

1：
1.
0 

5～
10
m 

1：
1.
0～

1：
1
.2
 

密
実
で
な
い
も
の
 

5ｍ
以
下
 

1：
1.
0～

1：
1.
2 

5～
10
m 

1：
1.
2～

1：
1
.5
 

砂
利
又
は
岩
塊

混
じ
り
砂
質
土
 

密
実

な
も

の
又

は
粒

度
分

布
の

よ
い

も
の
 

10
ｍ
以
下
 

1：
0.
8～

1：
1.
0 

10
～
15
ｍ
 

1：
1.
0～

1：
1.
2 

密
実

で
な

い
も

の
又

は
粒

度
分

布
の

悪
い
も
の
 

10
ｍ
以
下
 

1：
1.
0～

1：
1.
2 

10
～
15
ｍ
 

1：
1.
2～

1：
1.
5 

粘
 
  

  
 性

  
  

  
土
 

10
ｍ
以
下
 

1：
0.
8～

1：
1.
2 

岩
塊
又
は
玉
石
ま
じ
り
の
粘
性
土
 

5ｍ
以
下
 

1：
1.
0～

1：
1.
2 

5～
10
m 

1：
1.
2～

1：
1
.5
 

  
 （

注
）
①
 土

質
構
成
等
に
よ
り
単
一
勾
配
と
し
な
い
と
き
の
切
土
高
及
び
勾
配
の
考
え
方
は
、
下
図
の

よ
う
に
す
る
。
 

 
  

  
  

  
  
 
  

  
  

  
  

 
 
  

  
  
 
  

  
  

  
  
 
  

  
  
 

○
 
 
勾
配
は
小
段
を
含
め
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
勾
配
に
対
す
る
切
土
高
は
、
当

該
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
切
土
の
り
面
か
ら
上
部
の
全
切
土
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
す
る
。
 

 
  
  
  
  

 

②
 シ

ル
ト
は
、
粘
性
土
に
入
れ
る
。
 

  
  
 
 
  
③
 上

表
以
外
の
土
質
は
、
別
途
考
慮
す
る
。
 

  
  
  
 
 ④

 の
り
面
の
植
生
工
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、
緑
化
に
適
し
た
の
り
面
勾
配
も
考
慮
す
る
。
 

  【
参
考
】
長
大
な
の
り
面
の
場
合
（
「
道
路
土
工
－
切
土
工
・
斜
面
安
定
工
指
針
」（

日
本
道
路
協
会
）
）
 

 長
大

な
の

り
面

の
場

合
、

小
段

を
高

さ
20

～
30

ｍ
ご

と
に

広
く

し
（

幅
３

ｍ
程

度
）

管
理

段
階

に

お
け
る
点
検
、
補
修
用
の
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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(
5
)
 
盛
土
 

 
ア
 
令
第
2
8
条
第
４
号
 
締
固
め
等
の
措
置
 

盛
土

を
す

る
場

合
に

は
、

盛
土

に
雨

水
そ

の
他

の
地

表
水

又
は

地
下

水
の

浸
透

に
よ

る
緩

み
、

沈
下

、

崩
壊
又
は
滑
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
お
お
む
ね
30
cm
 以

下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛
り
、
か
つ
、

そ
の

層
の

土
を

盛
る

ご
と

に
、

こ
れ

を
ロ

ー
ラ

ー
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

建
設

機
械

を
用

い
て

締
め

固
め

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 
 
 
本
号
は
、
盛
土
し
た
後
の
地
盤
の
安
定
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
盛
土
し
た
地
盤
は
土
粒

子
間
の
結
合
が
緩
く
、
雨
水
等
の
地
表
水
に
よ
り
侵
食
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
、
地
盤
自
体
の
圧
縮
性
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、
沈
下
や
崩
壊
が
起
り
や
す
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
盤
の
圧
縮
性
を
小
さ
く
し
、
地
耐

力
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
建
設
機
械
に
よ
る
締
め
固
め
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
 

 
 
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
の
設
置
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 
 
 
な
お
、
締
固
め
は
、
盛
土
地
盤
の
全
体
に
及
ぶ
よ
う
一
定
の
盛
土
厚
（

3
0
㎝
以
下
）
ご
と
に
締
固
め
を

繰
り
返
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 イ
 
令
第
2
8
条
第
５
号
 
段
切
等
の
措
置
 

著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
土
地
に
お
い
て
盛
土
を
す
る
場
合
に
は
、
盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
と
盛
土
と
が
接

す
る
面
が
滑
り
面
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
段
切
り
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 
 
本
号
は
、「

盛
土
す
る
前
の
地
盤
」
と
「
盛
土
」
が
接
す
る
面
で
の
滑
り
防
止
措
置
に
関
す
る
規
定
で
あ

る
。
著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
土
地
に
盛
土
を
行
っ
た
場
合
、
雨
水
等
の
地
表
水
の
浸
透
や
地
震
等
の
震
動

に
よ
り
、
新
旧
地
盤
が
接
す
る
面
が
滑
り
面
と
な
っ
た
滑
り
が
起
こ
り
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
段
切
り
等

滑
り
に
対
す
る
安
全
措
置
を
講
ず
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
そ
の
他
の
措
置
と
し
て
は
、
雑
草
の
除
去
、
樹
木
の
抜
根
、
埋
め
戻
し
の
壁
体
の
築
造
等
が
考
え
ら
れ

る
。
 

 

ウ
 
盛
土
に
係
る
設
計
の
指
針
 

 
 
(
ｱ
)
 
盛
土
の
り
面
の
勾
配
は
、
の
り
高
や
盛
土
材
料
の
種
類
等
に
応
じ
て
適
切
に
設
定
し
、
原
則
と
し
て

3
0
度
以
下
と
す
る
こ
と
。
 

 
 
(
ｲ
)
 
の
り
高
が
特
に
大
き
い
場
合
（

1
5
ｍ
以
上
の
高
盛
土
）
や
、
盛
土
が
崩
壊
す
る
と
隣
接
地
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
円
弧
滑
り
に
対
す
る
安
全
性
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

 
 
(
ｳ
)
 
の
り
高
が
大
き
い
場
合
に
は
、
の
り
高
５
ｍ
ご
と
に
幅
１
～
２
ｍ
の
小
段
を
設
け
る
こ
と
。
 

 
 
(
ｴ
)
 
傾
斜
し
た
地
盤
を
盛
土
す
る
と
き
は
、
高
さ

5
0
 
㎝

、
幅
１
ｍ
程
度
以
上
で
段
切
り
を
行
い
、
排
水
の

た
め
、
２
～
５
％
の
横
断
勾
配
を
と
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
盤
高
の
差
が
５
ｍ
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、

現
地
盤
の
勾
配
が
1
5
度
（
約
 
1
：
4
）
未
満
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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(
ｵ
)
 
盛
土
に
よ
っ
て
生
じ
る

2
0
m
以
上
の
長
大
な
の
り
面
に
は
、
原
則
と
し
て
の
り
長
の
１

/３
以
上
は
、

擁
壁
工
、
の
り
枠
工
等
の
永
久
構
造
物
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 

(ｶ
)
 
盛
土
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
１
回
の
敷
均
し
厚
さ
（
ま
き
出
し
厚
さ
）
を
お
お
む
ね

3
0
c
m
以
下
に

設
定
し
、
均
等
か
つ
所
定
の
厚
さ
以
内
に
敷
き
均
す
こ
と
。
 

 
 
(
ｷ
)
 
渓
流
を
埋
立
て
る
場
合
に
は
、
本
線
、
支
線
を
問
わ
ず
在
来
の
渓
床
に
必
ず
暗
渠
工
を
設
け
る
こ
と
。

暗
渠
工
は
、
樹
枝
上
に
埋
設
し
、
完
全
に
地
下
水
の
排
除
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
。
支
渓
が

な
い

場
合

又
は

支
渓

の
間

隔
が

長
い

場
合

に
は

、
20

ｍ
以

下
の

間
隔

で
集

水
暗

渠
を

設
け

る
こ

と
。
  
  
 

暗
渠
工
に
お
け
る
幹
線
部
分
の
管
径
は
3
0
c
m
以
上
と
し
、
支
線
の
部
分
は
1
5
c
m
以
上
と
す
る
こ
と
。
 

 

 
 
 
【
参
考

】
盛
土
材
料
及
び
盛
土
高
に
対
す
る
標
準
の
り
面
勾
配
（
「
道
路
土
工
－
盛
土
工
指
針
」（

日
本
道
路
協

会
）
）
 

盛
  
 土

  
 材

  
 料

 
盛
土
高
(m
) 

勾
  
  
配
 

摘
  
  
要
 

粒
度
の
よ
い
砂
（

SW
）
、
礫
及
び
細

粒
分
混
じ
り
礫
（

GM
）（

GC
）（

GW
）

（
GP
）
 

5ｍ
以
下
 

1：
1.
5～

1：
1.
8 

基
礎

地
盤

の
支

持
力

が

十
分
に
あ
り
、
浸
水
の
影
響

が
な
く
、
道
路
土
工
－
盛
土

工
指

針
第

５
章

に
示

す
締

固
め

管
理

基
準

値
を

満
足

す
る
盛
土
に
適
用
す
る
。
 

（
 
）

の
統

一
分

類
は

代
表

的
な

も
の

を
参

考
に

示
し

た
も
の
で
あ
る
。
 

標
準

の
り

面
勾

配
の

範
囲

外
の

場
合

は
安

定
計

算
を

行
う
。
 

5～
15
m 

1：
1.
8～

1：
2
.0
 

粒
度
の
悪
い
砂
（
SP
）
 

1
0ｍ

以
下
 

1：
1.
8～

1：
2.
0 

岩
塊
（
ず
り
を
含
む
。
）
 

10
ｍ
以
下
 

1：
1.
5～

1：
1.
8 

10
～
20
ｍ
 

1：
1.
8～

1：
2.
0 

砂
質

土
（

S
M
）
（

S
C
）
、

硬
い

粘
質

土
、

硬
い

粘
土

（
洪

積
層

の
硬

い

粘
質

土
、

粘
土

、
関

東
ロ

ー
ム

な

ど
）
 

5ｍ
以
下
 

1：
1.
5～

1：
1.
8 

5～
10
ｍ
 

1：
1.

8～
1：

2
.0
 

火
山
灰
質
粘
性
土
（
VH
 
2 
）
 

5ｍ
以
下
 

1：
1.
8～

1：
2.
0 

 
 
 
 
 
（
注
）
盛
土
高
と
は
、
の
り
肩
と
の
り
尻
の
高
低
差
を
い
う
。
 

 

【
参
考
】
盛
土
（
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
Ⅵ
 
盛
土
）
 

Ⅵ
.1
  
原
地
盤
の
把
握
 

盛
土
の
計
算
に
際
し
て
は
、
地
形
・
地
質
調
査
等
を
行
っ
て
盛
土
の
基
礎
地
盤
の
安
定
性
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

特
に

、
盛

土
の

安
定

性
に

多
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
軟

弱
地

盤
及

び
地

下
水

位
の

状
況

に
つ

い
て

は
、
入
念
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
盛
土
の
り
面
の
安
定
性
の
み
な
ら
ず
、

基
礎
地
盤
を
含
め
た
盛
土
全
体
の
安
定
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 Ⅵ
.2
  
盛
土
の
り
面
の
勾
配
 

  
  
  
盛
土
の
り
面
の
勾
配
は
、
の
り
高
、
盛
土
材
料
の
種
類
等
に
応
じ
て
適
切
に
設
定
し
、
原
則
と
し

て
30
度
以
下
と
す
る
。
 

  
  
  
な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
盛
土
の
り
面
の
安
定
性
の
検
討
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
勾
配
を

決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

  
  
1)
  
の
り
高
が
特
に
大
き
い
場
合
 

  
  
2)
  
盛
土
が
地
山
か
ら
の
湧
水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
場
合
 

  
  
3)
  
盛
土
箇
所
の
原
地
盤
が
不
安
定
な
場
合
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4)
  
盛
土
が
崩
壊
す
る
と
隣
接
物
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

  
  
5)
  
腹
付
け
盛
土
と
な
る
場
合
 

 Ⅵ
.3
  
盛
土
の
り
面
の
安
定
性
の
検
討
 

  
  
  
盛
土
の
り
面
の
安
定
性
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
事
項
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

た
だ
し
、
安
定
計
算
の
結
果
の
み
を
重
視
し
て
の
り
面
勾
配
等
を
決
定
す
る
こ
と
は
避
け
、
近
隣

又
は
類
似
土
質
条
件
の
施
工
実
績
、
災
害
事
例
等
を
十
分
参
照
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

1)
  
安
定
計
算
 

 
  
  
  
 盛

土
の

り
面

の
安

定
性

に
つ

い
て

は
、

円
弧

滑
り

面
法

に
よ

り
検

討
す

る
こ

と
を

標
準

と
す

る
。
 

ま
た
、
円
弧
滑
り
面
法
の
う
ち
簡
便
式
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
）
に
よ
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
が

、

現
地
状
況
等
に
応
じ
て
他
の
適
切
な
安
定
計
算
式
を
用
い
る
。
 

  
  
2)
  
設
計
強
度
定
数
 

  
  
  
  
安
定
計
算
に
用
い
る
粘
着
力
（
Ｃ
）
及
び
内
部
摩
擦
角
（
φ
）
の
設
定
は
、
盛
土
に
使
用
す
る

土
を
用
い
て
、
現
場
含
水
比
及
び
現
場
の
締
固
め
度
に
近
い
状
態
で
供
試
体
を
作
成
し
、
せ
ん
断

試
験
を
行
う
こ
と
に
よ
り
求
め
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
 

  
  
3)
  
間
げ
き
水
圧
 

  
  
  
  
盛
土
の
施
工
に
際
し
て
は
、
透
水
層
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
盛
土
内
に
間
げ
き
水
圧
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
開
発
事
業
区
域
内
に
お
け
る
地
下
水
位
又
は
間
げ
き
水
圧
の
推
定
は
未
知
な
点
が
多

く
、
ま
た
、
の
り
面
の
安
定
性
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
安
定
計
算
に
よ
っ
て
盛
土
の
り
面
の

安
定
性
を
検
討
す
る
場
合
は
、
盛
土
の
下
部
又
は
側
方
か
ら
の
浸
透
水
に
よ
る
水
圧
を
間
げ
き
水

圧
（
ｕ
）
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
雨
水
の
浸
透
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
地
下
水
に
よ
る
間
げ
き

水
圧
及
び
盛
土
施
工
に
伴
っ
て
発
生
す
る
過
剰
間
げ
き
水
圧
を
考
慮
す
る
。
 

  
  
  
  
ま
た
、
こ
れ
ら
の
間
げ
き
水
圧
は
、
現
地
の
実
測
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
困

難
な
場
合
は
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 

4)
  
最
小
安
全
率
 

盛
土

の
り

面
の

安
定

に
必

要
な

最
小

安
全

率
（

Fs
）
は

、
盛

土
施

工
直

後
に

お
い

て
、
Fs

≧
1.

5 

で
あ
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。
 

ま
た

、
地

震
時

の
安

定
性

を
検

討
す

る
場

合
の

安
全

率
は

、
大

地
震

時
に

 
F
s
≧

1
.0

 
と

す
る

こ
と
を
標
準
と
す
る
。
 

な
お
、
大
地
震
事
の
安
定
計
算
に
必
要
な
水
平
震
度
は
、
0.
25
に
建
築
基
準
法
施
行
令
第
88
条

第
１
項
に
規
定
す
る
Ｚ
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
す
る
。
 

 Ⅵ
.4
  
盛
土
の
り
面
の
形
状
 

  
  
  
盛
土
の
り
面
の
形
状
は
、
気
象
、
地
盤
条
件
、
盛
土
材
料
、
盛
土
の
安
定
性
、
施
工
性
、
経
済
性

、

維
持
管
理
等
を
考
慮
し
て
合
理
的
に
設
計
す
る
も
の
と
す
る
。
 

  
  
  
な
お
、
の
り
高
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
の
り
面
の
勾
配
を
単
一
と
し
、
の
り
高
が
大
き
い
場
合
に

は
、
の
り
高
５
ｍ
程
度
ご
と
に
幅
１
～
２
ｍ
の
小
段
を
設
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
 

  
  
  
ま
た
、
こ
の
場
合
、
二
つ
の
小
段
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
は
単
一
勾
配
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
段
上

面
の
排
水
勾
配
は
下
段
の
の
り
と
反
対
方
向
に
下
り
勾
配
を
つ
け
て
施
工
す
る
。
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 Ⅵ
.5
  
盛
土
全
体
の
安
定
性
の
検
討
 

  
  

 盛
土
全
体
の
安
定
性
を
検
討
す
る
場
合
は
、
造
成
す
る
盛
土
の
規
模
が
、
次
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
る
。
 

  
 1
) 
 谷

埋
め
型
大
規
模
盛
土
造
成
地
 

 
  

  
 
 
盛

土
を

す
る

土
地

の
面

積
が

 
3
,0

00
 
㎡

以
上

で
あ

り
、

か
つ

、
盛

土
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

当
該
盛
土
を
す
る
土
地
の
地
下
水
位
が
盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
面
の
高
さ
を
超
え
、
盛
土
の
内
部

に
進
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
。
 

  
 2
) 
 腹

付
け
型
大
規
模
盛
土
造
成
地
 

 
  

  
  

盛
土

を
す

る
前

の
地

盤
面

が
水

平
面

に
対

し
 
2
0
度

以
上

の
角

度
を

な
し

、
か

つ
、

盛
土

の
高

さ
が
５
ｍ
以
上
と
な
る
も
の
。
 

  
  
  
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
事
項
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
安
定
計
算
の
結

果
の
み
を
重
視
し
て
盛
土
形
状
を
決
定
す
る
こ
と
は
避
け
、
近
隣
又
は
類
似
土
質
条
件
の
施
工
実

績
、
災
害
事
例
等
を
十
分
参
照
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

①
 安

定
計
算
 

 
  
  
  

 
谷

埋
め

型
大

規
模

盛
土

造
成

地
の

安
定

性
に

つ
い

て
は

、
二

次
元

の
分

割
法

に
よ

り
検

討
す

る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。
 

腹
付

け
型

大
規

模
盛

土
造

成
地

の
安

定
性

に
つ

い
て

は
、

二
次

元
の

分
割

法
の

う
ち

簡
便

法

に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。
 

  
 
 
②
 設

計
強
度
係
数
 

 
  
  
  
  
安

定
計

算
に

用
い

る
粘

着
力

（
Ｃ

）
及

び
内

部
摩

擦
角

（
φ

）
の

設
定

は
、

盛
土

に
使

用
す

る
土

を
用

い
て

、
現

場
含

水
比

及
び

現
場

の
締

固
め

度
に

近
い

状
態

で
供

試
体

を
作

成
し

、
せ

ん
断
試
験
を
行
う
こ
と
に
よ
り
求
め
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
 

  
  
  
③
 間

げ
き
水
圧
 

 
  
  
  
  
盛

土
の

施
工

に
際

し
て

は
、

地
下

水
排

除
工

を
設

け
る

な
ど

し
て

、
盛

土
内

に
間

げ
き

水
圧

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
 

 
  
  
  
  
し

か
し

、
開

発
事

業
区

域
内

に
お

け
る

地
下

水
位

又
は

間
げ

き
水

圧
の

推
定

は
未

知
な

点
が

多
く

、
ま

た
、

盛
土

全
体

の
安

全
性

に
大

き
く

影
響

す
る

た
め

、
安

定
計

算
に

よ
っ

て
盛

土
全

体
の

安
定

性
を

検
討

す
る

場
合

は
、

盛
土

の
下

部
ま

た
は

側
方

か
ら

の
浸

透
水

に
よ

る
水

圧
を

間
げ

き
水

圧
（

ｕ
）

と
し

、
必

要
に

応
じ

て
、

雨
水

の
浸

透
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
る

地
下

水
に

よ
る
間
げ
き
水
圧
及
び
盛
土
施
工
に
伴
っ
て
発
生
す
る
過
剰
間
げ
き
水
圧
を
考
慮
す
る
。
 

  
  
  
  
ま
た
、
こ
れ
ら
の
間
げ
き
水
圧
は
、
現
地
の
実
測
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
困

難
な
場
合
は
ほ
か
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 

  
  
  
④
 最

小
安
全
率
 

盛
土
の
安
定
に
つ
い
て
は
常
時
の
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
最
小
安
全
率
（

Fs
）
は
、

大
地
震
時
に
 F
s≧

1.
0 
と
す
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。
な
お
、
大
地
震
時
の
安
定
計
算
に
必
要

な
水
平
震
度
は
、
0.
25
に
建
築
基
準
法
施
行
令
第
88
条
第
１
項
に
規
定
す
る
 Z
 の

数
値
を
乗
じ

て
得
た
数
値
と
す
る
。
 

   

17
 

Ⅵ
.6
  
盛
土
の
施
工
上
の
留
意
事
項
 

  
  

 盛
土
の
施
工
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

  
 
1
) 
 原

地
盤
の
処
理
 

  
  
  

 盛
土
の
基
礎
と
な
る
原
地
盤
の
状
態
は
、
現
場
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
の
で
、
現
地
踏
査
、
土

質
調
査
等
に
よ
っ
て
原
地
盤
の
適
切
な
把
握
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
  
  
  

調
査

の
結

果
、

軟
弱

地
盤

と
し

て
対

策
工

が
必

要
な

場
合

は
、
「

Ⅸ
 
 
軟

弱
地

盤
対

策
」

に
よ

り
適
切
に
処
理
す
る
も
の
と
し
、
普
通
地
盤
の
場
合
に
は
盛
土
完
成
後
の
有
害
な
沈
下
を
防
ぎ
、

盛
土
と
基
礎
地
盤
の
な
じ
み
を
よ
く
し
た
り
、
初
期
の
盛
土
作
業
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
次
の
よ

う
な
現
地
盤
の
処
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

  
  
 
①
 伐

開
除
根
を
行
う
。
 

  
  

 ②
 排

水
溝
及
び
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
を
単
独
又
は
あ
わ
せ
て
設
置
し
排
水
を
図
る
。
 

  
  
 
③
 極

端
な
凹
凸
及
び
段
差
は
で
き
る
だ
け
平
坦
に
か
き
均
す
。
 

な
お

、
既

設
の

盛
土

に
新

し
く

腹
付

け
し

て
盛

土
を

行
う

場
合

に
も

同
様

な
配

慮
が

必
要

で

あ
る
ほ
か
、
既
設
の
盛
土
の
安
定
に
関
し
て
も
十
分
な
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

  
  
2)
  
傾
斜
地
盤
上
の
盛
土
 

 
  
  
  
 勾

配
が

15
度

以
上

（
約

 
1
：

4.
0
）

程
度

以
上

の
傾

斜
地

盤
上

に
盛

土
を

行
う

場
合

に
は

、
盛

土
の
滑
動
及
び
沈
下
が
生
じ
な
い
よ
う
に
原
地
盤
の
表
土
を
十
分
に
除
去
す
る
と
と
も
に
、
原
則

と
し
て
段
切
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

  
  
  
  
ま
た
、
谷
地
形
等
で
地
下
水
位
が
高
く
な
る
箇
所
に
お
け
る
傾
斜
地
盤
上
の
盛
土
で
は
、
勾
配

に
か
か
わ
ら
ず
段
切
り
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

  
  
3)
  
盛
土
材
料
 

  
  
  
  
盛
土
材
料
と
し
て
、
切
土
か
ら
の
流
用
土
又
は
付
近
の
土
取
場
か
ら
の
採
取
土
を
使
用
す
る
場

合
に
は
、
こ
ら
れ
の
現
場
発
生
材
の
性
質
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
点
を
踏
ま

え
て
適
切
な
対
策
を
行
い
、
品
質
の
良
い
盛
土
を
築
造
す
る
。
 

 
  
  
 ①

 
岩

塊
、

玉
石

等
を

多
量

に
含

む
材

料
は

、
盛

土
下

部
に

用
い

る
等

、
使

用
す

る
場

所
に

注
意

す
る
。
 

 
  
  
 ②

 
頁

岩
、

泥
岩

等
の

ス
レ

ー
キ

ン
グ

し
や

す
い

材
料

は
用

い
な

い
こ

と
を

原
則

と
す

る
が

、
や

む
を
得
ず
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
影
響
及
び
対
策
を
十
分
検
討
す
る
。
 

  
  
  
③
 腐

植
土
、
そ
の
他
有
害
な
物
質
を
含
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

 
  

  
 ④

 
高

含
水

比
粘

性
土

に
つ

い
て

は
、

5)
に

述
べ

る
含

水
量

調
節

及
び

安
定

処
理

に
よ

り
入

念
に

施
工
す
る
。
 

 
  
  
 ⑤

 
比

較
的

細
砂

で
粒

径
の

そ
ろ

っ
た

砂
は

、
地

下
水

が
存

在
す

る
場

合
に

液
状

化
す

る
お

そ
れ

が
あ
る
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

4)
  
敷
均
し
 

  
  
  
  
盛
土
の
施
工
に
当
た
っ
て
は
、
１
回
の
敷
均
し
厚
さ
（
ま
き
出
し
厚
さ
）
を
お
お
む
ね
0.
30
ｍ

以
下
に
設
定
し
、
均
等
か
つ
所
定
の
厚
さ
以
内
に
敷
均
す
。
 

  
 
5
) 
 含

水
量
調
節
及
び
安
定
処
理
 

  
  
  
 
盛
土
の
締
固
め
は
、
盛
土
材
料
の
最
適
含
水
比
付
近
で
施
工
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
、
実
際

の
含
水
比
が
こ
れ
と
著
し
く
異
な
る
場
合
に
は
、
バ
ッ
気
又
は
散
水
を
行
っ
て
、
そ
の
含
水
量
を

調
節
す
る
。
 

  
  
  
 
ま
た
、
盛
土
材
料
の
品
質
に
よ
っ
て
は
、
盛
土
の
締
固
め
に
先
立
ち
、
化
学
的
な
安
定
処
理
等

を
行
う
。
 

Ⅲ-2-54-9



18
 

 

  
6)
  
締
固
め
 

  
  
  
 
盛
土
の
締
固
め
に
当
た
っ
て
は
、
所
定
の
品
質
の
盛
土
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
盛
土
材
料
、
工

法
等
に
応
じ
た
適
切
な
締
固
め
を
行
う
。
 

  
  
  
 
特
に
切
土
と
盛
土
の
接
合
部
は
、
地
盤
支
持
力
が
不
連
続
に
な
っ
た
り
、
盛
土
部
に
湧
水
、
浸

透
水
等
が
集
ま
り
盛
土
が
軟
化
し
て
完
成
後
仕
上
げ
面
に
段
違
い
を
生
じ
た
り
、
地
震
時
に
は
滑

り
面
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
締
固
め
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

  
 
7
) 
 防

災
小
堤
 

  
  
  
 
盛
土
施
工
中
の
造
成
面
の
の
り
肩
に
は
、
造
成
面
か
ら
の
り
面
へ
の
地
表
水
の
流
下
を
防
止
す

る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
防
災
小
堤
を
設
置
す
る
。
 

 Ⅵ
.7
  
地
下
水
排
除
工
 

  
  

 地
下
水
に
よ
り
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
盛
土
の
場
合
に
は
、
盛
土
内

に
地
下
水
排
除
工
を
設
置
し
て
地
下
水
の
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
盛
土
の
安
定
を
図
る
も
の
と

す
る
。
 

 Ⅵ
.8
  
盛
土
内
排
水
層
 

 
  
 

 
地

下
水

に
よ

り
崖

崩
れ

ま
た

は
土

砂
の

流
出

が
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

盛
土

で
盛

土
内

に
地

下

水
排
除
工
を
設
置
す
る
場
合
に
、
併
せ
て
盛
土
内
に
水
平
排
水
層
を
設
置
し
て
地
下
水
の
上
昇
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
降
雨
に
よ
る
浸
透
水
を
速
や
か
に
排
除
し
て
、
盛
土
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
 

  

 
 
エ
 
盛
土
の
り
面
保
護
の
選
定
 

盛
土
の
り
面
保
護
の
選
定
に
つ
い
て
は
、「

道
路
土
工
－
盛
土
工
指
針
」
（
日
本
道
路
協
会
）
の
選
定
フ

ロ
ー
を
参
照
し
、
の
り
面
勾
配
等
に
応
じ
た
選
定
を
行
う
こ
と
。
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(
6)
 崖

が
け

 

ア
 
令
第
2
8
条
第
６
号
 

開
発
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
崖
面
は
、
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
よ
り
、

擁
壁
の
設
置
、
石
張
り
、
芝
張
り
、
モ
ル
タ
ル
吹
付
け
そ
の
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

本
号
は
、
開
発
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
が
け
面
の
保
護
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
保
護
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
2
3
条
で
規
定
し
て
い
る
。
 

※
「
が
け
」
の
定
義
：
地
表
面
が
水
平
面
に
対
し

3
0
度
を
超
え
る
角
度
を
成
す
土
地
で
硬
岩
盤
（
風
化
の

著
し
い
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
も
の
を
い
う
（
規
則
第
1
6
条
第
４
項
の
表
の
「
造
成
計
画
平
面
図
」
の

項
）
。
 

 

イ
 
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
3
7
年
政
令
第
1
6
号
）
第
１
条
第
２
項
 
が
け
の
定
義
 

こ
の

政
令

に
お

い
て

、
「

が
け

」
と

は
地

表
面

が
水

平
面

に
対

し
3
0 
度

を
こ

え
る

角
度

を
な

す
土

地
で

硬
岩
盤
（
風
化
の
著
し
い
も
の
を
除
く
。）

以
外
の
も
の
を
い
い
、「

が
け
面
」
と
は
そ
の
地
表
面
を
い
う

。
 

   
 
ウ
 
宅
地
区
画
を
土
羽
仕
上
げ
と
す
る
場
合
 

 
 
 
 
 
 
 
宅
地
区
画
の
造
成
を
「
土
羽
仕
上
げ
」
と
す
る
場
合
は
、
次
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 
 
 
 
 

(ｱ
)
 
宅
盤
の
高
低
差
は

 
1
.
0
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
道
路
に
面
し
た
宅
盤
は
、
家
屋
の
位
置
、
駐
車
場
の

出
入
口
が
確
定
し
て
い
な
い
の
で
土
羽
で
残
す
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
宅
地
間
の
境
界
部
分
を
土

羽
で
残
す
こ
と
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
擁
壁
等
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
(
ｲ
)
 
の
り
面
に
は
、
種
子
吹
付
等
に
よ
り
植
生
を
図
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
(
ｳ
)
 
宅
地
の
周
囲
に
は
畦
畔
等
を
設
け
て
宅
地
内
の
雨
水
が
の
り
面
を
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

     

エ
 
規
則
第
2
3
条
第
１
項
 
擁
壁
を
要
す
る
が
け
・
要
し
な
い
が
け
 

切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず
る
高
さ
が
２
ｍ
を
こ
え
る
が
け
、
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず

る
高

さ
が

１
ｍ

を
こ

え
る

が
け

又
は

切
土

と
盛

土
と

を
同

時
に

し
た

土
地

の
部

分
に

生
ず

る
高

さ
が

２

ｍ
を
こ
え
る
が
け
の
が
け
面
は
、
擁
壁
で
お
お
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
切
土
を
し
た
土
地
の

部
分
に
生
ず
る
こ
と
と
な
る
が
け
又
は
が
け
の
部
分
で
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
の
が
け
面
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

  
(1
) 

土
質

が
次

の
表

の
上

欄
に

掲
げ

る
も

の
に

該
当

し
、

か
つ

、
土

質
に

応
じ

勾
配

が
同

表
の

中
欄

の
角
度
以
下
の
も
の
 

(
2)
 
土

質
が

前
号

の
表

の
上

欄
に

掲
げ

る
も

の
に

該
当

し
、

か
つ

、
土

質
に

応
じ

勾
配

が
同

表
の

中

欄
の

角
度

を
こ

え
同

表
の

下
欄

の
角

度
以

下
の

も
の

で
、

そ
の

上
端

か
ら

下
方

に
垂

直
距

離
 
5
ｍ

以
内

の
部

分
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
前

号
に

該
当

す
る

が
け

の
部

分
に

よ
り

上
下

に
分

離
さ

れ

た
が

け
の

部
分

が
あ

る
と

き
は

、
同

号
に

該
当

す
る

が
け

の
部

分
は

存
在

せ
ず

、
そ

の
上

下
の

が

け
の
部
分
は
連
続
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
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土
質
 

軟
岩
（
風
化
の
著
し

い
も
の
を
除
く
。
）
 

風
化
の
著
し
い
岩
 

砂
利
、
真
砂
土
、
関
東

ロ
ー
ム
、
硬
質
粘
土
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
 

擁
壁

を
要

し
な

い
勾

配

の
上
限
 

6
0 
度
 

4
0 
度
 

3
5 
度
 

擁
壁

を
要

す
る

勾
配

の

下
限
 

8
0 
度
 

5
0 
度
 

4
5 
度
 

 

 

本
項
は
、
切
土
又
は
盛
土
に
係
る
一
定
の
高
さ
を
超
え
る
が
け
に
つ
い
て
は
、
擁
壁
で
お
お
う
べ
き
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
 

た
だ
し
書
は
、
切
土
の
場
合
に
お
け
る
緩
和
規
定
で
、
切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず
る
こ
と
と
な

る
が

け
又

は
が

け
の

部
分

の
土

質
に

応
じ

擁
壁

を
設

置
し

な
く

て
も

よ
い

勾
配

又
は

高
さ

が
第

１
項

第
 

１
号
及
び
第
２
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 

(
ｱ
)
 
擁
壁
を
要
す
る
が
け
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 (
ｲ
)
 
(
ｱ
)
の
う
ち
、
擁
壁
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
切
土
」
の
が
け
 

                        

（
留
意
点
）
こ
の
表
に
掲
げ
る
土
質
に
該
当
し
な
い
土
質
、
即
ち
、
岩
屑
、
腐
植
土
（
黒
土
）
埋
土
そ
の
他

の
軟
土
及
び
「
砂
利
、
真
砂
土
…
…
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
」
に
該
当
し
な
い
土
質
の
が

け
又
は
が
け
の
部
分
は
、
切
土
で
あ
っ
て
も
、
擁
壁
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
切
土
」

の
が
け
に
該
当
し
な
い
（
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
５
条
第
１
項
の
た
だ
し
書
の
解
説
）。

 

【
参
考
】
土
質
の
説
明
 

土
質
区
分
 

摘
  
  
  
  
  
要
 

軟
  
  
  
岩
 

岩
石
を
硬
度
に
よ
っ
て
、
硬
岩
と
軟
岩
に
分
類
し
た
場
合
の
軟
岩
で
あ
っ
て
、
通

常
堆

積
岩

（
水

成
岩

）
、

変
成

岩
の

大
部

分
が

こ
れ

に
該

当
す

る
。

こ
の

軟
岩

に
は

「
風

化
の

著
し

い
も

の
を

除
く

。
」

と
の

条
件

が
付

け
ら

れ
て

い
る

が
、

実
際

上
、

風
化
が
著
し
い
か
著
し
く
な
い
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
軟
岩
に
は

節
理
の
あ
る
も
の
と
か
、
水
に
溶
け
易
い
と
か
に
よ
っ
て
風
化
し
易
い
性
質
の
も
の

と
風
化
し
難
い
も
の
と
が
あ
る
。
風
化
し
易
い
性
質
の
軟
岩
は
露
出
し
て
い
る
と
風

化
が
進
行
し
て
い
く
。
実
際
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
く

て
は

な
ら

な
い

。
従

っ
て

、
こ

の
軟

岩
（

風
化

の
著

し
い

も
の

を
除

く
。
）

は
、

一

般
的

に
は

頁
岩

（
泥

岩
又

は
土

丹
岩

と
呼

ば
れ

る
も

の
）
、

凝
灰

岩
（

大
谷

石
等

）

が
こ
れ
に
当
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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風
化
の
著
し
い
岩
 

一
般
的
に
砂
岩
、
石
灰
岩
等
の
軟
岩
及
び
地
表
に
露
出
し
た
花
崗
岩
等
の
硬
岩
が

こ
れ
に
あ
た
る
。
花
崗
岩
の
場
合
に
は
一
部
は
風
化
し
て
砂
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
大
部
分
が
岩
で
あ
る
よ
う
な
状
態
の
も
の
も
含
む
。
た
だ
し
、
花
崗
岩
等
の
場

合
に
は
軟
岩
ほ
ど
に
は
風
化
の
進
行
が
著
し
く
な
い
の
で
、
現
に
風
化
し
て
い
る
か

が
判
定
の
際
の
大
き
な
要
素
と
な
る
。
 

砂
利
、
硬
質
粘
土
 

主
と
し
て
洪
積
層
以
前
の
地
層
の
砂
利
（
礫
）
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
 

真
砂
土
 

花
崗
岩
が
風
化
し
て
砂
に
な
っ
た
も
の
で
、
全
部
砂
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の

ほ
か
、
大
部
分
が
砂
に
な
っ
て
一
部
岩
が
残
る
よ
う
な
状
態
の
も
の
を
含
む
。
 

関
東
ロ
ー
ム
 

関
東
地
方
に
広
く
分
布
し
て
い
る
赤
土
層
で
、
関
東
周
辺
の
火
山
か
ら
降
っ
て
き

た
火
山
灰
が
地
表
に
積
も
っ
て
風
化
し
た
も
の
。
 

そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
 

切
土
し
た
場
合
が
け
面
の
崩
壊
に
対
す
る
安
全
性
が
砂
利
、
真
砂
土
、
関
東
ロ
ー

ム
、
硬
質
粘
土
と
同
程
度
で
あ
る
こ
と
。
即
ち
、
土
の
粘
着
力
及
び
内
部
摩
擦
角
が

こ
れ
ら
と
同
等
程
度
の
も
の
を
い
う
。
 

 
  

(
ｳ
)
 
規
則
第
2
3
条
第
１
項
第
２
号
の
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
以
下
の
み
な
し
規
定
の
意
義
 

 
 
 
 
 

 下
の
図
で
、
第
２
号
に
該
当
す
る
Ａ
及
び
Ｃ
の
が
け
は
、
第
２
号
に
該
当
す
る
Ｂ
の
が
け
で
分
離
さ

れ
て
い
る
が
、
第
２
号
の
適
用
に
当
っ
て
は
、
Ａ
及
び
Ｃ
の
が
け
は
連
続
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
上
端
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分
に
は
、
擁
壁
は
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
 

         

 

(
ｴ
)
 
規
則
第
2
3
条
第
２
項
 
一
体
の
が
け
と
み
な
す
も
の
・
み
な
さ
な
い
も
の
 

 
 前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
小
段
等
に
よ
っ
て
上
下
に
分
離
さ
れ
た
が
け
が
あ
る
場
合
に

お

い
て
、
下
層
の
が
け
面
の
下
端
を
含
み
、
か
つ
、
水
平
面
に
対
し

30
度
の
角
度
を
な
す
面
の
上
方
に
上

層
の
が
け
面
の
下
端
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
上
下
の
が
け
を
一
体
の
も
の
と
み
な
す
。
  
  
  
  

が
け
は
、
そ
の
途
中
に
、
小
段
、
道
路
、
建
築
敷
地
等
を
含
ん
で
上
下
に
分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
見
ら
れ
る
。
本
項
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
規
則
第

2
3
条
第
１
項
の
適
用
（
が
け
の
範
囲
の
取
扱

い
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
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オ
 
規
則
第
2
3
条
第
３
項
 
適
用
除
外
 

第
１

項
の

規
定

は
、

土
質

試
験

等
に

基
づ

き
地

盤
の

安
定

計
算

を
し

た
結

果
が

け
の

安
全

を
保

つ
た

め

に
擁

壁
の

設
置

が
必

要
で

な
い

こ
と

が
確

か
め

ら
れ

た
場

合
又

は
災

害
の

防
止

上
支

障
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る
土
地
に
お
い
て
擁
壁
の
設
置
に
代
え
て
他
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
 

本
項
は
、
擁
壁
の
設
置
に
つ
い
て
の
第
１
項
の
規
定
の
適
用
除
外
事
由
を
規
定
し
て
い
る
。
 

「
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
」
と
は
、
地
盤
自
体
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
未
利
用
地
等
で
周
囲
に
対
す
る
影
響
が
少
な
い
所
と
い
っ
た
立
地
条
件
、
土
地
利
用
状
況
等
を

考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
。
 

「
擁
壁
の
設
置
に
代
え
て
講
ぜ
ら
れ
る
他
の
措
置
」
に
は
、
石
積
工
、
板
柵
工
、
筋
工
及
び
鋼
矢
板
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
工
等
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 

カ
 
規
則
第
2
3
条
第
４
項
 
が
け
の
が
け
面
保
護
 

 
 開

発
行

為
に

よ
っ

て
生

ず
る

が
け

の
が

け
面

は
、

擁
壁

で
お

お
う

場
合

を
除

き
、

石
張

り
、

芝
張

り
、

モ
ル
タ
ル
の
吹
付
け
等
に
よ
っ
て
風
化
そ
の
他
の
侵
食
に
対
し
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

本
項
は
、
擁
壁
の
設
置
義
務
の
な
い
が
け
の
が
け
面
に
つ
い
て
も
、
風
化
、
地
表
水
に
よ
る
侵
食
か
ら

保
護
す
る
た
め
の
保
護
工
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
本
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る

保
護
工
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
芝
以
外
の
植
物
に
よ
る
緑
化
工
、
編
棚
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

張
り
工
、
の
り
枠
工
等
が
考
え
ら
れ
る
。
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(
7)
 擁

壁
 

ア
 
擁
壁
の
形
式
 

擁
壁
の
タ
イ
プ
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
開
発
区
域
の
関
係
法
令
に
よ
る
指
定
の
状
況
、
設
置
箇
所
の
地

形
、
地
質
、
土
質
、
地
下
水
等
の
自
然
条
件
、
施
工
条
件
、
周
辺
の
状
況
及
び
擁
壁
の
高
さ
等
を
十
分
に

調
査
し
、
高
さ
に
応
じ
た
適
切
な
材
料
及
び
形
状
の
も
の
を
選
定
す
る
。
 

 【
参
考
】
各
種
擁
壁
の
概
要
 

種
 
  

 類
 

形
 
 状

 
特
 
  

  
  

 徴
 

経
 
  
 済

 

ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
 

 

・
背
面
の
地
山
が
締
ま
っ
て
い

る
、
背
面
が
良
好
等
土
圧
の

小
さ
い
場
合
に
適
用
 

・
設
計
法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
経
験
的
に
断
面
が
決
定

さ
れ
る
。
 

・
圧
密
沈
下
の
あ
る
地
盤
に
は

不
適
 

・
他
の
形
式
に
比
較

し
て
経
済
的
 

重
力
式
擁
壁
 

 

・
基
礎
地
盤
の
良
い
場
合
 

・
く
い
基
礎
と
な
る
場
合
は
不

適
 

・
高
さ
が
 4
ｍ
以
上

の
場
合
は
不
経
済

も
た
れ
式
擁
壁
 

 

・
基
礎
地
盤
の
堅
固
な
場
合
 

・
山
岳
道
路
の
拡
幅
等
に
有
利
 

・
主
と
し
て
切
土
部
に
用
い
ら

れ
る
。
 

・
比
較
的
経
済
的
 

片
持
ば
り
式
擁
壁
 

 

(逆
Ｔ
型
、
Ｌ
型
 )
 

 

 

・
普
通
の
基
礎
地
盤
以
上
が
望

ま
し
い
。
 

・
Ｌ
型
は
壁
面
に
土
地
境
界
が

近
接
し
て
、
つ
ま
先
版
が
設

置
で
き
な
い
場
合
に
用
い

ら
れ
る
。
 

・
比
較
的
経
済
的
 

・
高
さ
が
 5
～
7ｍ

の

場
合
が
最
も
経
済

的
 

控
 え

 壁
 式

 

 

・
基
礎
地
盤
の
良
く
な
い
場
合

に
有
利
 

・
壁
高
 7
ｍ
以
上
の
場
合
に
よ

く
用
い
ら
れ
る
。
 

 

・
壁
高
が
高
い
場
合

は
経
済
的
 

  

25
 

(
ｱ
)
 
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
に
対
す
る
「
工
作
物
の
確
認
」
 

建
築
基
準
法
第
8
8
条
第
１
項
 

煙
突
、
広
告
塔
、
高
架
水
槽
、
擁
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
政
令
で
指
定
す
る
も
の

（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
13
8条

第
１
項
第
５
号
で
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
を
指
定
）
（
中
略
）

に
つ
い
て
は
、
第
６
条
（
建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
申
請
及
び
確
認
）（

中
略
）
の
規
定
を
準
用
す

る
。
 

 建
築
基
準
法
第
8
8
条
第
４
項
 
 

第
１
項
中
第
６
条
か
ら
第
７
条
の
５
ま
で
、
第
18
条
（
第
１
項
及
び
第
23
項
を
除
く
。
）
及
び
次
条

に
係
る
部
分
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
第
８
条
第
１
項
本
文
若
し
く
は
第
12
条
第
１
項
又
は
都
市
計

画
法
第
29
条
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
若
し
く
は
第
35
条
の
２
第
１
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
 

 (
ｲ
)
 
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
１
条
第
５
項
 
擁
壁
の
高
さ
等
 
 

 
 擁

壁
の
前
面
の
上
端
と
下
端
（
擁
壁
の
前
面
の
下
部
が
地
盤
面
と
接
す
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

と
を

含
む

面
の

水
平

面
に

対
す

る
角

度
を

擁
壁

の
勾

配
と

し
、

そ
の

上
端

と
下
端
と
の
垂
直
距
離
を
擁
壁
の
高
さ
と
す
る
。
 

 

  H：
擁
壁
の
高
さ
（
地
盤
面
下
の
部
分
は
高
さ
に
算
入
し
な
い
。
） 

    

イ
 
設
計
方
針
 

規
則
第

2
7
条
は
、
令
第

2
9
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
第

2
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
擁
壁
の
構
造

及
び
能
力
に
関
し
て
の
技
術
的
細
目
を
定
め
て
い
る
。
 

 

 
 

(
ｱ
)
 
規
則
第
2
7
条
第
１
項
第
１
号
 
構
造
計
算
及
び
実
験
の
原
則
 

第
23
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
擁
壁
の
構
造
は
、
構
造
計
算
、
実
験
等
に
よ
っ
て
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

  
 

イ
  
土
圧

、
水

圧
及
び

自
重

（
以
下

こ
の

号
に
お

い
て

「
土
圧

等
」

と
い
う
。
）
に

よ
っ
て

擁
壁

が

破
壊
さ
れ
な
い
こ
と
。
 

  
 
ロ
  
土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
転
倒
し
な
い
こ
と
。
 

  
 
ハ
  
土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
の
基
礎
が
す
べ
ら
な
い
こ
と
。
 

  
 ニ

  
土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
沈
下
し
な
い
こ
と
。

 

本
号
は
、
擁
壁
の
安
全
を
害
す
る
破
壊
、
転
倒
、
す
べ
り
及
び
沈
下
が
生
じ
な
い
こ
と
を
構
造
計
算
及

び
実
験
等
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宅
地
造
成
等
規
制

法
等
を
参
考
と
す
る
こ
と
。
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(
ｲ)
 宅

地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
７
条
第
２
項
 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
擁
壁
の
構
造
 

 
 前

項
の
構
造
計
算
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 

土
圧

等
に

よ
っ

て
擁

壁
の

各
部

に
生

ず
る

応
力

度
が

、
擁

壁
の

材
料

で
あ

る
鋼

材
又

は
コ

ン
ク

リ
ー
ト
の
許
容
応
力
度
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
 

(2
) 

土
圧

等
に

よ
る

擁
壁

の
転

倒
モ

ー
メ

ン
ト

が
擁

壁
の

安
定

モ
ー

メ
ン

ト
の

 2
／

3 
以

下
で

あ
る

こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
 

(3
) 

土
圧

等
に

よ
る

擁
壁

の
基

礎
の

滑
り

出
す

力
が

擁
壁

の
基

礎
の

地
盤

に
対

す
る

最
大

摩
擦

抵
抗

力
そ
の
他
の
抵
抗
力
の
 2
／
3 
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
 

(4
) 

土
圧

等
に

よ
っ

て
擁

壁
の

地
盤

に
生

ず
る

応
力

度
が

当
該

地
盤

の
許

容
応

力
度

を
越

え
な

い
こ

と
を
確
か

め
る

こ
と
。

た
だ

し
、
基

礎
ぐ

い
を
用

い
た

場
合
に

お
い

て
は
、

土
圧

等
に
よ

っ
て
基

礎
ぐ
い
に
生
ず
る
応
力
が
基
礎
ぐ
い
の
許
容
支
持
力
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
 

  

(
ｳ
)
 
荷
重
条
件
 

擁
壁
の
設
計
に
用
い
る
荷
重
に
つ
い
て
は
、
擁
壁
の
設
置
箇
所
の
状
況
等
に
応
じ
て
必
要
な
荷
重
を

適
切
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一
般
に
は
、
次
の
荷
重
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

ａ
 
土
圧
 

擁
壁
に
作
用
す
る
土
圧
は
、
裏
込
め
地
盤
の
土
質
や
擁
壁
の
形
状
等
に
応
じ
て
、
実
情
に
合
わ
せ

て
算
出
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
 

ｂ
 
水
圧
 

水
圧
は
、
擁
壁
の
設
置
箇
所
の
地
下
水
位
を
想
定
し
て
擁
壁
背
面
に
静
水
圧
と
し
て
作
用
さ
せ
る

も
の
と
す
る
が
、
水
抜
き
穴
等
の
排
水
処
理
を
規
定
ど
お
り
行
い
、
地
下
水
位
の
上
昇
が
想
定
さ
れ

な
い
場
合
は
、
考
慮
し
な
く
て
よ
い
。
 

ｃ
 
自
重
 

擁
壁
の
設
計
に
用
い
る
自
重
は
、
躯
体
重
量
の
ほ
か
、
逆
Ｔ
型
、
Ｌ
型
擁
壁
等
の
片
持
ち
ば
り
式

擁
壁
の
場
合
に
は
、
仮
想
背
面
の
と
り
方
に
よ
っ
て
、
計
算
上
の
自
重
が
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
 

ｄ
 
地
震
時
荷
重
 

擁
壁
自
体
の
自
重
に
起
因
す
る
地
震
時
慣
性
力
と
裏
込
め
土
の
地
震
時
土
圧
を
考
慮
す
る
。
た
だ

し
、
設
計
に
用
い
る
地
震
時
荷
重
は
、
地
震
時
土
圧
に
よ
る
荷
重
、
又
は
擁
壁
の
自
重
に
起
因
す
る

地
震
時
慣
性
力
に
常
時
の
土
圧
を
加
え
た
荷
重
の
う
ち
大
き
い
方
と
す
る
。
 

ｅ
 
積
載
荷
重
 

擁
壁
の
設
置
箇
所
の
実
状
に
応
じ
て
、
建
築
物
、
工
作
物
、
積
雪
等
に
よ
る
積
載
荷
重
を
考
慮
す

る
。
 
 

ｆ
 
フ
ェ
ン
ス
荷
重
 

擁
壁
の
天
端
に
フ
ェ
ン
ス
を
直
接
設
け
る
場
合
は
、
実
状
に
応
じ
て
適
切
な
フ
ェ
ン
ス
荷
重
を
考

慮
す
る
。
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【
参
考
】
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
擁
壁
に
作
用
す
る
土
圧
等
の
考
え
方
（
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
Ⅷ
．

3
．

2
．
2
）
 

1)
  
擁
壁
に
作
用
す
る
土
圧
は
、
擁
壁
背
面
の
地
盤
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
算
出
す
る
も
の
と
し
、
次

の

各
事
項
に
留
意
す
る
。
 

  
①

  
盛
土
部
に
設
置
さ
れ
る
擁
壁
は
、
裏
込
め
地
盤
が
均
一
で
あ
る
と
し
て
土
圧
を
算
定
す
る
こ

と

が
で
き
る
。
 

  
②

  
切
土
部
に
設
置
さ
れ
る
擁
壁
は
、
切
土
面
の
位
置
及
び
勾
配
、
の
り
面
の
粗
度
、
地
下
水
及

び

湧
水
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
適
切
な
土
圧
の
算
定
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

  
③

  
地
震
時
土
圧
を
試
行
く
さ
び
法
に
よ
っ
て
算
定
す
る
場
合
は
、
土
く
さ
び
に
水
平
方
向
の
地

震

時
慣
性
力
を
作
用
さ
せ
る
方
法
を
用
い
、
土
圧
公
式
を
用
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
岡
部
・
物

部

式
に
よ
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。
 

2)
  
擁
壁
背
面
の
地
盤
面
上
に
あ
る
建
築
物
、
工
作
物
、
積
雪
等
の
積
載
荷
重
は
、
擁
壁
設
置
箇
所

の

実
状
に
応
じ
て
適
切
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

3)
  
設
計
に
用
い
る
地
震
時
荷
重
は
、

1)
③
で
述
べ
た
地
震
時
土
圧
に
よ
る
荷
重
、
又
は
擁
壁
の
自
重

に
起
因
す
る
地
震
時
慣
性
力
に
常
時
の
土
圧
を
加
え
た
荷
重
の
う
ち
大
き
い
方
と
す
る
。
 

 

【
参
考
】
「
新
道
路
土
工
指
針
に
よ
る
擁
壁
の
設
計
法
と
計
算
例
（
理
工
図
書
）
」
 

 
  

 
 
 
従
来
、
擁
壁
の
設
計
に
用
い
る
土
圧
の
算
定
に
は
、
壁
面
の
形
状
・
背
面
盛
土
の
形
状
、
擁
壁
の

高
さ
等
の
設
計
条
件
に
応
じ
て
、
半
経
験
的
な
テ
ル
ツ
ァ
ギ
ー
の
土
圧
図
表
、
土
く
さ
び
の
極
限
平

衡
条
件
か
ら
離
れ
た
ク
ー
ロ
ン
の
式
及
び
試
行
く
さ
び
法
、
ク
ー
ロ
ン
の
式
を
拡
張
し
て
地
震
時
の

慣
性
力
を
考
慮
し
た
物
部
・
岡
部
の
式
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
道
路
土
工

指
針
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
へ
の
適
用
が
可
能
な
試
行
く
さ
び
法
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
擁
壁
の
背
面
盛
土
勾
配
が
一
様
で
、
裏
込
め
土
の
粘
着
力
を
無
視
で
き
る
場
合
に
は
、
試
行

く
さ
び
法
と
全
く
同
じ
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
ク
ー
ロ
ン
の
式
、
あ
る
い
は
、
物
部
・
岡
部
式
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
圧
算
定
法
 

考
  
え
  
方
 

特
  
  
  
  
  
  
徴
 

テ
ル
ツ
ァ
ギ
ー
の
 

土
圧
図
表
 

実
験

結
果

を
も

と

に
作

成
さ

れ
た

経

験
的
土
圧
図
表
 

・
土
質
種
別
ご
と
に
土
圧
図
表
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
土

圧
の
算
定
が
容
易
 

・
地
震
時
に
適
用
で
き
な
い
。
 

・
擁
壁
背
面
の
傾
き
、
壁
面
摩
擦
角
が
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
。
 

・
盛
土
形
状
が
複
雑
な
場
合
に
は
適
用
で
き
な
い
。
 

・
半
経
験
土
圧
で
あ
り
、
高
さ
が
 6
ｍ
以
上
の
擁
壁
に
適

用
す
る
の
は
 
問
題
で
あ
る
。
 

ク
ー
ロ
ン
の
式
 

背
面
盛
土
中
に
土

く
さ
び
を
考
え
、

く
さ
び
に
作
用
す

る
力
の
つ
り
合
い

条
件
か
ら
極
値
土

圧
を
求
め
る
理
論

式
 

 

・
裏
込
め
土
の
内
部
摩
擦
角
、
壁
面
摩
擦
角
、
壁
背
面
の

傾
き
を
考
慮
 

し
て
土
圧
を
算
定
で
き
る
。
 

・
背
面
盛
土
形
状
が
複
雑
な
場
合
に
は
適
用
で
き
な
い
。
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土
圧
算
定
法
 

考
  
え
  
方
 

特
  
  
  
  
  
  
徴
 

試
行
く
さ
び
法
 

原
理
は
ク
ー
ロ
ン

式
と
全
く
同
じ
。

す
べ
り
面
を
種
々

変
化
さ
せ
て
、
試

行
的
に
極
値
土
圧

を
求
め
る
方
法
 

・
ク
ー
ロ
ン
式
と
同
じ
で
あ
る
が
、
盛
土
形
状
が
複
雑
な

場
合
、
地
震
時
に
も
適
用
で
き
る
。
 

・
主
働
す
べ
り
面
を
試
行
的
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

手
計
算
で
は
時
間
を
要
す
る
。
 

 

物
部
・
岡
部
法
 

ク
ー

ロ
ン

式
を

拡

張
し

た
地

震
時

土

圧
公
式
 

・
ク
ー
ロ
ン
式
と
同
じ
で
あ
る
が
、
地
震
に
よ
る
慣
性
力

の
影
響
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
 

・
背
面
盛
土
形
状
が
複
雑
な
場
合
は
適
用
で
き
な
い
。
 

ラ
ン
キ
ン
式
 

塑
性

理
論

に
基

づ

い
て

得
ら

れ
た

理

論
式
 

・
裏
込
め
土
の
内
部
摩
擦
角
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
 

・
背
面
盛
土
勾
配
、
地
震
時
の
慣
性
力
も
考
慮
で
き
る
。
 

・
壁
面
摩
擦
角
、
壁
背
面
の
傾
き
が
考
慮
で
き
な
い
。
 

・
盛
土
形
状
が
複
雑
な
場
合
は
適
用
で
き
な
い
。
 

  
 
 

(ｴ
)
 
擁
壁
の
種
類
別
添
付
資
料
 

 
 
 
 
 
 
 

  
ａ
 
任
意
設
置
擁
壁
で
２
ｍ
以
下
の
も
の
は
、
原
則
と
し
て
安
定
計
算
は
不
要
で
あ
る
が
、
宅
地
分
譲

等
で
重
要
構
造
物
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

ｂ
 

既
存

資
料

に
よ

る
標

準
図

等
の

使
用

が
可

能
な

も
の

に
つ

い
て

は
安

定
計

算
は

不
要

と
す

る
が

、

設
計
条
件
が
現
地
と
異
な
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 
  

 
 
 
ｃ
 
当
初
予
定
し
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
他
社
製
に
、
ま
た
、
現
場
打
ち
と
す
る
場
合
は
、
設
計
変

更
の
対
象
と
な
る
の
で
、
許
可
権
者
と
事
前
に
協
議
す
る
こ
と
（
許
可
条
件
に
明
示
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
）
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
種
類
別
添
付
資
料
一
覧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
：
要
添
付
 
 
 
 
△
：
必
要
に
応
じ
て
添
付

 

擁
 
 
壁
 
 
の
 
 
種

 
 
類
 

安
定
計

算
書
 

構
造
図
 

カ
タ

ロ
グ
 

宅
造
認

定
書
 

現
場
打
擁
壁

国
土

交
通

省
制

定
の

土
木

構
造

物
標

準

設
計
に
よ
る
擁
壁
 

△
 

○
 

 
 

上
記

で
地

震
時

の
安

全
性

を
確

認
す

る

と
き
 

○
 

○
 

 
 

上
記
以
外
の
擁
壁
 

○
 

○
 

 
 

プ
レ

キ
ャ

ス

ト
擁
壁
 

宅
造
認
定
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁
 

 
○
 

△
 

○
 

宅
造

認
定

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
擁

壁
で

認

定
以
外
の
条
件
で
使
用
 

○
 

○
 

△
 

 

宅
造
認
定
以
外
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁
 

○
 

○
 

△
 

 

ブ
ロ
ッ
ク
積

  

宅
造

法
施

行
令

第
8
条

に
規

定
す

る
ブ

ロ

ッ
ク
積
 

 
○
 

 
 

宅
造
認
定
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
 

 
○
 

△
 

○
 

宅
造
認
定
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
で
認
定
以
外

の
条
件
で
使
用
 

○
 

○
 

△
 

 
 

 

宅
造
認
定
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
 

○
 

○
 

△
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【
参
考
】
大
臣
認
定
擁
壁
 

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
1
4
条
 
特
殊
の
材
料
又
は
構
法
に
よ
る
擁
壁
 

構
造

材
料

又
は

構
造

方
法

が
第

６
条

第
１

項
第

２
号

及
び

第
７

条
か

ら
第

10
条

ま
で

の
規

定
に

よ
ら
な
い
擁
壁
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
と
同
等
以
上
の
効
力
が
あ
る
と

認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
 

 

(
ｵ
)
 
地
震
時
の
検
討
 

高
さ
が
５
ｍ
以
上
の
擁
壁
及
び
重
要
度
の
高
い
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
地
震
時
に
お
け
る
安
全
を
確
認

す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
設
計
水
平
震
度
は
次
式
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
  
  
  
  
 K
 
h 
 ＝

 
c 
ｚ
 ・

k 
0 
 

 
  
  
  
  

 
 
 
K
 h
 ：

設
計
水
平
震
度
 

c
 ｚ

：
地
域
別
補
正
係
数
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
8
8
条
第
１
項
に
規
定
す
る
Ｚ
の
数
値
） 

k
 
0
 
：
標
準
設
計
水
平
震
度
（
中
規
模
地
震
動
で
0
.
2
、
大
規
模
地
震
動
で
0
.
2
5
）
 

 

ま
た
、
重
要
度
の
高
い
擁
壁
と
は
、
一
般
的
に
以
下
に
よ
る
。
 

 
 
 
 
 
ａ
 
鉄
道
や
道
路
に
面
し
て
設
け
ら
れ
る
場
合
 

 
 
 
 
 
ｂ
 
家
屋
に
接
す
る
か
、
近
い
将
来
接
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合
 

 
 
 
 
 
ｃ
 
万
一
の
場
合
に
地
域
の
状
況
か
ら
復
旧
面
で
困
難
が
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
場
合
 

 

【
参
考
】
耐
震
対
策
（
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
 
Ⅳ
 
耐
震
対
策
）
 

Ⅳ
.1
  
耐
震
対
策
の
基
本
目
標
 

  
 
 
開
発
事
業
に
お
い
て
造
成
さ
れ
る
土
地
、
地
盤
、
土
木
構
造
物
等
（
以
下
「
宅
地
」
と
い
う
。
）
の

耐
震

対
策
に
お

い
て

は
、
宅

地
又

は
当
該

宅
地

を
敷
地

と
す

る
建
築

物
等

の
供
用

期
間

中
に

１
～

２

度
程

度
発
生
す

る
確

率
を
持

つ
一

般
的
な

地
震

（
中
地

震
）

の
地
震

動
に

際
し
て

は
、

宅
地

の
機

能

に
重

大
な
支
障

が
生

じ
ず
、

ま
た

、
発
生

確
率

は
低
い

が
直

下
型
又

は
海

溝
型
巨

大
地

震
に

起
因

す

る
さ
ら
に
高
レ
ベ
ル
の
地
震
（
以
下
「
大
地
震
」
と
い
う
。
）
の
地
震
動
に
際
し
て
は
、
人
命
及
び
宅

地
の
存
続
に
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
を
耐
震
対
策
の
基
本
的
な
目
標
と
す
る
。
 

 Ⅳ
.2
 
耐
震
対
策
検
討
の
基
本
的
な
考
え
方
 

開
発

事
業

の
実

施
に

当
た
っ

て
は

、
開
発

事
業

に
お
け

る
土

地
利
用

計
画

、
周
辺

の
土

地
利
用
状

況
、

当
該
地
方

公
共

団
体
の

定
め

る
地
域

防
災

計
画
等

を
勘

案
す
る

と
と

も
に
、

原
地

盤
、

盛
土

材

等
に

関
す
る
調

査
結

果
に
基

づ
き

、
耐
震

対
策

の
必
要

性
、

必
要
な

範
囲

、
耐
震

対
策

の
目

標
等

を

具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

  
 

 
ま

た
、

耐
震

対
策
の

検
討

は
、
開

発
事

業
の
基

本
計

画
作
成

の
段

階
か
ら

、
調

査
、
設

計
及

び
施

工
の
各
段
階
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

 Ⅳ
.3
  
耐
震
設
計
の
基
本
的
な
考
え
方
 

 
  

 
開

発
事

業
に

お
い
て

耐
震

対
策
の

必
要

な
施
設

に
つ

い
て
は

、
当

該
施
設

の
要

求
性
能

等
に

応
じ

て
、
適
切
な
耐
震
設
計
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

盛
土

の
り

面
、

盛
土

全
体
及

び
擁

壁
の
安

定
性

に
関
す

る
検

討
に
お

い
て

は
、
震

度
法

に
よ
り
、

地
盤
の
液
状
化
判
定
に
関
す
る
検
討
に
お
い
て
は
、
簡
易
法
に
よ
り
設
計
を
行
う
こ
と
を
標
準
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
動
的
解
析
法
に
よ
る
耐
震
設
計
を
行
う
。
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 ウ
 
照
査
の
た
め
の
検
討
事
項
 

擁
壁
の
設
計
は
常
時
、
中
地
震
時
及
び
大
地
震
時
に
お
い
て
備
え
る
べ
き
性
能
に
つ
い
て
照
査
す
る
た

め
に
、
以
下
の
検
討
を
行
な
う
。
 

(
ｱ
)
 
常
時
に
お
け
る
検
討
 

 
 
 
 
ａ
 
擁
壁
全
体
の
安
定
モ
ー
メ
ン
ト
が
転
倒
モ
ー
メ
ン
ト
の
1
.
5
 
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
ｂ
 
擁
壁
底
面
に
お
け
る
滑
動
抵
抗
力
が
滑
動
外
力
の
1
.
5
 
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
、
 

 
 
 
 
 
ｃ
 
最
大
接
地
圧
が
、
地
盤
の
長
期
許
容
支
持
力
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

ｄ
 
擁
壁
躯
体
の
各
部
に
作
用
す
る
応
力
度
が
、
材
料
の
長
期
許
容
応
力
度
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
こ

と
。
 
 

 

(
ｲ
)
 
中
地
震
時
に
お
け
る
検
討
 

擁
壁
躯
体
の
各
部
に
作
用
す
る
応
力
度
が
、
材
料
の
短
期
許
容
応
力
度
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
 

 

 
 
 
(
ｳ
)
 
大
地
震
時
に
お
け
る
検
討
 

 
 
 
 
ａ
 
擁
壁
全
体
の
安
定
モ
ー
メ
ン
ト
が
転
倒
モ
ー
メ
ン
ト
の
1
.
0
 
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
ｂ
 
擁
壁
底
面
に
お
け
る
滑
動
抵
抗
力
が
滑
動
外
力
の
1
.
0
 
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
、
 

 
 
 
 
 
ｃ
 
最
大
接
地
圧
が
、
地
盤
の
極
限
支
持
力
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

ｄ
 
擁
壁
躯
体
の
各
部
に
作
用
す
る
応
力
が
、
終
局
耐
力
（
設
計
基
準
強
度
及
び
強
度
）
以
内
に
収
ま

っ
て
い
る
こ
と
。
 

 

(
ｴ
)
 
安
全
率
等
の
ま
と
め
 

 
常
 
 
時
 

中
地
震
時
 

大
地
震
時
 

転
 
 
倒
 

1
.
5
 

―
 

1
.
0
 

滑
 
 
動
 

1
.
5
 

―
 

1
.
0
 

支
持
力
 

3
.
0
 

―
 

1
.
0
 

 

部
材
応
力
 

 

長
期
許
容
応
力
度
 

 

短
期
許
容
応
力
度
 

終
局
耐
力
 

（
設
計
基
準
強
度
及
び
基
準
強
度
）
 

 
 
 
 ※

 
 
終
局
耐
力
と
は
、
曲
げ
、
せ
ん
断
、
付
着
割
裂
等
の
終
局
耐
力
を
い
う
。
 

 

エ
 
設
計
条
件
 

設
計
に
あ
た
っ
て
用
い
る
鉄
筋
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
許
容
応
力
度
及
び
各
種
の
土
質
係
数
等
は
、
宅

地
造
成
等
規
制
法
、
建
築
基
準
法
及
び
道
路
土
工
指
針
等
に
拠
る
こ
と
。
 

  
 

(
ｱ
)
 
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
７
条
第
３
項
 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
擁
壁
の
構
造
 

前
項
の
構
造
計
算
に
必
要
な
数
値
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1)

 
土

圧
等

に
つ

い
て

は
、

実
況

に
応

じ
て

計
算

さ
れ

た
数

値
。

た
だ

し
、

盛
土

の
場

合
の

土
圧

に

つ
い
て
は
、
盛
土
の
土
質
に
応
じ
別
表
第
 2
 の

単
位
体
積
重
量
及
び
土
圧
係
数
を
用
い
て
計
算
さ

れ
た
数
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
擁
壁
の
構
造
）
 

   別
表
第
２
（
第
７
条
関
係
）
 

土
  
  
 質

 
単
位
体
積
重
量
 

（
1
㎥
に
つ
き
）
 

土
圧
係
数
 

砂
利
又
は
砂
 

1.
8t
 

0
.3
5 

砂
質
土
 

1.
7t
 

0
.4
0 

シ
ル
ト
、
粘
土
又
は
そ
れ
ら
を
多
量
に
含
む
土
 

1.
6t
 

0
.5
0 

  

(
2)

 
鋼

材
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

及
び

地
盤

の
許

容
応

力
度

並
び

に
基

礎
ぐ

い
の

許
容

支
持

力
に

つ
い

て

は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和

25
年
政
令
第
33
8号

）
第

90
条
（
表
１
を
除
く
。）

、
第
9
1条

、
第

 

9
3
条

及
び

第
94

条
中

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度

及
び

許
容

支
持

力
に

関
す

る
部

分

の
例
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
数
値
 

 (
3)

 
擁

壁
の

基
礎

の
地

盤
に

対
す

る
最

大
摩

擦
抵

抗
力

そ
の

他
の

抵
抗

力
に

つ
い

て
は

、
実

況
に

応

じ
て

計
算

さ
れ

た
数

値
。

た
だ

し
、

そ
の

地
盤

の
土

質
に

応
じ

別
表

第
３

の
摩

擦
係

数
を

用
い

て

計
算
さ
れ
た
数
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

別
表
第
３
（
第
７
条
関
係
）
  
  
 

土
  
  
  
  
  

  
  
  
質
 

摩
擦
係
数
 

岩
、
岩
せ
つ
屑
、
砂
利
又
は
砂
 

0.
5 

砂
質
土
 

0.
4 

シ
ル
ト
、
粘
土
又
は
そ
れ
ら
を
多
量
に
含
む
土
（
擁
壁
の
基
礎
底
面
か
ら
少
な
く

と
も
15
㎝
ま
で
の
深
さ
の
土
を
砂
利
又
は
砂
に
置
き
換
え
た
場
合
に
限
る
。
）
 

0
.3
 

 
  
  

 

(
ｲ
)
 
擁
壁
部
材
（
鋼
材
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
の
許
容
応
力
度
 

鋼
材
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
許
容
応
力
度
に
つ
い
て
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
７
条
第
３
項
第

２
号
に
お
い
て
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
9
0
条
（
表
１
を
除
く
。
）
及
び
第

9
1
条
中
、
長
期
に
生
ず

る

許
容
応
力
度
に
関
す
る
部
分
の
例
に
よ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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(
ｳ
)
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
9
0
条
 
鋼
材
等
 

鋼
材
等
の
許
容
応
力
度
は
、
次
の
表
 1
 又

は
表
 2
 の

数
値
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

表
１
（
略
）
 

表
２
 

許
容
応
力
度
 

   

種
  
類
 

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度
  
 
  
 （

単
位
  
Ｎ
/㎜

² 
）
 

短
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度
  
 
  
 
  
 （

単
位
  
Ｎ
/㎜

²）
  

圧
  

  
縮
 

引
  
張
 
 り

 
圧
  
縮
 

引
  
張
 
 り

 

せ
ん

断
補

強
以

外
に

用
い

る
場

合
 

せ
ん

断
補

強
に

用
い

る
場
合
 

せ
ん

断
補
 

強
以

外
に
 

用
い

る
場

合
 

せ
ん

 
断

 

補
強

に
用

い
る
場
合

丸
  

  
鋼
 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

15
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
15
5）

 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

15
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
15
5）

 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

19
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
19
5）

 

Ｆ
 

Ｆ
 

Ｆ
（

当
該

数
値

が
 

2
95

を
 
超

え
る

場
合

に
は

、

2
95
）
 

異 形 鉄 筋
 

径
 
2
8
㎜

以
下

の
も
の
 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

21
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
21
5）

 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

21
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
21
5）

 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

19
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
19
5）

 

Ｆ
 

Ｆ
 

Ｆ
（

当
該

数
値

が

3
90

を
 
超

え
る

場
 

合
に

は

3
90
）
 

径
 
2
8
㎜

を
超

え
る
も
の
 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

19
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
19
5）

 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

19
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
19
5）

 

Ｆ
/
1
．

5

（
当

該
数

値
が

19
5 

を
超

え
る

場
合

に

は
、
19
5）

 

Ｆ
 

Ｆ
 

Ｆ
（

当
該

数
値

が

3
90

を
 
超

え
る

場
 

合
に

は

3
90
）
 

鉄
線

の
径

が
 
4
㎜

以
上

の
溶
接
金
網
 

－
 

Ｆ
/1
．
5 

Ｆ
/1
．
5 

－
 

Ｆ
（
た
だ

し
、
床
版

に
用
い
る

場
合
に
限

る
。
）
 

Ｆ
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

Ｆ
は

、
鋼

材
等

の
種

類
及

び
品

質
に

応
じ

て
国

土
交

通
大

臣
が

定
め

る
基

準
強

度

（
単
位
Ｎ
/㎜

²
 ）

を
表
す
も
の
と
す
る
。
…
…
基
準
強
度
：
平
成
12
年
建
設
省
告
示
第
24
64
号
）
 

 ２
 

特
定

行
政

庁
が

そ
の

地
方

の
気

象
、

骨
材

の
性

状
等

に
応

じ
て

規
則

で
設

計
基

準
強

度
の

上
限

の

数
値

を
定

め
た

場
合

に
お

い
て

、
設

計
基

準
強

度
が

、
そ

の
数

値
を

超
え

る
と

き
は

、
前

項
の

表
の

適

用
に
関
し
て
は
、
そ
の
数
値
を
設
計
基
準
強
度
と
す
る
。
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(
ｴ
)
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
9
1
条
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

 
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

許
容

応
力

度
は

、
次

の
表

の
数

値
に

よ
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
異

形

鉄
筋

を
用

い
た

付
着

に
つ

い
て

、
国

土
交

通
大

臣
が

異
形

鉄
筋

の
種

類
及

び
品

質
に

応
じ

て
別

に
数

値

を
定
め
た
場
合
は
、
当
該
数
値
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  （
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
：
平
成
12
年
建
設
省
告
示
第
14
50
号
）
 

長
期
に
生
ず
る
力
に
対
す
る
許
容
応
力
度
 

（
単
位
 Ｎ

/㎜
²
 ）

 

短
期
に
生
ず
る
力
に
対
す
る
許
容
応
力
度
 

（
単
位
  
Ｎ
/㎜

² 
）
 

圧
縮
 

引
張
り
 

せ
ん
断
 

付
  
 着

 
圧

縮
 

引
張
り
 

せ
ん
断
 

付
  
 着

 

Ｆ
/3
 

Ｆ
/3

0（
Ｆ
が
 2
1 
を
超

え
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に

つ
い

て
、

国
土

交
通

大

臣
が

こ
れ

と
異

な
る

数

値
を

定
め

た
場

合
は

、

そ
の
定
め
た
数
値
）
 

0
.7
（
軽
量

骨
材

を
使

用
す

る
も

の
に

あ
っ
 

て
 
は

 
、

0
.6
）
 

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
圧

縮
、

引
張

り
、

せ

ん
断

又
は

付
着

の
許

容
応

力
度

の
そ

れ
ぞ

れ
の

数

値
の

２
倍

（
Ｆ

が
 
21
 
を

超
え

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト

の
引

張
り

及
び

せ
ん

断
に

つ
い

て
、

国
土

交
通

大

臣
が

こ
れ

と
異

な
る

数
値

を
定

め
た

場
合

は
、

そ

の
定
め
た
数
値
）
と
す
る
。
 

こ
の
表
に
お
い
て
、
Ｆ
は
、
設
計
基
準
強
度
（
単
位
  
Ｎ
/ｍ

㎡
）
を
表
す
も
の
と
す
る
。
 

 ２
 
 
特

定
行

政
庁

が
そ

の
地

方
の

気
象

、
骨

材
の

性
状

等
に

応
じ

て
規

則
で

設
計

基
準

強
度

の
上

限
の

数
値

を
定

め
た

場
合

に
お

い
て

、
設

計
基

準
強

度
が

、
そ

の
数

値
を

超
え

る
と

き
は

、
前

項
の

表
の

適
用
に
関
し
て
は
、
そ
の
数
値
を
設
計
基
準
強
度
と
す
る
。
 

 

(
ｵ
)
 
単
位
体
積
重
量
及
び
許
容
応
力
度
（
「
国
土
交
通
省
制
定
 
 
土
木
構
造
物
標
準
設
計
」
）
 
 

種
  
  
  
別
 

単
位
体
積
 

重
 
 
 
 
量

(
kN
/
㎥
）
 

許
容

曲
げ

引

張
応

力
 
度

(Ｎ
/㎜

²
) 

許
容
圧
縮
 

応
 力

 度
 

(Ｎ
/㎜

²
) 

許
容

せ
ん

断

応
力
度
 

(Ｎ
/㎜

²
) 

設
計
基
準
 

強
  

  
度
 

(Ｎ
/㎜

²
) 

コ
ン

ク
リ

ー

ト
 

無
  
筋
 

2
3 

0
.2
2
5 

4
.5
 

0
.3
3 

1
8 

鉄
  
筋
 

2
4.
5 

－
 

8 
0
.3
9 

2
4 

鉄
筋

（
SD

34
5）

 

常
  
時
 

－
 

1
60
 

－
 

－
 

－
 

地
震
時
 

－
 

2
00
 

－
 

－
 

－
 

  
(
ｶ
)
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
許
容
応
力
度
（
Ｎ
／
㎜
²
）
（
「
道
路
土
工
指
針
」
）
 

 
 
 
 
 
ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄの

設
計
基
準
強
度
 

応
力
度
の
種
類
 

2
1 

2
4 

2
7 

3
0 

許
容
付
着
 

応
 力

 度
 

異
形
棒
鋼
に
対
し
て
 

1
.4
 

1
.6
 

1
.7
 

1
.8
 

許
容

せ
ん

断

応
 
力
 
度
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
み

で
せ

ん
断

力
を

負
担

す
る
場
合
 

0
.3
6 

0
.3
9 

0
.4
2 

0
.4
5 

斜
引
張
鉄
筋
と
協
同
し
て
負
担
す
る
場
合
 

1
.6
 

1.
7 

1.
8 

1.
9 

  
（
注
）
許
容
付
着
応
力
度
は
、
直
径
51
㎜
以
下
の
鉄
筋
に
対
し
て
適
用
す
る
。
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(
ｷ
)
 
鉄
筋
の
許
容
応
力
度
（
Ｎ
／
㎜
²
）
 

鉄
筋
の
種
類
 

応
力
度
、
部
材
の
種
類
 

S
D2
95
A 

S
D2
95
B 

S
D3
45
 

引
張
応
力
度
 

荷
重

の
組

合
せ

に

衝
突

荷
重

あ
る

い

は
地

震
の

影
響

を

含
ま
な
い
場
合
 

1)
 一

般
の
部
材
 

18
0 

18
0 

2
) 

水
中

又
は

地

下
水

位
以

下
に

設

け
る
部
材
 

 

1
60
 

 

1
60
 

3
) 

荷
重

の
組

合
せ

に
衝

突
荷

重
あ

る
い

は
地

震
の

影
響

を
含

む
場

合
の

許
容

応

力
度
の
基
本
値
 

1
80
 

2
00
 

4
) 

鉄
筋

の
重

ね
継

手
長

あ
る

い
は

定
着

長
を
算
出
す
る
場
合
 

1
80
 

2
00
 

5)
 圧

縮
応
力
度
 

1
80
 

2
00
 

 
  

  
  

  
  
 
  

  
  

  
  
 
  

  
  

  
  
 
  

オ
 
 
地
盤
の
許
容
応
力
度
 

地
盤
の
許
容
応
力
度
の
求
め
方
に
は
、
支
持
力
理
論
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
方
法
と
、
土
質
調
査
や
原

位
載
荷
試
験
を
行
っ
て
求
め
る
方
法
が
あ
る
。
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
７
条
第
３
項
第
２
号
で
は
、

建
築
基
準
法
施
行
令
第

9
3
条
及
び
第

9
4
条
に
基
づ
い
て
定
め
た
値
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
都

市
計
画
法
の
開
発
許
可
に
あ
っ
て
も
、
地
盤
の
許
容
応
力
度
（
又
は
許
容
支
持
応
力
度
）
は
、
地
盤
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
算
出
す
る
の
原
則
で
あ
る
が
、
簡
単
な
工
事
の
場
合
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第

9
3
条
の

表
に
示
す
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

(
ｱ
)
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
9
3
条
 
地
盤
及
び
基
礎
ぐ
い
 

地
盤
の
許
容
応
力
度
及
び
基
礎
ぐ
い
の
許
容
支
持
力
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
、

地
盤

調
査

を
行

い
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
定

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

次
の

表
に

掲
げ

る

地
盤

の
許

容
応

力
度

に
つ

い
て

は
、

地
盤

の
種

類
に

応
じ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

表
の

数
値

に
よ

る
こ

と

が
で
き
る
。
 

 

 国
土
交
通
大
臣
の
定
め
：
平
成
13
年
国
土
交
通
省
告
示
第
11
13
号
 

地
 
 
盤
 

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力

度
（
単
位
  
kN
／
㎡
）
 

短
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度
（
単
位
  
kN
／
㎡
）
 

岩
盤
 

1
,0
0
0 

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度

の
そ

れ
ぞ
れ

の
数

値
の

 
2 
倍

と

す
る
。
 

固
結
し
た
砂
 

50
0 

土
丹
盤
 

3
00
 

密
実
な
れ
き
礫
層
 

30
0 

密
実
な
砂
質
地
盤
 

20
0 
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（
地
盤
及
び
基
礎
ぐ
い
）
 

 

地
 
 
盤
 

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容

応
力
度
（
単
位
  
kN
／
㎡
）
 

短
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度
（
単
位
  
kN
／
㎡
）
 

砂
質
地
盤
（
地
震
時
に
液

状
化

の
お

そ
れ

の
な

い

も
の
に
限
る
。）

 

5
0 

長
期

に
生

ず
る

力
に

対
す

る
許

容
応

力
度

の
そ
れ

ぞ
れ

の
数

値
の

 
2 
倍

と

す
る
。
 

硬
い
粘
土
質
地
盤
 

10
0 

粘
土
質
地
盤
 

20
 

硬
い
ロ
ー
ム
層
 

1
00
 

ロ
ー
ム
層
 

5
0 

  

 

(
ｲ
)
 
支
持
地
盤
の
種
類
と
許
容
支
持
力
度
（
常
時
値
）（

｢
道
路
土
工
指
針
｣
）
 

支
持
地
盤
の
種
類
 

許
容
支
持
力
度

q
a(
kN
/㎡

) 

備
 
  

  
 考

 

q
u 

(
kN

/㎡
) 

Ｎ
 
 値

 

 

岩
  
盤
 

亀
裂
の
少
な
い
均
一
な
硬
岩
 

1,
00
0 

10
,0
00
 以

上
 

－
 

亀
裂
の
多
い
硬
岩
 

60
0 

10
,0
00
 以

上
 

－
 

軟
岩
・
土
丹
 

30
0 

1,
00
0 
以
上
 

－
 

礫
  
層
 

密
な
も
の
 

60
0 

－
 

－
 

密
で
な
い
も
の
 

30
0 

－
 

－
 

砂
  
質
 

地
  
盤
 

密
な
も
の
 

30
0 

－
 

30
～
50
 

中
位
な
も
の
 

20
0 

－
 

20
～
30
 

粘
性
土
 

地
  
盤
 

非
常
に
堅
い
も
の
 

20
0 

20
0～

40
0 

15
～
30
 

堅
い
も
の
 

10
0 

10
0～

20
0 

10
～
15
 

 
  
  
  
  

(
ｳ
)
 
基
礎
底
面
と
地
盤
と
の
間
の
摩
擦
係
数
と
付
着
力
（
｢
道
路
土
工
指
針
｣
）
 

せ
ん
断
面
の
条
件
 

支
持
地
盤
の
 

種
 
  

  
 類

 

摩
擦
係
数
 

μ
＝
ta
nφ

B 

付
着
力
  

C
B 

岩
又
は
礫
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

岩
  
  
盤
 

礫
  
  
層
 

0
.7
 

0
.6
 

考
慮
し
な
い
 

考
慮
し
な
い
 

土
と

基
礎

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

間
に

割
り
栗
石
又
は
砕
石
を
敷
く
場
合
 

砂
 質

 土
 

粘
 性

 土
 

0
.6
 

0
.5
 

考
慮
し
な
い
 

考
慮
し
な
い
 

 
  
  (
ｴ
)
 
地
盤
の
許
容
支
持
力
度
（
国
土
交
通
省
制
定
「
土
木
構
造
物
標
準
設
計
」
）
 

形
  
  
  
式
 

許
容
支
持
力
度
 q
a（

kN
／
㎡
）
 

備
  
  
  
考
 

も
た
れ
式
 

30
0 

－
 

小
型
重
量
式
、
重
力
式
 

 
 
 
2
00
  
注
）
 

－
 

逆
Ｔ
型
、
Ｌ
型
 

30
0 

地
震
時
は
 4
50
 k
N／

㎡
 

  
 （

注
）
 擁

壁
高
さ
が

 2
.5
ｍ
以
上
で
、
か
つ
、
支
持
地
盤
が
中
位
な
砂
質
地
盤
（
Ｎ
値

 2
0～

30
）
の
場

合
に
は
、
擁
壁
高
さ
の
 0
.2
 倍

以
上
の
根
入
れ
深
さ
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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カ
 
摩
擦
係
数
 

擁
壁
底
版
と
基
礎
地
盤
と
の
摩
擦
係
数
は
、
土
質
試
験
に
よ
り
実
況
が
把
握
さ
れ
た
場
合
に
は
、
μ
＝

t
a
n
φ

（
基

礎
地

盤
の

内
部

摩
擦

角
）

と
す

る
。

た
だ

し
、

基
礎

地
盤

が
土

の
場

合
、

t
a
n
φ

の
値

が
0
.6

を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

な
お
、
土
質
試
験
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
７
条
第
３
項
第
３

 

号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
表
第
３
の
数
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 キ
 
石
積
工
の
構
造
 

石
積
工
の
構
造
は
、
原
則
と
し
て
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
８
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

 
  
  
 

ク
 
構
造
細
目
 

(
ｱ
)
 
規
則
第
2
7
条
第
２
項
】
 
 
 

開
発

行
為

に
よ

っ
て

生
ず

る
が

け
の

が
け

面
を

覆
う

擁
壁

で
高

さ
が

２
ｍ

を
超

え
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
2
5
年

政
令

第
33

8
号

）
第

1
4
2
条

（
同

令
第

７
章

の
８

の
準

用
に

関
す

る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
  
  
  

本
項
は
、
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
施
行
令
の
規
定
の
準
用
を
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
項
は
、
規
則
第

2
3
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
義
務
擁
壁
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
ら
な
い
で
設
け
ら
れ
る
任
意
擁
壁
を
含
め
、
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
に
適
用

と
な
る
。
 

 
  

(
ｲ
)
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
1
4
2
条
 
擁
壁
 

 
 第

13
8条

第
１
項
第
５
号
に
掲
げ
る
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
第

36
条
の
２
か
ら
第
39
条
ま
で

、
第
51
条
第

１
項

、
第

6
2
条

、
第

7
1
条

第
１

項
、

第
72

条
、

第
73

条
第

１
項

、
第

74
条

、
第

7
5
条

、
第

7
9
条

、
第

３

章
第

７
節

（
第

5
1
条

第
１

項
、

第
6
2
条

、
第

7
1
条

第
１

項
、

第
7
2
条

、
第

74
条

及
び

第
75

条
の

準
用

に

関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
80
条
の
２
、
第
７
章
の
８
（
第

13
6条

の
６
を
除
く
。）

及
び
第

13
9条

第
３

項
の
規
定
を
準
用
す
る
ほ
か
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
) 
そ
の
構
造
が
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
 

 
  

 イ
 
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

、
石

造
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
腐

ら
な

い
材

料
を

用
い

た
構

造
と

す
る
こ
と
。
 

  
  
ロ
  
石
造
の
擁
壁
は
、
裏
込
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
、
石
と
石
と
を
充
分
に
結
合
す
る
こ
と
。
 

 
  

 ハ
 
 
擁

壁
の

裏
面

の
排

水
を

よ
く

す
る

た
め

に
水

抜
穴

を
設

け
、

擁
壁

の
裏

面
で

水
抜

穴
の

周
辺

に
砂
利
等
を
つ
め
る
こ
と
。
 

(
2)

 
擁

壁
の

構
造

が
、

そ
の

破
壊

及
び

転
倒

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
国

土
交

通
大

臣

が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

（
注
）
第
13
8条

第
１
項
第
５
号
  
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
 

  
  
  
第
36
条
の
２
（
構
造
設
計
の
原
則
）、

第
37
条
（
構
造
部
材
の
耐
久
）、

第
38
条
（
基
礎
）、

第
39
条
（
屋

根
ふ
き
材
等
の
緊
結
）、

第
51
条
第
１
項
（
「
第
４
節
組
積
造
」
の
適
用
範
囲
）
、
第
62
条
（
構
造
耐
力
上

主
要
な
部
分
等
の
さ
さ
え
）
、
第
71
条
第
１
項
（
「
第
６
節
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
」
の
適
用
範
囲
）
、
第

7
2
条

（
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の
材

料
）
、

第
73

条
第
１

項
（

鉄
筋

の
継

手
及

び
定

着
）
、

第
74

条
（
コ

ン
ク

リ

ー
ト
の
強
度
）、

第
75
条
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
）、

第
79
条
（
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
さ
）
、
第
3章

第
7節

（
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）（

第
51
条
第
１
項
、
第

62
条
、
第
71
条
第
１
項
、
第
72
条
、
第

74
条
及
び
第

75
条
の
準
用
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）

、
第
80
条
の
２
（
構
造
方
法
に
関
す
る
補
則
）
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(
ｳ)
 配

筋
 

ａ
 
鉄
筋
の
最
大
配
置
間
隔
は
、
主
鉄
筋
で

3
0
㎝
以
下
、
配
力
鉄
筋
・
用
心
鉄
筋
は

4
0
㎝
以
下
と
す
る

こ
と
。
 

ｂ
 
鉄
筋
の
末
端
は
、
か
ぎ
状
に
折
り
曲
げ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
抜
け
出
な
い
よ
う
に
定
着
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
7
3
条
第
１
項
）
。
 

主
筋
の
継
手
の
重
ね
長
さ
は
、
継
手
を
構
造
部
材
に
お
け
る
引
張
力
の
最
も
小
さ
い
部
分
に
設
け

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
筋
の
径
（
径
の
異
な
る
主
筋
を
つ
な
ぐ
場
合
に
あ
っ
て
は
、
細
い
主
筋
の

径
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
2
5
倍
以
上
と
し
、
継
手
を
引
張
力
の
最
も
小
さ
い
部
分
以
外

の
部
分
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
筋
の
径
の

4
0
倍
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
建
築
基

準
法
施
行
令
第
7
3
条
第
２
項
抄
）
。
 

ｃ
 
鉄
筋
に
対
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
ぶ
り
厚
さ
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第

7
9
条
）
鉛
直
壁
で
４

c
m
 

以
上
、
底
版
で
６
c
m
以
上
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

区
 
 
 
 
 
 
 
 
分
 

か
ぶ
り
厚
さ
 

耐
力
壁
以
外
の
壁
又
は
床
 

2
c
m
 
以
上
 

耐
力
壁
、
柱
又
は
は
り
 

3
c
m
 
以
上
 

直
接
土
に
接
す
る
壁
、
柱
、
床
若
し
く
は

は
り
又
は
布
基
礎
の
立
上
り
部
分
 

 

4
cm
 以

上
 

基
礎
（
布
基
礎
の
立
上
り
部
分
を
除
く
。
） 

6
c
m
 
以
上
（
捨
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
部
分
を
除
く
。
）
 

 

(
ｴ
)
 
水
抜
き
 

ａ
 
規
則
第
2
7
条
第
１
項
第
２
号
 

擁
壁

に
は

、
そ

の
裏

面
の

排
水

を
よ

く
す

る
た

め
、

水
抜

穴
が

設
け

ら
れ

、
擁

壁
の

裏
面

で
水

抜

穴
の

周
辺

そ
の

他
必

要
な

場
所

に
は

、
砂

利
等

の
透

水
層

が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
空

積
造

そ
の

他
擁

壁
の

裏
面

の
水

が
有

効
に

排
水

で
き

る
構

造
の

も
の

に
あ

っ
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。
  

本
号
は
、
集
中
豪
雨
時
に
お
け
る
擁
壁
の
倒
壊
が
水
圧
の
増
大
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
防
止
の
た
め
、
擁
壁
の
背
面
土
中
に
浸
透
し
た
雨
水
、
地
下
水
等
を
有
効
に
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
水
抜
穴
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
透
水
層
を
設
け
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
水
抜
穴
の
入
口
に
は
、
透
水
層
の
砂
利
、
砂
等
が
水
に
よ
り
流
れ
出
さ
な

い
よ
う
適
切
な
大
き
さ
の
砕
石
、
栗
石
等
を
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

 

ｂ
 
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
1
0
条
 

 
 第

６
条

の
規

定
に

よ
る

擁
壁

に
は

、
そ

の
裏

面
の

排
水

を
良

く
す

る
た

め
、

壁
面

の
面

積
３

㎡
以

内
ご

と
に

少
な

く
と

も
１

個
の

内
径

が
7.

5c
m
 
以

上
の

陶
管

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
耐

水
性

の
材

料

を
用

い
た

水
抜

穴
を

設
け

、
か

つ
、

擁
壁

の
裏

面
の

水
抜

穴
の

周
辺

そ
の

他
必

要
な

場
所

に
は

、
砂

利
そ
の
他
の
資
材
を
用
い
て
透
水
層
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  
  
  
  

(
a
)
 
擁
壁
に
は
、
そ
の
背
面
の
排
水
を
よ
く
す
る
た
め
、
擁
壁
の
面
積
３
㎡
以
内
ご
と
に
内
径
が
7
.
5
 

㎝
以
上
の
水
抜
穴
を
設
け
、
擁
壁
の
裏
面
で
水
抜
穴
の
周
辺
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
は
、
砂
利
等

の
透
水
層
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 
(
b
)
 
水
抜
穴
の
配
置
は
、
平
行
配
置
を
避
け
、
千
鳥
配
置
を
採
用
し
、
水
抜
穴
は
排
水
方
向
に
適
当

な
勾
配
を
と
る
こ
と
。
 

Ⅲ-2-54-19
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(
ｵ
)
 
透
水
マ
ッ
ト
 

透
水
マ
ッ
ト
は
、
高
さ
が
５
ｍ
以
下
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
擁
壁

に
限
り
、
透
水
層
と
し
て
使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
高
さ
が
３
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
に
透
水

マ
ッ
ト
を
用
い
る
場
合
に
は
、
下
部
水
抜
穴
の
位
置
に
、
厚
さ

3
0
c
m
以
上
、
高
さ
5
0
㎝
以
上
の
砂
利
又

は
砕
石
の
透
水
層
を
擁
壁
の
全
長
に
わ
た
っ
て
設
置
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
詳
細
は
「
擁
壁
用
透
水
マ
ッ
ト
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
る
が
下
記
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。
 

ａ
 
練
積
造
や
空
積
造
の
擁
壁
に
は
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

ｂ
 
透
水
マ
ッ
ト
は
、
凍
結
・
凍
上
の
お
そ
れ
の
少
な
い
地
域
に
限
り
、
透
水
層
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

ｃ
 
透
水
マ
ッ
ト
は
、
擁
壁
の
天
端
よ
り

 
3
0
～
5
0
c
m
 
下
が
っ
た
位
置
か
ら
最
下
部
又
は
止
水
コ
ン
ク

リ
ー
ト
面
ま
で
全
面
に
貼
り
付
け
る
も
の
と
し
、
控
え
壁
の
両
側
に
も
透
水
マ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
る

こ
と
。
 

ｄ
 
透
水
マ
ッ
ト
が
水
抜
穴
を
通
し
て
人
為
的
に
損
傷
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
透
水
マ
ッ
ト
を

擁
壁
の
裏
面
に
貼
り
付
け
る
前
に
、
透
水
マ
ッ
ト
保
護
用
の
ネ
ッ
ト
又
は
治
具
等
を
水
抜
穴
裏
面
に

取
り
付
け
る
こ
と
。
 

 
 
 
（
注
）
１
 
擁
壁
壁
面
に
石
油
系
素
材
の
マ
ッ
ト
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
壁
面
摩
擦
角
φ
／
2
 
と
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
２
 
 
裏
込
に
砕
石
等
を
入
れ
る
目
的
は
水
抜
き
だ
け
で
な
く
、
荷
重
の
軽
減
を
図
る
た
め
で
も
あ
る
。

試
算
に
よ
る
と

 
2
7
％
荷
重
が
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
重
要
構
造
物
で

は
透
水
マ
ッ
ト
よ
り
砕
石
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 

【
参
考
】
開
発
許
可
制
度
運
用
指
針
 
Ⅰ
－
5
－

4 
 
第
７
号
関
係
（
擁
壁
の
透
水
層
の
取
扱
い
）
 

（
平
成
2
6
年
８
月
１
日
付
け
国
都
計
第
6
7
号
国
土
交
通
省
都
市
局
長
通
知
）
 

擁
壁
の
透
水
層
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
10
条
、
施
行
規
則
第
27
 

条
及

び
建

築
基

準
法

施
行

令
第

1
42

条
に

よ
り

擁
壁

の
裏

面
で

水
抜

き
穴

の
周

辺
そ

の
他

必
要

な
場

所
に

は
、

砂
利

等
の

透
水

層
を

設
け

る
旨

規
定

さ
れ

て
お

り
、
「

砂
利

等
」

と
は

、
一

般
的

に
は

砂

利
、
砂
、
砕
石
等
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
石
油
系
素
材
を
用
い
た
「
透
水
マ
ッ
ト
」
の

使
用
に
つ
い
て
も
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
適
正
な
使
用
方
法
で
あ
れ
ば
、
認
め
て
も
差
し
支
え
な
い
。
 

  
ま
た
、
適
正
な
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、「

擁
壁
用
透
水
マ
ッ
ト
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（

平
成
３

年
３
月
社
団
法
人
建
築
研
究
振
興
会
）
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 

(
ｶ
)
 
隅
角
部
の
補
強
（
平
面
）
 

擁
壁
の
屈
曲
す
る
箇
所
は
、
隅
角
を
は
さ
む
二
等
辺
三
角
形
の
部
分
を
鉄
筋
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

補
強
す
る
こ
と
。
二
等
辺
の
一
辺
の
長
さ
は
、
擁
壁
の
高
さ

 
3
ｍ
未
満
で

 
5
0
c
m
、

3
ｍ
を
超
え
る
も
の

は
 
6
0
c
m
 
と
す
る
。
 

        

（
注
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
隅
部
は
、
該
当
す
る
高
さ
の
横
筋
に
準
じ
て
配
筋
す
る
こ
と
。
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(
ｷ
)
 
伸
縮
目
地
 

擁
壁
の
伸
縮
目
地
は
擁
壁
の
延
長
 
1
0
～
2
0
ｍ
程
度
の
範
囲
で
設
け
、
特
に
、
地
盤
の
変
化
す
る
箇
所
（
切

盛
界
等
）
、
擁
壁
の
高
さ
が
著
し
く
異
な
る
箇
所
及
び
擁
壁
の
構
造
方
法
を
異
に
す
る
箇
所
に
は
必
要
に
応

じ
て
設
け
る
こ
と
。
 

ａ
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
は

 
1
0
ｍ
程
度
以
下
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
は

 
2
0
ｍ
程
度
以
下
の
間

隔
で
伸
縮
目
地
を
設
け
る
こ
と
。
 

 
 
 
ｂ
 
ブ
ロ
ッ
ク
積
は
 
1
0
ｍ
程
度
の
間
隔
で
伸
縮
目
地
を
設
け
る
こ
と
。
 

 

(
ｸ
)
 
根
入
れ
 

擁
壁
の
基
礎
は
、
地
盤
面
か
ら
 
0
.
5
～
1
.
0
ｍ
程
度
根
入
れ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
設
計
上
は
、
根
入

れ
地
盤
の
抵
抗
を
無
視
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
 

 
 
 
ａ
 
施
工
時
に
周
辺
地
盤
が
乱
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
十
分
な
埋
戻
し
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
 

ｂ
 
流
水
に
よ
る
洗
掘
、
埋
設
管
の
補
修
・
路
盤
工
の
復
旧
作
業
時
の
掘
削
等
の
た
め
、
前
面
土
が
将
来

に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
な
い
こ
と
。
 

 
 
 
ｃ
 
受
働
土
圧
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
擁
壁
に
か
な
り
の
変
位
を
許
す
必
要
が
あ
る
。
 

 

(
a
)
 
擁
壁
の
高
さ
と
根
入
れ
 

        

(
b)

 
練

積
み

造
の

擁
壁

の
根

入
れ

は
、

宅
地

造
成

等
規

制
法

施
行

令
第

８
条

第
４

号
で

は
、

下
図

の
 
H 0
 

と
し
て
お
り
、
開
発
許
可
に
関
し
て
も
こ
れ
に
よ
る
。
 

     

     （
注
）
擁
壁
の
前
面
の
根
入
れ
深
さ
と
は
擁
壁
の
下
端
（
擁
壁
前
面
の
地
盤
面
と
接
す
る
部
分
）
以
下

、
基
礎
の

前
面
の
上
端
ま
で
の
部
分
を
い
う
（
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
の
解
説
（
国
土
交
通
省
民
間
宅
地
指
導
室
）
）。
 

 

土
 
 
質
 

根
入
れ
深
さ
（
ｍ
）
 

第
一
種
 

岩
、
岩
屑
、
砂
利
又
は

砂
、
砂
利
混
じ
り
砂
 

H 0
  
:3
5c
m 
以

上
か

つ
擁
壁
高
さ
(H
)の

 

15
/1
00
 以

上
 

 

第
二
種
 

真
砂
土
、
関
東
ロ
ー
ム
、
 

硬
質
粘
土
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
 

 

第
三
種
 

 そ
の
他
の
土
質
 

H 0
  
:4
5c
m 
以

上
か

つ
擁
壁
高
さ
(H
)の

 

20
/1
00
 以

上
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【
参
考
】
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
８
条
 
 

第
６
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
間
知
石
練
積
み
造
そ
の
他
の
練
積
み
造
の
擁
壁
の
構
造
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
擁
壁
の
勾
配
、
高
さ
及
び
下
端
部
分
の
厚
さ
（
第
１
条
第
５
項
に
規
定
す
る
擁
壁
の
前
面
の
下
端
以

下
の

擁
壁

の
厚

さ
を

い
う
。

以
下

別
表
第

４
に

お
い
て

同
じ

。
）

が
、

崖
の

土
質
に

応
じ

別
表
第

４
に

定
め
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
擁
壁
の
上
端
の
厚
さ
が
、
擁
壁
の
設
置
さ
れ
る
地
盤
の
土
質
が
、
同

表
左

欄
の

第
一

種
又

は
第

二
種

に
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

と
き

は
、

4
0c
m 
以

上
、

そ
の

他
の

も
の

で

あ
る
と
き
は
 7
0c
m 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(2
) 
石
材
そ
の
他
の
組
積
材
は
、
控
え
長
さ
を
 3
0c
m 
以
上
と
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
て
一
体
の
擁

壁
と
し
、
か
つ
、
そ
の
背
面
に
栗
石
、
砂
利
又
は
砂
利
ま
じ
り
砂
で
有
効
に
裏
込
め
す
る
こ
と
。
 

(3
) 
前
２
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
、
崖
の
状
況
等
に
よ
り
は
ら
み
出
し
そ
の
他
の
破
壊
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
間
隔
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
控
え
壁
を
設
け
る
等
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。
  
 

(4
) 
擁
壁
を
岩
盤
に
接
着
し
て
設
置
す
る
場
合
を
除
き
、
擁
壁
の
前
面
の
根
入
れ
深
さ
は
、
擁
壁
の
設
置

さ
れ
る
地
盤
の
土
質
が
、
別
表
第
４
左
欄
の
第
一
種
又
は
第
二
種
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
擁

壁
の

高
さ

の
 
1
00

分
の

15
（

そ
の

値
が

3
5c
m
 
に

満
た

な
い

と
き

は
、

35
cm

）
以

上
、

そ
の

他
の

も
の

で
あ

る
と

き
は

擁
壁

の
高

さ
の

 
10

0
分

の
2
0
（

そ
の

値
が

4
5c

m 
に

満
た

な
い

と
き

は
、

4
5c

m
）

以
上

と
し
、
か
つ

、
擁
壁
に
は
、
一
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
擁
壁
の

す
べ
り
及
び
沈
下
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
基
礎
を
設
け
る
こ
と
。
 

別
表
第
４
（
第
８
条
関
係
）
 

土
 
  

  
質
 

擁
 
  

  
  

  
 壁

 

勾
  
  
  
配
 

高
  
  
  
さ
 

下
端
部
分
の
厚
さ
 

   

第
一
種
 

   

岩
、
岩
屑
、
砂
利
又

は
砂
利
ま
じ
り
砂
 

70
度
を
超
え
75
度

以
下
 

2ｍ
以
下
 

40
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

50
cm
 以

上
 

65
度
を
超
え
70
度

以
下
 

2ｍ
以
下
 

40
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

45
cm
 以

上
 

3ｍ
を
超
え

 4
ｍ
以
下
 

50
cm
 以

上
 

 

65
度
以
下
 

 

3ｍ
以
下
 

40
cm
 以

上
 

3ｍ
を
超
え

 4
ｍ
以
下
 

45
cm
 以

上
 

4ｍ
を
超
え

 5
ｍ
以
下
 

60
cm
 以

上
 

   

第
二
種
 

  

真
砂
土
、
関
東
ロ
ー

ム
、
硬
質
粘
土
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
 

70
度
を
超
え
75
度

以
下
 

2ｍ
以
下
 

50
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

70
cm
 以

上
 

65
度
を
超
え
70
度

以
下
 

2ｍ
以
下
 

45
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

60
cm
 以

上
 

3ｍ
を
超
え

 4
ｍ
以
下
 

75
cm
 以

上
 

 

65
度
以
下
 

 

2m
以

下
 

40
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

50
cm
 以

上
 

3ｍ
を
超
え

 4
ｍ
以
下
 

65
cm
 以

上
 

4ｍ
を
超
え

 5
ｍ
以
下
 

80
cm
 以

上
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別
表
第
４
（
つ
づ
き
）
 

土
 
  

  
質
 

擁
 
  

  
  

  
 壁

 

勾
  
  
  
配
 

高
  
  
  
さ
 

下
端
部
分
の
厚
さ
 

   

第
三
種
 

  

 そ
の
他
の
土
質
 

70
度
を
超
え
75
度

以
下
 

2ｍ
以
下
 

85
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

90
cm
 以

上
 

65
度
を
超
え
70
度

以
下
 

2ｍ
以
下
 

75
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

85
cm
 以

上
 

3ｍ
を
超
え

 4
ｍ
以
下
 

10
5c
m 
以
上
 

 

65
度
以
下
 

 

2m
以
下
 

70
cm
 以

上
 

2ｍ
を
超
え

 3
ｍ
以
下
 

80
cm
 以

上
 

3ｍ
を
超
え

 4
ｍ
以
下
 

95
cm
 以

上
 

4ｍ
を
超
え

 5
ｍ
以
下
 

12
0c
m 
以
上
 

 
  

  

(
C
)
 
水
路
・
河
川
に
接
し
て
い
る
場
合
 

水
路
、
河
川
に
接
し
て
擁
壁
を
設
け
る
場
合
は
、
根
入
れ
深
さ
は
河
床
か
ら
取
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
根
入
れ
深
さ
に
つ
い
て
は
、
施
設
管
理
者
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①
 
 
 
 
 
②
 

          

(
d
)
 
前
面
に
Ｕ
字
溝
側
溝
等
を
設
け
る
場
合
 

前
面
に
Ｕ
字
溝
側
溝
等
が
あ
る
場
合
は
、
地
表
面
か
ら
の
高
さ
と
す
る
。
な
お
、
Ｕ
字
溝
等
の
水

路
底
面
よ
り
も
浅
い
位
置
に
根
入
れ
深
さ
面
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
字
溝
等
の
壁
部
へ
の
荷

重
軽
減
の
た
め
Ｕ
字
溝
等
の
水
路
底
面
ま
で
根
入
れ
深
さ
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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(
e
)
 
斜
面
に
沿
っ
て
擁
壁
を
設
置
す
る
場
合
 

勾
配
が

1
5
％
以
上
の
斜
面
に
沿
っ
て
擁
壁
を
設
置
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
、
基
礎
部
分
は
、
段

切
り
（
幅

1
.
0
ｍ
以
上
）
に
よ
り
水
平
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
1
5
％
以
下
の

傾
斜
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

(
ｹ
)
 
擁
壁
の
設
置
上
そ
の
他
の
留
意
事
項
 

崖
や
擁
壁
に
近
接
し
て
そ
の
上
部
に
新
た
な
擁
壁
を
設
置
す
る
場
合
は
、
下
部
の
崖
又
は
擁
壁
に
有
害

な
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
設
置
位
置
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
。
 

 

ａ
 
斜
面
上
に
擁
壁
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
次
図
の
よ
う
に
擁
壁
基
礎
前
端
よ
り
擁
壁
の
高
さ
の

0.
4
H

以
上
で
、
か
つ
、
1
.
5
ｍ
以
上
だ
け
土
質
に
応
じ
た
勾
配
線
（
θ
）
よ
り
後
退
し
、
そ
の
部
分
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
等
に
よ
り
風
化
侵
食
の
お
そ
れ
の
な
い
状
態
に
す
る
。
 

         

土
質
別
角
度
（
θ
）
 

背
面
土
 

軟
岩

：
風

化
の

著

し
い
も
の
を
除
く
 

風
化

の
著

し

い
岩
 

砂
利
、
真
砂
土
、
関
東
ロ

ー
ム
、
硬
質
粘
土
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
 

盛
土
又
は
腐
植
土
 

角
度
（
θ
）
 

６
０
°
 

４
０
°
 

３
５
°
 

２
５
°
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ｂ
 
下
図
に
示
す
擁
壁
で
表
の
θ
の
角
度
内
に
入
っ
て
な
い
も
の
は
、
二
段
の
擁
壁
と
み
な
さ
れ
る
の
で

一
体
の
擁
壁
と
し
て
設
計
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
上
部
擁
壁
が
表
の
θ
角
度
内
に
入

っ
て
い
る
場
合
は
、
別
個
の
擁
壁
と
し
て
扱
う
が
、
水
平
距
離
を
 
0
.
4
Ｈ
以
上
か
つ
 
1
.
5
ｍ
以
上
離
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

二
段
擁
壁
と
な
る
場
合
は
、
下
段
の
擁
壁
に
設
計
以
上
の
積
載
荷
重
が
か
か
ら
な
い
よ
う
上
部
擁
壁

の
根
入
れ
の
深
さ
を
深
く
す
る
。
基
礎
地
盤
を
改
良
す
る
、
あ
る
い
は
Ｒ
Ｃ
擁
壁
の
場
合
は
杭
基
礎
と

す
る
な
ど
し
て
、
下
部
擁
壁
の
安
全
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
措
置
す
る
と
と
も
に
、
上
部
擁
壁
の

基
礎
の
支
持
力
に
つ
い
て
も
十
分
な
安
全
を
見
込
ん
で
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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(
8
)
 
地
下
水
対
策
 

令
第
2
8
条
第
７
号
 

切
土

又
は

盛
土

を
す

る
場

合
に

お
い

て
、

地
下

水
に

よ
り

崖
崩

れ
又

は
土

砂
の

流
出

が
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
き

は
、

開
発

区
域

内
の

地
下

水
を

有
効

か
つ

適
切

に
排

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

国
土

交
通

省

令
で
定
め
る
排
水
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

規
則

第
2
2
条

第
２

項
に

規
定

す
る

令
第

28
条

第
７

号
の

国
土

交
通

省
令

で
定

め
る

排
水

施
設

は
、

そ
の

管
渠

の
勾

配
及

び
断

面
積

が
、

切
土

又
は

盛
土

を
し

た
土

地
及

び
そ

の
周

辺
の

土
地

の
地

形
か

ら
想

定
さ

れ
る

集

水
地

域
の

面
積

を
用

い
て

算
定

し
た

計
画

地
下

水
量

を
有

効
か

つ
適

切
に

排
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

排
水

施

設
と
す
る
。
 

令
第

2
8
条
第
７
号
及
び
規
則
第

2
2
条
第
２
項
は
、
切
土
又
は
盛
土
を
す
る
場
合
の
地
下
水
の
排
水
施
設
に

関
す
る
規
定
で
あ
る
。
 

渓
流
を
埋
め
立
て
る
場
合
や
、
地
盤
調
査
結
果
に
よ
る
地
下
水
位
が
高
い
傾
斜
地
で
切
土
又
は
盛
土
を
行

う
場
合
に
は
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
解
説
（
宅
地
防
災
研
究
会
編
集
）
」
等
を
参
考
に
対
策
の
必
要
性
や

対
策
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。
な
お
、
渓
流
を
埋
め
立
て
る
場
合
に
は
、
在
来
の
渓
流
に
必
ず
暗
渠
工
を
設

け
る
こ
と
（
Ⅳ
 
盛
土
を
参
照
の
こ
と
）
。
 

 

(
9
)
 
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
等
に
つ
い
て
 

太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
等
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。
 
 

 
 
 
ア
 
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
支
持
す
る
架
台
の
基
礎
は
、
上
部
構
造
が
構
造
上
支
障
の
あ
る
沈
下
、
浮

上
が
り
、
転
倒
又
は
横
移
動
を
生
じ
な
い
よ
う
、
地
盤
に
定
着
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 
 
 
イ
 
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
荷
重
又
は
外
力
に
よ
っ
て
、
脱
落
又
は
浮
き
上
が
り
が
生
じ
な
い
よ
う
、

構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
架
台
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 
 
 
ウ
 
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
等
の
附
帯
設
備
の
配
置
、
構
造
又
は
設
備
は
、
法
令
に
基
づ
き
適
切
な

措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 

(
1
0
)
そ
の
他
 

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

2
3
年
法
律
第
1
0
8

号
。

以
下

「
通

称
Ｆ

Ｉ
Ｔ

法
」

と
い

う
。
）

及
び

事
業

計
画

策
定

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
太

陽
光

発
電

：
平

成
2
9

年
３
月
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
。
以
下
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
事
業
計
画
、
保
守
点
検
等
の
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
法
令
及
び
条
例
を
遵
守
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
通
称
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
事
項
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
遵
守
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
国
か
ら
の
指
導
や
改
善
命
令
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
で
も
な
お
遵
守

し
な
い
場
合
は
、
国
の
事
業
認
定
の
取
消
し
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
 

ま
た
、
通
称
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め
ら
れ
た
推
奨
事
項
に
つ
い
て
も
、
事
業
計
画
及
び
保

守
点
検
等
が
、
円
滑
に
進
む
よ
う
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
。
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開
発
行
為
に
関
す
る
基
準
の
最
低
敷
地
面
積
に
規
定
す
る
た
だ
し
書
の
取
扱

い
を
定
め
る
要
領
 

 

建
設
部
長
 

平
成

3
0
年

12
月

1
0
日
制
定
 

 

（
趣
旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

要
領

は
、
飯

田
市

景
観
計

画
の

景
観
育

成
基

準
（
別

表
２

の
開
発

行
為

に
関
す

る
基

準
を
い

う
。
）

の
う

ち
、

最
低

敷
地

面
積
に

お
け

る
基
準

の
た

だ
し
書

に
関

す
る
取

扱
い

に
係
る

も
の

に
つ
い

て
、

必
要
な

事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
の
取
扱
い
）
 

第
２
条
 
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
の
取
扱
い
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和

4
3
年
法
律
第

1
0
0
号
）
第

1
2
条
の

４
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
（
以
下
「
地
区
計
画
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
建
築
物
の
敷
地
面

積
の
最
低
限
度
が

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
下
回
ら
な
い
範
囲
（
良
好
な
景
観
の
育
成
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
）
で
定
め
ら
れ
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
地
区
計

画
等
と
す
る
。
 

 
(
1)

 
用

途
地

域
が

定
め
ら

れ
て

い
る
土

地
の

区
域
の

周
辺

に
お
い

て
、

用
途
地

域
を

定
め
る

こ
と

が
見
込

ま
れ

る
区
域
に
定
め
ら
れ
た
地
区
計
画
等
 

 
(
2
)
 
前
号
以
外
の
地
区
計
画
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
す
べ
て
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
区
計
画
等
 
 

ア
 
建
築
物
の
用
途
の
制
限
 

イ
 
建
築
物
の
壁
面
の
位
置
（
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
か
ら
敷
地
境
界
線
ま
で
の
距
離
）

の
制
限
（
１
メ
ー
ト
ル
以
上
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

 

ウ
 

建
築

物
の

高
さ

の
最

高
限

度
（

1
2
メ

ー
ト

ル
以

下
で

定
め

る
も

の
に

限
る

。）
 

 
（
良
好
な
景
観
の
形
成
が
図
ら
れ
る
も
の
の
取
扱
い
）
 

第
３

条
 

良
好

な
景

観
の
形

成
が

図
ら
れ

る
も

の
の
取

扱
い

は
、
次

の
各

号
に
掲

げ
る

い
ず
れ

か
の

協
定
（

以
下

「
協
定
等
」
と
い
う
。
）
に

お
い

て
、
建

築
物

の
敷

地
面

積
の

最
低

限
度
（

20
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

下
回

ら
な

い

範
囲
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
ほ
か
、
次
項
に
規
定
す
る
事
項
の
す
べ
て
が
定
め
ら
れ
て
い
る
協
定
等
と
す

る
。
 

 
(
1
)
 
建
築
基
準
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
0
1
号
）
第

6
9
条
に
規
定
す
る
建
築
協
定
 

 
(
2
)
 
景
観
法
（
平
成

1
6
年
法
律
第

1
1
0
号
）
第

8
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
景
観
協
定
（
都
市
計
画
区
域
内
で

締
結
さ
れ
た
景
観
協
定
に
限
る
。
）
 

２
 
協
定
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 
(
1
)
 
前
条
第
２
号
に
掲
げ
る
事
項
 

(
2
)
 
塀
又
は
柵
の
構
造
に
関
す
る
基
準
 

(
3
)
 
建
築
物
の
意
匠
に
関
す
る
基
準
 

 
(
4)

 
敷

地
内

の
緑

化
に
関

す
る

基
準
（

開
発

区
域
の

面
積

又
は
各

敷
地

面
積
の

６
％

以
上
を

最
低

限
度
と

す
る

も
の
に
限
る
。）

 

３
 

前
２

項
の

規
定

に
か
か

わ
ら

ず
、
良

好
な

景
観
の

育
成

に
支
障

を
及

ぼ
す
お

そ
れ

が
な
い

も
の

と
し
て

市
長

が
認
め
る
場
合
に
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
の
一
部
を
定
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
協
定
等
は
、
協
定
の
区
域
の
面
積
が

0
.
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
か
つ
、
協
定
の
有
効
期
間
が

1
0
年
以
上
の
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
良
好

な
景

観
の
育

成
に

支
障
を

及
ぼ

す
お
そ

れ
が

な
い
も

の
と

し
て
市

長
が

認
め
る

場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

 
 
附
 
則
 

 
こ
の
要
領
は
、
平
成

3
0
年
１
月

3
1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の
要
領
は
、
平
成

3
0
年

1
2
月

1
0
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 （
参
考
）
 

主
と

し
て

複
数

の
一

戸
建
て

の
住

宅
の
建

築
の

用
に
供

す
る

目
的
で

行
う

開
発
行

為
に

限
り
、

開
発

区
域
内
に

お
い

て
予

定
さ

れ
る

建
築
物

の
敷

地
面
積

の
最

低
限
度

は
、

用
途
地

域
の

定
め
ら

れ
て

い
る
土

地
の

区
域
に
お

い
て
は

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
土
地
の
区
域
に
お
い
て
は

3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
、
又
は
良
好
な
景
観
の
形
成
が
図
ら
れ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
（
開

発
面
積

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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0
 

 

景
観

協
定

 
活

用
の

手
引

き
 

   目
次
 

１
 
景
観
協
定
制
度
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
 

２
 
景
観
協
定
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
 

（
１
）
景
観
協
定
を
目
的
と
す
る
土
地
の
区
域
 

（
２
）
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
に
必
要
な
も
の
 

 
 
◆
建
築
物
の
形
態
意
匠
、
敷
地
、
位
置
、
規
模
、
用
途
又
は
建
築
設
備
に
関
す
る
例
 

 
 
◆
工
作
物
の
位
置
、
規
模
、
構
造
、
用
途
又
は
形
態
意
匠
に
関
す
る
例
 

 
 
◆
緑
化
に
関
す
る
例
 

 
 
◆
屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関
す
る
例
 

 
 
◆
そ
の
他
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
例
 

（
３
）
景
観
協
定
の
有
効
期
間
 

３
 
景
観
協
定
作
成
の
流
れ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
 

４
 
一
人
協
定
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
 

 
 
◆
協
定
の
認
可
後
に
協
定
区
域
の
土
地
を
取
得
す
る
場
合
 

 
 
◆
宅
地
分
譲
を
目
的
と
し
た
一
人
協
定
作
成
の
留
意
点
 

５
 
景
観
協
定
が
成
立
し
た
ら
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
 

 
 
◆
協
定
区
域
内
で
協
定
に
定
め
る
行
為
を
行
う
場
合
 

 
 
◆
認
可
後
に
景
観
協
定
を
変
更
、
廃
止
す
る
場
合
 

６
 
景
観
協
定
Ｑ
＆
Ａ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
 

７
 
参
考
資
料
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
0
 

 
 
景
観
協
定
書
モ
デ
ル
例
（
解
説
付
き
）
 

 
 
景
観
法
抜
粋
・
飯
田
市
景
観
規
則
抜
粋
（
様
式
付
き
）
 

   
 

問
い

合
わ

せ
先

 
 

飯
田

市
建

設
部

地
域

計
画

課
 

〒
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5
-
8
5
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1
 
長
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県
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e
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t
o
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i
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1
 

  １
 

景
観

協
定

制
度

 

 
景

観
協

定
制

度
は

、
景

観
計

画
区

域
内

の
一

団
の

土
地

に
つ

い
て

、
良

好
な

景
観

の
形

成
を

図
る

た
め

、
土

地
所

有
者

等
の

全
員

の
合

意
に

よ
り

、
当

該
土

地
の

区
域

に
お

け
る

良
好

な
景

観
の

形
成

に
関

す
る

事
項

を
協

定
す

る
制

度
で

す
。

景
観

協
定

は
、

住
民

が
自

ら
の

手
で

、
地

域
の

よ
り

良
い

景
観

の
維

持
・

増
進

を
図

る
た

め
に

、
自

主
的

な
規

制
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

 ２
 

景
観

協
定

に
定

め
る

こ
と

が
で

き
る

事
項

 

 
景

観
は

、
建

築
物

や
工

作
物

等
を

は
じ

め
と

す
る

施
設

の
他

に
も

、
植

栽
の

維
持

管
理

、
建

築
物

の
色

彩
計

画
や

、
景

観
づ

く
り

の
取

り
組

み
等

ま
で

様
々

な
要

素
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

景
観

協
定

で
は

、
身

近
な

ま
ち

並
み

の
魅

力
を

高
め

る
た

め
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

取
り

決
め

を
行

え
る

よ
う

、
次

の
よ

う
な

幅
広

い
内

容
を

定
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 

 （
１

）
景

観
協

定
を

目
的

と
す

る
土

地
の

区
域

 

 
あ

る
程

度
ま

と
ま

っ
た

大
き

さ
（

概
ね

0
.1

ヘ
ク

タ
ー

ル
以

上
）
の

区
域

を
決

め
ま

す
。
区

域
は

、

道
路

・
河

川
な

ど
の

地
形

的
条

件
や

、
自

治
会

な
ど

の
境

界
で

定
め

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
 

 
ま

た
、

景
観

協
定

区
域

に
隣

接
し

、
一

体
的

な
景

観
形

成
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

土
地

を
「

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
」

と
し

て
定

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
「

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
」

に
指

定
す

る

と
、

景
観

協
定

締
結

後
で

あ
っ

て
も

、
そ

の
土

地
所

有
者

等
の

希
望

に
よ

り
簡

単
な

手
続

き
で

景
観

協
定

に
加

入
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。（
「

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
」

は
景

観
協

定
区

域
外

で
あ

る
た

め
、

景
観

協
定

の
制

限
が

及
び

ま
せ

ん
。
）

 

   

●
景

観
協

定
を

目
的

と
す

る
土

地
の

区
域

 

●
良

好
な

景
観

の
形

成
の

た
め

の
次

に
掲

げ
る

事
項

の
う

ち
、

必
要

な
も

の
 

 
・

建
築

物
の

形
態

意
匠

に
関

す
る

基
準

 

 
・

建
築

物
の

敷
地

、
位

置
、

規
模

、
構

造
、

用
途

又
は

建
築

設
備

に
関

す
る

基
準

 

 
・

工
作

物
の

位
置

、
規

模
、

構
造

、
用

途
又

は
形

態
意

匠
に

関
す

る
基

準
 

 
・

樹
林

地
、

草
地

等
の

保
全

又
は

緑
化

に
関

す
る

事
項

 

 
・

屋
外

広
告

物
の

表
示

又
は

屋
外

広
告

物
を

掲
出

す
る

物
件

の
設

置
に

関
す

る
基

準
 

 
・

農
用

地
の

保
全

又
は

利
用

に
関

す
る

事
項

 

 
・

そ
の

他
良

好
な

景
観

の
形

成
に

関
す

る
事

項
 

●
景

観
協

定
の

有
効

期
間

 

●
景

観
協

定
に

違
反

し
た

場
合

の
措

置
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2
 

 （
２

）
良

好
な

景
観

の
形

成
の

た
め

に
必

要
な

も
の

 

 
景

観
協

定
で

は
、

建
築

物
や

工
作

物
な

ど
に

関
す

る
基

準
に

つ
い

て
制

限
を

定
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
制

限
の

内
容

は
、

そ
の

区
域

の
実

情
に

応
じ

て
、

適
切

な
も

の
と

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。
 

 ◆
建

築
物

の
形

態
意

匠
、

敷
地

、
位

置
、

規
模

、
用

途
又

は
建

築
設

備
に

関
す

る
例

 

 

建
築

物
の

用
途

の
制

限
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

用
途

を
限

定
し

、
生

活
環

境
を

維
持

し
ま

す
 

例
) 

建
築

物
の

用
途

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

ア
 

一
戸

建
て

住
宅

 

イ
 

診
療

所
併

用
住

宅
（

動
物

病
院

併
用

を
除

く
。

）
 

ウ
 

一
戸

建
て

住
宅

で
事

務
所

、
店

舗
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
用

途
を

兼
ね

る
も

の
 

エ
 

そ
の

他
運

営
委

員
会

等
が

住
環

境
を

損
な

う
お

そ
れ

が
な

い

と
し

て
承

認
し

た
も

の
 

・
運

営
委

員
会

等
の

承
認

規
定

を
入

れ
る

場
合

に
は

、
承

認
の

考
え

方
等

を
整

理
し

、
基

準
を

作
る

事
に

よ
り

加
入

者
に

周
知

し
理

解
を

し
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
 

 

敷
地

面
積

の
制

限
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る

程
度

の
敷

地
の

広
さ

を
保

ち
、

ゆ
と

り
あ

る
環

境
を

維
持

し
ま

す
 

例
) 

敷
地

面
積

は
2

5
0

㎡
以

上
と

す
る

。
 

敷
地

の
分

割
は

で
き

な
い

も
の

と
す

る
。

 

・
面

積
の

最
低

限
度

を
定

め
る

こ
と

や
面

積
に

か
か

わ
ら

ず
締

結
後

の
分

割
を

禁
止

す
る

方
法

が
あ

り
ま

す
。 

 

外
壁

後
退

の
制

限
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
路

や
隣

地
と

の
間

に
距

離
を

と
っ

て
ゆ

と
り

あ
る

環
境

を
維

持
し

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

確

保
し

ま
す

 

例
) 

建
築

物
の

外
壁

又
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

面
か

ら
道

路
境

界
線

ま
で

の
距

離
は

1
.5

ｍ
以

上
と

し
、

隣
地

境
界

線
ま

で
の

距
離

は
１

ｍ
以

上

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
の

距
離

の
限

度
に

満
た

な
い

距
離

に
あ

る
建

築

物
又

は
建

築
物

の
部

分
で

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

ア
 

外
壁

又
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

中
心

線
の

長
さ

の
合

計
が

３

ｍ
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
に

供
し

、
軒

の
高

さ
が

2
.3

ｍ
以

下
で

、
か

つ
、

床
面

積
の

合
計

が
５

㎡
以

内
で

あ
る

こ
と

。
 

・
緩

和
規

定
を

盛
り

込
ん

で
お

く
方

法
も

あ
り

ま
す

。
 

小
さ

な
敷

地

に
し

な
い

 

ア
パ

ー
ト

な
ど

は
禁

止
 

境
界

か
ら

建

物
を

離
そ

う

3
 

 

建
物

の
高

さ
・

階
数

の
制

限
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
照

や
採

光
を

確
保

し
ま

す
 

街
並

み
を

そ
ろ

え
ま

す
 

例
) 

建
築

物
の

高
さ

は
、

地
盤

面
か

ら
1

0
ｍ

、
軒

の
高

さ
は

地
盤

面
か

ら

７
ｍ

を
そ

れ
ぞ

れ
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。
 

地
階

を
除

く
建

物
の

階
数

は
、

２
以

下
と

す
る

。
 

 

建
物

の
デ

ザ
イ

ン
・

色
の

制
限

 
 

 
 
 

 
 

 
 

奇
抜

な
色

を
制

限
し

、
調

和
の

と
れ

た
街

並
み

に
し

ま
す

 

例
) 

建
築

物
の

屋
根

及
び

外
壁

の
色

彩
は

周
囲

の
景

観
と

調
和

す
る

も
の

と
す

る
。

 

建
築

物
の

外
壁

の
色

彩
は

原
色

を
避

け
る

も
の

と
す

る
。

 

 そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
・

住
宅

の
屋

根
形

状
は

勾
配

屋
根

と
す

る
。

 

 
・

屋
根

に
は

、
太

陽
光

パ
ネ

ル
な

ど
を

除
き

、
設

備
、

工
作

物
等

を
設

置
し

な
い

。
 

 ◆
工

作
物

の
位

置
、

規
模

、
構

造
、

用
途

又
は

形
態

意
匠

に
関

す
る

例
 

 

塀
等

の
種

類
の

制
限

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

統
一

し
た

景
観

を
つ

く
り

ま
す

 
防

犯
・

防
災

に
も

有
効

で
す

 

例
) 

垣
又

は
さ

く
の

構
造

は
、

生
け

垣
、

フ
ェ

ン
ス

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す

る
開

放
性

の
あ

る
も

の
と

す
る

。
 

 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
・

道
路

側
は

、
生

け
垣

又
は

透
過

性
の

あ
る

フ
ェ

ン
ス

と
す

る
。

 

・
工

作
物

は
、

道
路

側
か

ら
見

え
な

い
よ

う
に

設
置

す
る

か
、

緑
化

に
よ

り
修

景
す

る
。

 

 ◆
緑

化
に

関
す

る
例

 

 

敷
地

内
の

緑
化

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

緑
化

を
し

、
潤

い
あ

る
街

並
み

に
し

ま
す

 

例
) 

敷
地

内
に

敷
地

面
積

の
1

0
％

以
上

の
緑

地
を

確
保

す
る

。
 

 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
・

樹
木

は
、

地
域

の
植

生
に

見
合

っ
た

樹
種

を
選

ぶ
。

既
存

樹
木

を
活

用
す

る
。

 

 
・

道
路

に
面

す
る

部
分

に
は

緑
化

に
努

め
、

ま
た

角
地

に
は

、
シ

ン
ボ

ル
ツ

リ
ー

の
植

樹
や

植
栽

帯
を

設
け

、
こ

れ
を

保
全

す
る

。
 

高
さ

を
 

抑
え

よ
う

 

周
囲

に
調

和

し
た

色
に

 

開
放

的
な

 

街
に

し
よ

う
 

緑
の

多
い

街
に
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・

道
路

側
の

緑
地

帯
や

生
け

垣
の

高
さ

を
一

定
の

高
さ

以
下

と
し

、
庭

の
緑

や
草

花
が

道
路

か
ら

眺
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
、

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

 
・

隣
接

地
と

相
互

に
協

力
し

、
緑

地
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

 ◆
屋

外
広

告
物

の
設

置
に

関
す

る
例

 

 
・

屋
外

広
告

物
の

位
置

は
、

道
路

側
に

１
ヵ

所
に

集
約

し
て

設
置

す
る

。
 

 
・

広
告

物
は

、
地

域
の

シ
ン

ボ
ル

と
調

和
し

た
デ

ザ
イ

ン
・

色
彩

と
す

る
。

 

 
・

夜
間

景
観

に
配

慮
し

た
落

ち
着

き
の

あ
る

も
の

と
し

、
ネ

オ
ン

管
な

ど
光

源
が

点
滅

す
る

も
の

は
使

用
し

な
い

。
 

 ◆
そ

の
他

良
好

な
景

観
の

形
成

に
関

す
る

例
 

 
・

荒
地

と
な

ら
な

い
よ

う
、

遊
休

農
地

を
含

め
、

景
観

に
配

慮
し

た
維

持
・

管
理

を
行

う
。

 

 
・

玄
関

・
ア

プ
ロ

ー
チ

空
間

は
、

建
築

物
等

の
顔

と
し

て
、

樹
木

や
草

花
等

に
よ

る
、

う
る

お
い

あ
る

空
間

づ
く

り
を

す
る

。
 

 
・

商
業

地
で

は
、

に
ぎ

わ
い

の
連

続
性

を
分

断
し

な
い

配
置

に
努

め
る

。
 

 
・

壁
面

線
は

、
周

囲
と

の
連

続
性

や
そ

の
場

所
の

将
来

性
を

考
慮

す
る

。
 

 
・

自
動

販
売

機
を

設
置

す
る

と
き

は
、

歴
史

的
施

設
、

旧
街

道
、

住
宅

地
な

ど
周

辺
の

建
物

や
ま

ち
並

み
に

配
慮

し
た

色
彩

、
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

。
 

 
・

地
区

内
の

公
園

は
、

地
区

内
の

居
住

者
が

維
持

管
理

を
行

う
。

 

 
・

歩
道

に
面

す
る

敷
地

の
居

住
者

は
、

敷
地

前
の

歩
道

を
定

期
的

に
清

掃
す

る
。

 

 
・

眺
望

や
日

当
た

り
を

確
保

す
る

た
め

、
建

物
を

一
定

の
高

さ
以

下
に

抑
え

る
。

 

 
・

地
区

内
の

居
住

者
は

、
地

区
内

の
建

物
の

建
替

え
や

増
築

、
工

作
物

の
設

置
、

緑
化

等
に

つ
い

て
、

ル
ー

ル
に

適
合

し
て

い
る

か
、

定
期

的
に

確
認

を
行

う
。

 

 
・

良
好

な
景

観
維

持
の

た
め

、
地

区
内

の
居

住
者

が
清

掃
活

動
を

実
施

す
る

。
 

 （
３

）
景

観
協

定
の

有
効

期
間

 

 
景

観
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

を
結

ぶ
皆

さ
ん

で
自

由
に

決
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 
有

効
期

間
が

満
了

し
た

場
合

、
再

度
景

観
協

定
を

締
結

す
る

の
が

一
般

的
で

す
。

こ
の

再
締

結
を

便
宜

上
‘

更
新

’
と

呼
ん

で
い

ま
す

が
、

手
続

き
は

新
た

に
景

観
協

定
を

締
結

す
る

時
と

同
じ

く
署

名
・

捺
印

を
行

い
ま

す
。

 

 
有

効
期

間
を

短
く

す
る

と
協

定
内

容
の

見
直

し
が

し
や

す
い

反
面

、
更

新
作

業
を

頻
繁

に
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
期

間
を

長
く

設
定

し
て

し
ま

う
と

、
次

回
更

新
ま

で
社

会
情

勢
の

変
化

に
対

応
し

た
制

限
内

容
の

見
直

し
が

難
し

く
、

硬
直

化
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
 

 
社

会
情

勢
や

地
区

の
実

情
の

変
化

へ
の

対
応

や
将

来
の

ま
ち

づ
く

り
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
話

し
合

う
機

会
を

持
つ

か
も

考
え

な
が

ら
期

間
の

設
定

を
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
飯

田
市

で
は

景
観

協
定

の
有

効
期

間
を

1
0

年
間

と
す

る
こ

と
を

推
奨

し
ま

す
。

 

  
 

5
 

 ３
 

景
観

協
定

作
成

の
流

れ
 

                                     

申
請

者
 

飯
田

市
 

地
域

の
課

題
整

理
 

協
定

内
容

を
考

え
る

 
事

前
相

談
 

道
路

や
公

園
な

ど
の

公
共

施
設

管
理

者
と

必
要

に
応

じ
て

協
議

を
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

一
人

協
定

の
場

合
、

開
発

で
整

備
す

る
道

路
等

に
関

す
る

協
議

が
重

要
と

な
り

ま
す

。
 

景
観

協
定

書
の

作
成

 

協
定

者
全

員
の

合
意

 

認
可

の
申

請
 

受
付

 

①
 景

観
協

定
認

可
申

請
書
 

②
 
景

観
協

定
の

目
的

と
な

る
土

地
の

区
域

を

示
す

図
面
 

③
 景

観
協

定
書
 

④
 
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

が
定

め
ら

れ
る

と

き
は

、
そ

の
区

域
を

示
す

図
面
 

⑤
 そ

の
他

協
定

に
必

要
な

図
書
 

 
・

協
定

を
締

結
し

た
者

の
全

員
の

合
意

で
あ

る
こ

と
を

証
す

る
書

類
 

 
・

登
記

事
項

証
明

書
、

公
図

 

内
容

の
審

査
 

公
告

・
縦

覧
（

関
係

人
の

意
見

聴
取

）
 

認
可

 
認

可
書

の
受

領
 

公
告

・
縦

覧
 

運
営

委
員

会
等

の
設

置
・

運
営

 

運
営

委
員

会
等

を
設

置
し

、
協

定
の

内
容

が
遵

守
さ

れ
る

よ
う

住
民

の
み

な
さ

ん
で

協
定

の
運

営
に

あ
た

り
ま

す
。

 

・
景

観
協

定
の

区
域

を
決

め
る

。
 

・
景

観
形

成
に

必
要

な
基

準
を

決
め

る
。

 

・
協

定
の

有
効

期
間

を
決

め
る

。
 

・
協

定
実

現
に

向
け

必
要

な
事

項
を

決
め

る
。
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  ４
 

一
人

協
定

に
つ

い
て

 

 
土

地
の

所
有

者
が

一
人

の
場

合
で

も
景

観
協

定
を

定
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
例

え
ば

、
新

し
く

住
宅

地
等

の
開

発
を

行
う

場
合

に
景

観
協

定
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
に

わ
た

り
良

好
な

ま
ち

並
み

を
維

持
で

き
ま

す
。

 

    ◆
協

定
の

認
可

後
に

協
定

区
域

の
土

地
を

取
得

す
る

場
合

 

 
一

人
協

定
で

認
可

さ
れ

た
協

定
区

域
内

の
土

地
を

取
得

さ
れ

た
方

は
、

景
観

協
定

の
内

容
が

承
継

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

転
売

や
相

続
な

ど
で

土
地

の
権

利
を

移
転

す
る

場
合

も
同

様
に

協
定

内
容

が
承

継
さ

れ
ま

す
。

 

 ◆
宅

地
分

譲
を

目
的

と
し

た
一

人
協

定
作

成
の

留
意

点
 

 
・

協
定

の
認

定
を

申
請

す
る

時
に

は
、

開
発

や
分

譲
の

予
定

を
考

慮
し

て
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
つ

く
り

ま
し

ょ
う

。
で

き
る

だ
け

早
い

段
階

で
検

討
を

始
め

、
協

定
内

容
に

変
更

が
無

い
よ

う
に

開
発

計
画

と
調

整
し

な
が

ら
進

め
て

い
く

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

 

 
 

※
一

人
協

定
の

場
合

は
、

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
が

協
定

を
適

切
に

運
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、

景
観

協
定

の
内

容
は

細
か

く
決

め
す

ぎ
な

い
こ

と
が

重
要

で
す

。
協

定
内

容
を

変
更

す
る

場

合
に

も
、

合
意

形
成

が
難

し
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

詳
細

は
運

営
委

員
会

等
の

細
則

な

ど
で

別
途

定
め

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
 

 
・

一
人

協
定

の
場

合
は

、
認

可
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

年
以

内
に

、
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
に

２
以

上
の

土
地

所
有

者
等

が
存

す
る

こ
と

と
な

っ
た

時
か

ら
効

力
が

生
じ

ま
す

。
そ

の
際

、
宅

地
を

分
譲

す
る

事
業

者
等

は
、
「

一
の

所
有

者
に

よ
る

景
観

協
定

が
効

力
を

有
す

る
こ

と
と

な

っ
た

旨
の

届
出

書
（

任
意

様
式

）
」

を
飯

田
市

長
に

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
・

宅
地

を
分

譲
す

る
事

業
者

等
は

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

重
要

事
項

説
明

書
な

ど
を

使
っ

て
、

住
宅

購
入

者
に

景
観

協
定

の
内

容
を

説
明

し
、

十
分

に
理

解
し

て
い

た
だ

く
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
新

し
い

住
民

に
景

観
協

定
が

あ
る

こ
と

を
認

知
し

て
も

ら
う

た
め

に
景

観
協

定
を

示
す

プ
レ

ー
ト

な
ど

を
設

置
す

る
と

よ
い

で
し

ょ
う

。
 

 
 

※
共

有
部

分
等

を
住

民
で

維
持

管
理

す
る

場
合

は
、

管
理

方
法

に
つ

い
て

も
あ

ら
か

じ
め

周
知

す
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

 ５
 

景
観

協
定

が
成

立
し

た
ら

 

 
景

観
協

定
が

成
立

し
た

ら
運

営
委

員
会

等
を

設
置

し
ま

し
ょ

う
。

 

 
運

営
委

員
会

等
は

、
景

観
協

定
の

運
営

は
も

と
よ

り
、

そ
の

解
釈

や
景

観
協

定
違

反
に

つ
い

て
の

対
応

、
飯

田
市

と
の

連
絡

調
整

窓
口

と
し

て
欠

か
せ

な
い

も
の

で
す

。
 

ま
と

ま
っ

た
土

地
を

所

有
さ

れ
て

い
る

方
等

 

景
観

協
定

 

（
一

人
協

定
）

 

２
以

上
の

 

土
地

所
有

者
等

 

分
譲

等
 

効
力

発
生
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認

可
公

告
後

速
や

か
に

、
景

観
協

定
書

に
基

づ
く

運
営

委
員

会
等

の
設

置
を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

 ◆
協

定
区

域
内

で
協

定
に

定
め

る
行

為
を

行
う

場
合

 

 
協

定
区

域
内

で
、

建
築

や
工

作
物

の
設

置
、

そ
の

他
景

観
協

定
で

定
め

ら
れ

た
行

為
を

行
う

場
合

は
、
あ

ら
か

じ
め

運
営

委
員

会
等

に
計

画
書

を
提

出
し

、
承

認
を

得
た

う
え

で
手

続
き

を
行

い
ま

す
。
 

 ◆
認

可
後

に
景

観
協

定
を

変
更

、
廃

止
す

る
場

合
 

 
景

観
協

定
の

区
域

、
建

築
物

等
に

関
す

る
基

準
、

有
効

期
間

な
ど

の
内

容
を

変
更

す
る

場
合

は
、

景
観

協
定

合
意

者
の

全
員

の
合

意
を

得
て

、
再

度
認

可
が

必
要

で
す

。
 

 
ま

た
、

景
観

協
定

を
廃

止
す

る
場

合
は

、
過

半
数

の
合

意
を

得
て

、
同

じ
く

認
可

を
受

け
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
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 ６
 

景
観

協
定

Ｑ
＆

Ａ
 

 Ｑ
１

．
 

景
観

協
定

に
は

、
誰

で
も

参
加

で
き

る
の

で
す

か
？

 

Ａ
１

．
 

景
観

協
定

に
参

加
で

き
る

の
は

、
景

観
協

定
を

目
的

と
す

る
土

地
の

区
域

の
所

有
者

及
び

借
地

権
者

（
景

観
法

で
は

「
土

地
所

有
者

等
」

と

い
っ

て
い

ま
す

。
）

で
す

。
た

だ
し

、
借

地
権

の
目

的
と

な
っ

て
い

る

土
地

に
つ

い
て

は
、

借
地

を
し

て
い

る
人

が
参

加
を

す
れ

ば
、

土
地

の

所
有

者
は

参
加

し
な

い
こ

と
も

で
き

ま
す

。
 

借
家

人
は

原
則

と
し

て
参

加
で

き
ま

せ
ん

が
、

景
観

協
定

の
内

容
が

建
築

物
又

は
工

作
物

の
借

主
の

制
限

に
係

る
場

合
に

は
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。（
景

観
法

第
9

1
条

）
 

Ｑ
２

．
 

土
地

を
共

有
し

て
い

る
場

合
、

景
観

協
定

を
結

ぶ
た

め

に
は

共
有

者
全

員
の

合
意

が

必
要

で
す

か
？

 

Ａ
２

．
 

円
滑

な
運

営
の

た
め

、
土

地
所

有
者

等
の

全
員

の
合

意
を

得
る

こ
と

が
望

ま
し

い
で

す
が

、
共

有
し

て
い

る
土

地
所

有
者

等
の

持
分

の
割

合

の
合

計
が

過
半

数
に

達
し

て
い

れ
ば

景
観

協
定

を
結

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

Ｑ
３

．
 

景
観

協
定

に
あ

と
か

ら
加

入
し

よ
う

と
す

る
場

合
、

ど

ん
な

手
続

き
が

必
要

で
す

か
？

 

Ａ
３

．
 

景
観

協
定

区
域

外
の

土
地

の
所

有
者

又
は

借
地

権
者

が
新

た
に

景

観
協

定
に

加
入

す
る

た
め

に
は

、
景

観
協

定
合

意
者

の
全

員
の

合
意

に

よ
り

再
度

認
可

申
請

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
が

、
あ

ら
か

じ
め

景

観
協

定
区

域
隣

接
地

と
し

て
定

め
ら

れ
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

土
地

所

有
者

等
が

、
市

長
に

対
し

、
書

面
で

意
思

表
示

を
す

る
こ

と
に

よ
り

景

観
協

定
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

景
観

協
定

区
域

内
の

土
地

を
あ

と
か

ら
購

入
し

、
ま

た
借

地
を

す
る

場
合

は
自

動
的

に
加

入
し

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

Ｑ
４

．
 

敷
地

の
分

割
を

禁
止

し
た

場
合

、
相

続
な

ど
を

す
る

た

め
の

分
筆

は
で

き
ま

す
か

？
 

Ａ
４

．
 

相
続

な
ど

に
よ

る
所

有
権

移
転

の
た

め
の

分
筆

は
可

能
で

す
が

、
分

筆
し

所
有

権
移

転
を

し
た

そ
れ

ぞ
れ

の
土

地
に

建
築

物
を

建
て

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

 

Ｑ
５

．
 

景
観

協
定

に
合

っ
て

い
る

か
ど

う
か

の
確

認
は

誰
が

行

う
の

で
す

か
？

 

Ａ
５

．
 

景
観

協
定

に
合

っ
て

い
る

か
の

確
認

は
運

営
委

員
会

等
で

行
い

ま

す
。

確
認

を
行

う
た

め
に

、
景

観
協

定
書

に
条

文
で

審
査

が
で

き
る

書
類

を
提

出
す

る
よ

う
定

め
る

と
良

い
で

し
ょ

う
。

 

Ｑ
６

．
 

景
観

協
定

区
域

内
で

出
さ

れ
た

建
築

確
認

申
請

の
情

報

を
教

え
て

も
ら

う
こ

と
は

で

き
ま

す
か

？
 

Ａ
６

．
 

建
築

確
認

申
請

の
情

報
は

個
人

情
報

保
護

の
関

係
上

、
建

築
確

認
済

証
交

付
前

に
お

伝
え

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
 

交
付

後
に

は
、

建
築

計
画

概
要

書
を

閲
覧

す
る

こ
と

が
で

き
、

建
築

確
認

の
情

報
を

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
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 Ｑ
７

．
 

景
観

協
定

違
反

へ
の

対
応

は
、

誰
が

行
う

の
で

す
か

？
 

 
Ａ

７
．

 

景
観

協
定

違
反

に
は

運
営

委
員

会
等

で
対

応
し

ま
す

。
具

体
的

に
は

景
観

協
定

書
に

違
反

に
対

す
る

措
置

と
し

て
、

運
営

委
員

会
等

の
決

定

に
基

づ
き

運
営

委
員

長
等

が
工

事
停

止
や

是
正

を
求

め
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

Ｑ
８

．
 

景
観

協
定

の
有

効
期

間
中

に
脱

退
す

る
こ

と
は

で
き

ま

す
か

？
 

 
Ａ

８
．

 

有
効

期
間

内
は

、
本

人
の

意
思

の
み

で
脱

退
は

で
き

ま
せ

ん
。

 

景
観

協
定

区
域

か
ら

外
れ

る
こ

と
は

、
区

域
の

変
更

に
な

る
の

で
、

景
観

協
定

区
域

の
土

地
所

有
者

等
の

全
員

の
合

意
が

必
要

で
す

。
 

Ｑ
９

．
 

親
子

な
ど

の
２

世
帯

が
独

立
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

な

住
宅

は
、

一
戸

建
て

住
宅

と

し
て

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き

ま
す

か
？

 

 
Ａ

９
．

 

台
所

や
風

呂
場

、
ト

イ
レ

な
ど

を
そ

れ
ぞ

れ
２

つ
以

上
設

け
た

、
２

世
帯

が
独

立
し

て
生

活
で

き
る

住
宅

で
あ

っ
て

も
、

玄
関

が
１

ヶ
所

の

も
の

は
、

一
戸

建
て

住
宅

と
し

て
取

扱
い

ま
す

。
 

ま
た

、
玄

関
が

２
ヶ

所
あ

っ
て

も
、

建
築

物
の

内
部

で
行

来
で

き
る

も
の

は
、

一
戸

建
て

住
宅

と
し

て
取

扱
い

ま
す

。
 

Ｑ
1

0
．

 

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
や

穴
抜

け
地

に
対

す
る

行
政

指

導
に

つ
い

て
は

ど
の

よ
う

に

な
っ

て
い

ま
す

か
？

 

 
Ａ

1
0

．
 

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
や

い
わ

ゆ
る

穴
抜

け
地

は
、

景
観

協
定

区
域

外
の

た
め

、
景

観
協

定
の

効
力

は
及

び
ま

せ
ん

。
 

 

Ｑ
1

1
．

 

一
人

協
定

と
は

な
ん

で
す

か
？

 

 
Ａ

1
1

．
 

土
地

所
有

者
等

が
一

人
で

あ
る

場
合

で
も

景
観

協
定

を
定

め
る

こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

 

こ
の

制
度

に
よ

り
、

主
に

新
規

開
発

で
開

発
事

業
者

な
ど

が
開

発
区

域
の

全
て

を
所

有
し

て
い

る
場

合
に

、
あ

ら
か

じ
め

景
観

協
定

を
定

め

た
後

に
分

譲
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。
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1
0

 

 ７
 

参
考

資
料

 

  

破
線

内
は

解
説

で
す

 

 

○
○

景
観

協
定

書
 

（
目

的
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

景
観

法
（

平
成

1
6

年
法

律
第

1
1

0
号

。
以

下
「

法
」

と
い

う
。
）

の
規

定
に

基
づ

き
、

第
５

条
に

定
め

る
景

観
協

定
区

域
（

以
下

「
協

定
区

域
」

と
い

う
。
）

内
に

お
け

る
良

好
な

景
観

の
形

成
の

た
め

に
必

要
な

基
準

を
定

め
、

地
域

の
よ

り
良

い
景

観
の

維
持

・
増

進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
用

語
の

定
義

）
 

第
２

条
 

こ
の

協
定

に
お

け
る

用
語

の
意

義
は

、
法

、
建

築
基

準
法

（
昭

和
2

5
年

法
律

第
2

0
1

号
）

及
び

建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
2

5
年

政
令

第
3

3
8

号
）

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
名

称
）

 

第
３

条
 

こ
の

協
定

は
、

○
○

景
観

協
定

と
称

す
る

。
 

（
協

定
の

締
結

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

は
、

協
定

区
域

内
の

土
地

の
所

有
者

及
び

建
築

物
の

所
有

を
目

的
と

す
る

地
上

権
又

は
賃

借
権

を
有

す
る

者
（

以
下

「
土

地
所

有
者

等
」

と
い

う
。
）

の
全

員
の

合
意

に
よ

っ
て

締
結

す
る

。
 

（
景

観
協

定
区

域
）

 

第
５

条
 

こ
の

協
定

の
目

的
と

な
る

土
地

の
区

域
は

飯
田

市
○

○
○

番
○

の
ほ

か
別

添
区

域
図

に

示
す

区
域

と
す

る
。

ま
た

、
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

に
つ

い
て

も
同

図
に

示
す

。
 

・
区

域
を

特
定

す
る

た
め

に
代

表
す

る
所

在
地

番
を

書
き

ま
す

。
 

・
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

を
指

定
し

な
い

場
合

に
は

、
ま

た
以

降
は

不
要

で
す

。
 

（
良

好
な

景
観

の
形

成
の

た
め

に
必

要
な

基
準

）
 

第
６

条
 

協
定

区
域

内
に

お
い

て
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
基

準
に

よ
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
(1

) 
建

築
物

の
用

途
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

ア
 

一
戸

建
て

専
用

住
宅

（
多

世
帯

同
居

住
宅

を
含

む
。
）

 

イ
 

診
療

所
併

用
住

宅
（

動
物

病
院

併
用

を
除

く
。
）

 

ウ
 

一
戸

建
て

住
宅

で
事

務
所

、
店

舗
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
用

途
を

兼
ね

る
も

の
 

エ
 

そ
の

他
運

営
委

員
会

が
住

環
境

を
損

な
う

お
そ

れ
が

な
い

と
し

て
承

認
し

た
も

の
 

 
(2

) 
敷

地
面

積
は

○
㎡

以
上

と
す

る
。

 

 
(3

) 
建

築
物

の
外

壁
又

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
面

か
ら

道
路

境
界

線
ま

で
の

距
離

は
○

ｍ
以

上

と
し

、
隣

地
境

界
線

ま
で

の
距

離
は

○
ｍ

以
上

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
の

距
離

の
限

度
に

満
た

な
い

距
離

に
あ

る
建

築
物

又
は

建
築

物
の

部
分

で
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

ア
 

外
壁

又
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

中
心

線
の

長
さ

の
合

計
が

３
ｍ

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

景
観

協
定

書
モ

デ
ル

例
(解

説
付

き
) 

1
1

 

 

イ
 

物
置

そ
の

他
こ

れ
に

類
す

る
用

途
に

供
し

、
軒

の
高

さ
が

2
.3

ｍ
以

下
で

、
か

つ
、

床
面

積
の

合
計

が
５

㎡
以

内
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(4

) 
建

築
物

の
高

さ
は

、
地

盤
面

か
ら

○
ｍ

、
軒

の
高

さ
は

地
盤

面
か

ら
○

ｍ
を

そ
れ

ぞ
れ

超
え

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 
(5

) 
地

階
を

除
く

建
物

の
階

数
は

、
○

以
下

と
す

る
。

 

(6
) 

垣
又

は
さ

く
の

構
造

は
、

生
け

垣
、

フ
ェ

ン
ス

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

開
放

性
の

あ
る

も

の
と

す
る

。
 

 
(7

) 
建

築
物

の
屋

根
及

び
外

壁
の

色
彩

は
周

囲
の

景
観

と
調

和
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(8
) 

敷
地

内
に

敷
地

面
積

の
○

％
以

上
の

緑
地

を
確

保
す

る
。

 

（
運

営
委

員
会

）
 

第
７

条
 

こ
の

協
定

の
運

営
に

関
す

る
事

項
を

処
理

す
る

た
め

、
○

○
景

観
協

定
運

営
委

員
会

（
以

下
「

委
員

会
」

と
い

う
。
）

を
設

置
す

る
。

 

２
 

委
員

会
は

、
土

地
所

有
者

等
の

互
選

に
よ

り
選

出
さ

れ
た

委
員

若
干

名
を

も
っ

て
組

織
す

る
。
 

３
 

委
員

の
任

期
は

○
年

と
す

る
。

た
だ

し
、

委
員

に
欠

員
が

生
じ

た
場

合
に

お
け

る
補

欠
の

委
員

の
任

期
は

、
前

任
者

の
残

任
期

間
と

す
る

。
 

・
 

継
続

性
の

あ
る

運
営

が
で

き
る

よ
う

、
委

員
の

任
期

は
複

数
年

に
設

定
し

ま
し

ょ
う

。
 

・
 

全
員

が
一

斉
に

替
わ

ら
な

い
よ

う
、

半
数

ず
つ

改
選

す
る

な
ど

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
 

４
 

委
員

は
、

再
選

さ
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
役

員
）

 

第
８

条
 

委
員

会
に

、
委

員
長

１
名

、
副

委
員

長
○

名
及

び
会

計
○

名
を

置
く

。
 

２
 

委
員

長
、

副
委

員
長

及
び

会
計

は
委

員
の

互
選

に
よ

っ
て

定
め

る
。

 

３
 

委
員

長
は

、
委

員
会

を
代

表
し

､
こ

の
協

定
の

運
営

事
務

を
総

理
す

る
。

 

４
 

副
委

員
長

は
、

委
員

長
を

補
佐

し
、

委
員

長
が

前
項

の
事

務
を

行
え

な
い

と
き

は
、

あ
ら

か
じ

め
委

員
長

が
指

名
す

る
副

委
員

長
が

そ
の

事
務

を
処

理
す

る
。

 
・

副
委

員
長

を
１

名
と

す
る

場
合

に
は

、
「

あ
ら

か
じ

め
委

員
長

が
指

名
す

る
」

の
部

分
は

不
要

と
な

り
ま

す
。

 

５
 

会
計

は
、

委
員

会
の

経
理

に
関

す
る

事
務

を
処

理
す

る
。

 

６
 

委
員

長
が

選
任

さ
れ

た
と

き
又

は
委

員
長

が
変

更
に

な
っ

た
と

き
は

、
新

た
に

委
員

長
に

な
っ

た
者

が
、

速
や

か
に

そ
の

旨
を

飯
田

市
長

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
委

任
）

 

第
９

条
 

前
２

条
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
景

観
協

定
の

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、

委
員

会
が

定
め

る
。

 

（
違

反
者

に
対

す
る

措
置

）
 

第
1

0
条

 
委

員
長

は
、

こ
の

協
定

に
違

反
し

た
土

地
所

有
者

等
（

以
下

「
違

反
者

」
と

い
う

。
）

が
あ

っ
た

と
き

は
、

違
反

者
に

対
し

、
委

員
会

の
決

定
に

基
づ

き
、

文
書

を
も

っ
て

、
工

事
の

施

工
停

止
又

は
相

当
の

猶
予

期
間

を
付

し
て

是
正

の
た

め
の

必
要

な
措

置
を

と
る

こ
と

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

違
反

者
は

、
前

項
の

請
求

が
あ

っ
た

と
き

は
、

こ
れ

に
従

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
裁

判
所

へ
の

提
訴

）
 

第
1

1
条

 
委

員
長

は
、

違
反

者
が

前
条

第
１

項
の

請
求

に
従

わ
な

い
と

き
は

、
委

員
会

の
決

定
に

Ⅲ-2-56-6



1
2

 

 

基
づ

き
、

工
事

の
施

工
停

止
又

は
違

反
者

が
是

正
の

た
め

に
必

要
な

措
置

を
と

る
こ

と
の

強
制

履

行
若

し
く

は
違

反
者

の
費

用
を

も
っ

て
第

三
者

に
こ

れ
を

な
さ

し
め

る
こ

と
を

裁
判

所
に

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

委
員

長
は

、
前

項
の

請
求

を
行

っ
た

と
き

は
、

民
事

訴
訟

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
当

該
請

求
に

係
る

訴
訟

手
続

に
要

し
た

費
用

等
の

額
を

違
反

者
に

請
求

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
土

地
所

有
者

等
変

更
の

届
出

）
 

第
1

2
条

 
土

地
所

有
者

等
は

、
土

地
の

所
有

権
及

び
建

築
物

の
所

有
を

目
的

と
す

る
地

上
権

又
は

賃
借

権
を

移
転

す
る

と
き

は
、
あ

ら
か

じ
め

、
そ

の
旨

を
委

員
長

へ
届

け
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
建

築
計

画
の

事
前

届
出

）
 

第
1

3
条

 
土

地
所

有
者

等
は

、
建

築
物

を
建

築
す

る
と

き
又

は
用

途
変

更
を

す
る

と
き

は
、

あ
ら

か
じ

め
、

建
築

計
画

を
委

員
長

へ
届

け
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

・
定

め
た

建
築

物
の

基
準

に
応

じ
て

届
け

出
が

必
要

な
行

為
を

設
定

し
ま

す
。

 

他
に

考
え

ら
れ

る
例

：
意

匠
（

デ
ザ

イ
ン

）
⇒

外
部

の
修

繕
又

は
模

様
替

 

（
協

定
の

変
更

）
 

第
1

4
条

 
土

地
所

有
者

等
は

、
協

定
区

域
、

良
好

な
景

観
の

形
成

の
た

め
に

必
要

の
基

準
、

有
効

期
間

、
違

反
者

に
対

す
る

措
置

又
は

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

そ

の
全

員
の

合
意

を
も

っ
て

そ
の

旨
を

定
め

、
こ

れ
を

飯
田

市
長

に
申

請
し

て
そ

の
認

可
を

受
け

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
協

定
の

廃
止

）
 

第
1

5
条

 
土

地
所

有
者

等
は

、
こ

の
協

定
を

廃
止

し
よ

う
と

す
る

場
合

は
、

そ
の

過
半

数
の

合
意

を
も

っ
て

そ
の

旨
を

定
め

、
こ

れ
を

飯
田

市
長

に
申

請
し

て
そ

の
認

可
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

（
効

力
の

承
継

）
 

第
1

6
条

 
こ

の
協

定
は

、
飯

田
市

長
の

認
可

公
告

の
あ

っ
た

日
以

後
に

お
い

て
土

地
所

有
者

等
と

な
っ

た
者

に
対

し
て

も
、

そ
の

効
力

が
あ

る
も

の
と

す
る

。
 

（
有

効
期

間
）

 

第
1

7
条

 
こ

の
協

定
の

有
効

期
間

は
、

飯
田

市
長

の
認

可
公

告
の

あ
っ

た
日

か
ら

1
0

年
間

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
内

に
し

た
行

為
に

対
す

る
第

1
0

条
及

び
第

1
1

条
の

適

用
に

つ
い

て
は

、
期

間
満

了
後

も
、

な
お

効
力

を
有

す
る

。
 

・
一

人
協

定
の

場
合

に
は

下
線

部
分

が
「

飯
田

市
長

の
認

可
公

告
の

あ
っ

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
年

以
内

に
お

い
て

協
定

区
域

内
の

土

地
に

二
以

上
の

土
地

所
有

者
等

が
存

す
る

こ
と

と
な

っ
た

日
」

と
な

り
ま

す
。

 

 附
則

 ・
附

則
は

協
定

の
内

容
に

よ
っ

て
表

現
を

変
え

な
く

て
は

い
け

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

担
当

課
へ

ご
相

談
下

さ
い

。
 

（
効

力
の

発
生

）
 

１
 

こ
の

協
定

は
、

飯
田

市
長

の
認

可
公

告
の

あ
っ

た
日

か
ら

効
力

を
発

す
る

。
 

・
一

人
協

定
の

場
合

に
は

下
線

が
「

飯
田

市
長

の
認

可
公

告
の

あ
っ

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
年

以
内

に
お

い
て

協
定

区
域

内
の

土
地

に

二
以

上
の

土
地

所
有

者
等

が
存

す
る

こ
と

と
な

っ
た

日
」

と
な

り
ま

す
。

 

（
適

用
の

除
外

）
 

２
 

こ
の

協
定

の
認

可
公

告
の

あ
っ

た
日

（
認

可
公

告
時

に
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

だ
っ

た
土

地
に

1
3

 

 

つ
い

て
は

、
こ

の
協

定
に

加
わ

っ
た

日
。

以
下

同
じ

。
）

に
現

に
存

す
る

建
築

物
若

し
く

は
そ

の

敷
地

又
は

現
に

建
築

、
修

繕
若

し
く

は
模

様
替

の
工

事
中

の
建

築
物

若
し

く
は

そ
の

敷
地

が
、

第

６
条

の
規

定
に

適
合

せ
ず

、
又

は
こ

の
規

定
に

適
合

し
な

い
部

分
を

有
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

当
該

規
定

は
、
適

用
し

な
い

。
た

だ
し

、
こ

の
協

定
の

認
可

公
告

の
あ

っ
た

日
以

降
で

あ
る

増
築

、

改
築

、
移

転
、

大
規

模
の

修
繕

又
は

大
規

模
の

模
様

替
に

係
る

建
築

物
又

は
そ

の
敷

地
に

対
し

て

は
、

こ
の

協
定

の
規

定
を

適
用

す
る

。
 

３
 

建
築

物
の

用
途

を
変

更
す

る
場

合
は

、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
第

６
条

第
１

号
の

規
定

を
適

用
す

る
。

 

４
 

こ
の

協
定

の
認

可
公

告
の

あ
っ

た
日

に
、

現
に

建
築

物
の

敷
地

と
し

て
使

用
さ

れ
て

い
る

土
地

で
第

６
条

第
２

号
の

規
定

に
適

合
し

な
い

も
の

又
は

現
に

存
す

る
所

有
権

そ
の

他
の

権
利

に
基

づ
い

て
建

築
物

の
敷

地
と

し
て

使
用

す
る

な
ら

ば
同

号
の

規
定

に
適

合
し

な
い

こ
と

と
な

る
土

地
に

つ
い

て
、

そ
の

全
部

を
一

の
敷

地
と

し
て

使
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

同
号

の
規

定
は

、

適
用

し
な

い
。

 
・

第
４

項
は

、
「

敷
地

面
積

は
○

㎡
以

上
と

す
る

」
と

敷
地

面
積

の
最

低
限

度
を

決
め

て
い

る
場

合
に

必
要

で
す

。
「

分
割

の
禁

止
」

の
場

合
に

は
不

要
で

す
。

ま
た

一
人

協
定

等
で

、
敷

地
面

積
の

既
存

不
適

格
が

発
生

し
な

い
こ

と
が

確
実

な
場

合
も

不
要

と
な

り
ま

す
。

 

・
そ

の
他

適
用

除
外

に
つ

い
て

は
、

「
良

好
な

景
観

の
形

成
の

た
め

に
必

要
な

基
準

」
の

内
容

や
地

域
の

状
況

に
合

わ
せ

て
内

容
の

修

正
を

行
っ

て
下

さ
い

。
 

  

Ⅲ-2-56-7



1
4

 

 ○
○

景
観

協
定

の
締

結
に

同
意

し
ま

す
。

 
 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
土

地
の

表
示

 
  飯

田
市

○
○

 
○

丁
目

 
 

番
 

 
面

積
 

 
 

 
 

.
 

 
㎡

 
 

 
番

 
 

面
積

 
 

 
 

 
.
 

 
㎡

 
 

 
番

 
 

面
積

 
 

 
 

 
.
 

 
㎡

 
 

・
所

在
地

番
及

び
面

積
は

筆
ご

と
に

分
け

て
書

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
複

数
の

筆
を

所
有

し
て

い
る

土
地

所
有

者
等

の
た

め
に

、
必

要

な
数

の
欄

を
用

意
し

ま
す

。
 

・
一

人
協

定
の

場
合

で
筆

数
が

多
い

場
合

に
は

、
所

在
地

番
と

面
積

を
表

に
し

た
「

土
地

明
細

表
」

を
付

け
た

上
で

、
次

の
よ

う
に

表

記
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

。
 

飯
田

市
○

○
番

○
他

 

面
積

 
○

，
○

○
○

．
○

○
㎡

(別
添

景
観

協
定

区
域

土
地

明
細

表
の

と
お

り
。

) 

土
地

所
有

者
等

 

 

住
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

住
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

住
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

 ・
１

／
２

づ
つ

の
共

有
者

が
い

る
場

合
等

、
土

地
を

共
有

し
て

い
る

時
に

は
１

つ
の

筆
に

対
し

て
複

数
名

の
署

名
が

必
要

に
な

る
の

で
、

必
要

に
応

じ
て

複
数

の
欄

を
設

け
ま

す
。

 

  

○
○

景
観

協
定

区
域

図
（

仮
）

 

          

・
こ

の
図

は
仮

の
も

の
で

す
。

最
終

的
に

協
定

に
同

意
し

て
い

た
だ

け
な

い
区

画
は

、
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

（
認

可
後

に
協

定
に

加

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
加

入
す

る
ま

で
は

協
定

の
適

用
を

受
け

な
い

敷
地

）
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

・
市

の
認

可
後

に
、

正
式

な
区

域
図

を
皆

様
に

お
配

り
し

ま
す

。
 

・
 

 

・
区

域
図

に
は

、
方

角
や

駅
・

公
園

・
学

校
な

ど
の

目
印

に
な

る
も

の
を

記
入

し
ま

す
。

 

・
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

に
※

マ
ー

ク
等

を
つ

け
る

形
で

区
域

図
を

作
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
加

入
時

に
は

、
簡

便
に

、
修

正
液

で
消

し
て

か
ら

コ
ピ

ー
を

取
っ

て
隣

接
地

加
入

後
の

新
区

域
図

を
作

成
す

る
事

が
で

き
ま

す
。

 

・
認

可
後

、
下

線
部

を
消

し
て

区
域

図
を

確
定

し
ま

す
。

 

 

 ○
○

公
園

 

：
景

観
協

定
区

域
（
景
観
協
定
区
域
隣
接
地
を
除
く
）
 

：
景

観
協

定
区

域
隣

接
地

 
※

 

凡

Ｎ

①
記

入
日

 

②
所

在
地

番
(所

有
し

て
い

る
全

て
の

地
番

を
列

記
) 

③
登

記
面

積
(地

番
ご

と
に

小
数

点
以

下
二

桁
ま

で
記

入
)

④
氏

名
を

直
筆

で
署

名
 

（
所

有
者

が
複

数
の

場
合

は
合

意
す

る
所

有
者

全
員

の
署

名
を

し
ま

す
）

 

⑤
捺

印
 

（
全

員
異

な
る

印
鑑

で
）

 

1
5

 

    第
４

章
 
景

観
協

定
 

（
景

観
協

定
の

締
結

等
）

 

第
8

1
条

 
景

観
計

画
区

域
内

の
一

団
の

土
地
（

公
共

施
設

の
用

に

供
す

る
土

地
そ

の
他

の
政

令
で

定
め

る
土

地
を

除
く

。
）

の
所

有

者
及

び
借

地
権

を
有

す
る

者
（

土
地

区
画

整
理

法
（

昭
和

2
9

年

法
律

第
1

1
9

号
）

第
9

8
条

第
１

項
（

大
都

市
地

域
に

お
け

る

住
宅

及
び

住
宅

地
の

供
給

の
促

進
に

関
す

る
特

別
措

置
法
（

昭
和

5
0

年
法

律
第

6
7

号
。

以
下

「
大

都
市

住
宅

等
供

給
法

」
と

い

う
。
）

第
8

3
条

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。

以
下

こ
の

章
に

お
い

て
同

じ
。
）

の
規

定
に

よ
り

仮
換

地
と

し
て

指
定

さ
れ

た
土

地
に

あ
っ

て
は

、
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
の

所

有
者

及
び

借
地

権
を

有
す

る
者

。
以

下
こ

の
章

に
お

い
て

「
土

地

所
有

者
等

」
と

い
う

。
）

は
、

そ
の

全
員

の
合

意
に

よ
り

、
当

該

土
地

の
区

域
に

お
け

る
良

好
な

景
観

の
形

成
に

関
す

る
協

定
（

以

下
「

景
観

協
定

」
と

い
う

。
）

を
締

結
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た

だ
し

、
当

該
土

地
（

土
地

区
画

整
理

法
第

9
8

条
第

１
項

の
規

定

に
よ

り
仮

換
地

と
し

て
指

定
さ

れ
た

土
地

に
あ

っ
て

は
、
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
）
の

区
域

内
に

借
地

権
の

目
的

と
な

っ
て

い
る

土
地

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
借

地
権

の
目

的

と
な

っ
て

い
る

土
地

の
所

有
者

の
合

意
を

要
し

な
い

。
 

２
 

景
観

協
定

に
お

い
て

は
、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
定

め
る

も
の

と

す
る

。
 

一
 

景
観

協
定

の
目

的
と

な
る

土
地

の
区

域
（

以
下

「
景

観
協

定
区

域
」

と
い

う
。
）

 

二
 

良
好

な
景

観
の

形
成

の
た

め
の

次
に

掲
げ

る
事

項
の

う
ち

、

必
要

な
も

の
 

イ
 

建
築

物
の

形
態

意
匠

に
関

す
る

基
準

 

ロ
 

建
築

物
の

敷
地

、
位

置
、

規
模

、
構

造
、

用
途

又
は

建

築
設

備
に

関
す

る
基

準
 

ハ
 

工
作

物
の

位
置

、
規

模
、

構
造

、
用

途
又

は
形

態
意

匠

に
関

す
る

基
準

 

ニ
 

樹
林

地
、

草
地

等
の

保
全

又
は

緑
化

に
関

す
る

事
項

 

ホ
 

屋
外

広
告

物
の

表
示

又
は

屋
外

広
告

物
を

掲
出

す
る

物
件

の
設

置
に

関
す

る
基

準
 

ヘ
 

農
用

地
の

保
全

又
は

利
用

に
関

す
る

事
項

 

ト
 

そ
の

他
良

好
な

景
観

の
形

成
に

関
す

る
事

項
 

三
 

景
観

協
定

の
有

効
期

間
 

四
 

景
観

協
定

に
違

反
し

た
場

合
の

措
置

 

３
 

景
観

協
定

に
お

い
て

は
、

前
項

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

景
観

計
画

区
域

内
の

土
地

の
う

ち
、
景

観
協

定
区

域
に

隣
接

し
た

土
地

で
あ

っ
て

、
景

観
協

定
区

域
の

一
部

と
す

る
こ

と
に

よ
り

良

好
な

景
観

の
形

成
に

資
す

る
も

の
と

し
て

景
観

協
定

区
域

の
土

地
と

な
る

こ
と

を
当

該
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
所

有
者

等
が

希
望

す
る

も
の

（
以

下
「

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
」

と
い

う
。
）

を
定

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

４
 

景
観

協
定

は
、
景

観
行

政
団

体
の

長
の

認
可

を
受

け
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。
 

（
認

可
の

申
請

に
係

る
景

観
協

定
の

縦
覧

等
）

 

第
8

2
条

 
景

観
行

政
団

体
の

長
は

、
前

条
第

４
項

の
規

定
に

よ
る

景
観

協
定

の
認

可
の

申
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、

国
土

交
通

省
令

・

農
林

水
産

省
令

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
そ

の
旨

を
公

告
し

、

当
該

景
観

協
定

を
当

該
公

告
の

日
か

ら
２

週
間

関
係

人
の

縦
覧

に
供

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

公
告

が
あ

っ
た

と
き

は
、

関
係

人
は

、
同

項
の

縦
覧

期
間

満
了

の
日

ま
で

に
、

当
該

景
観

協
定

に
つ

い
て

、

景
観

行
政

団
体

の
長

に
意

見
書

を
提

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
景

観
協

定
の

認
可

）
 

第
8

3
条

 
景

観
行

政
団

体
の

長
は

、
第

8
1

条
第

４
項

の
規

定
に

よ
る

景
観

協
定

の
認

可
の

申
請

が
、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
と

き
は

、
当

該
景

観
協

定
を

認
可

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

一
 

申
請

手
続

が
法

令
に

違
反

し
な

い
こ

と
。

 

二
 

土
地

、
建

築
物

又
は

工
作

物
の

利
用

を
不

当
に

制
限

す
る

も
の

で
な

い
こ

と
。

 

三
 

第
8

1
条

第
２

項
各

号
に

掲
げ

る
事

項
（

当
該

景
観

協
定

に
お

い
て

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
を

定
め

る
場

合
に

あ
っ

て

は
、

当
該

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
に

関
す

る
事

項
を

含
む

。
）

に
つ

い
て

国
土

交
通

省
令

・
農

林
水

産
省

令
で

定
め

る
基

準

に
適

合
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

建
築

基
準

法
第

４
条

第
１

項
の

建
築

主
事

を
置

か
な

い
市

町

村
で

あ
る

景
観

行
政

団
体

の
長

は
、
第

8
1

条
第

２
項

第
２

号
ロ

に
掲

げ
る

事
項

を
定

め
た

景
観

協
定

に
つ

い
て

前
項

の
認

可
を

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
前

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

提
出

さ
れ

た
意

見
書

の
写

し
を

添
え

て
、

都
道

府
県

知
事

に
協

議
し

、
そ

の

同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

３
 

景
観

行
政

団
体

の
長

は
、

第
１

項
の

認
可

を
し

た
と

き
は

、
国

土
交

通
省

令
・

農
林

水
産

省
令

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
そ

の

旨
を

公
告

し
、

か
つ

、
当

該
景

観
協

定
の

写
し

を
当

該
景

観
行

政

団
体

の
事

務
所

に
備

え
て

公
衆

の
縦

覧
に

供
す

る
と

と
も

に
、
景

観
協

定
区

域
で

あ
る

旨
を

当
該

区
域

内
に

明
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
景

観
協

定
の

変
更

）
 

第
8

4
条

 
景

観
協

定
区

域
内

に
お

け
る

土
地

所
有

者
等
（

当
該

景

観
協

定
の

効
力

が
及

ば
な

い
者

を
除

く
。
）

は
、

景
観

協
定

に
お

い
て

定
め

た
事

項
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
そ

の
全

員
の

合
意

を
も

っ
て

そ
の

旨
を

定
め

、
景

観
行

政
団

体
の

長

の
認

可
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

前
２

条
の

規
定

は
、
前

項
の

変
更

の
認

可
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
 

（
景

観
協

定
区

域
か

ら
の

除
外

）
 

第
8

5
条

 
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
（

土
地

区
画

整
理

法
第

9
8

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

仮
換

地
と

し
て

指
定

さ
れ

た
土

地
に

あ
っ

て
は

、
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
）

で
当

該
景

観

協
定

の
効

力
が

及
ば

な
い

者
の

所
有

す
る

も
の

の
全

部
又

は
一

部
に

つ
い

て
借

地
権

が
消

滅
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
借

地

権
の

目
的

と
な

っ
て

い
た

土
地

（
同

項
 
の

規
定

に
よ

り
仮

換
地

と
し

て
指

定
さ

れ
た

土
地

に
対

応
す

る
従

前
の

土
地

に
あ

っ
て

は
、

当
該

土
地

に
つ

い
て

の
仮

換
地

と
し

て
指

定
さ

れ
た

土
地

）

は
、

当
該

景
観

協
定

区
域

か
ら

除
外

さ
れ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

景
観

協
定

区
域

内
の

土
地

で
土

地
区

画
整

理
法

第
9

8
条

第

１
項

の
規

定
に

よ
り

仮
換

地
と

し
て

指
定

さ
れ

た
も

の
が

、
同

法

第
8

6
条

第
１

項
の

換
地

計
画

又
は

大
都

市
住

宅
等

供
給

法
第

7
2

条
第

１
項

の
換

地
計

画
に

お
い

て
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
に

つ
い

て
の

換
地

と
し

て
定

め
ら

れ
ず

、
か

つ
、

土

地
区

画
整

理
法

第
9

1
条

第
３

項
（

大
都

市
住

宅
等

供
給

法
第

8
2

条
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
に

よ
り

当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
の

所
有

者
に

対
し

て
そ

の
共

有
持

分
を

与
え

る
よ

う
に

定
め

ら
れ

た
土

地
と

し
て

も
定

め
ら

れ
な

か
っ

た
と

き
は

、
当

該
土

地
は

、
土

地
区

画
整

理
法

第
1

0
3

条
第

４
項

（
大

都
市

住
宅

等
供

給
法

第
8

3
条

 
に

お
い

て
準

用

す
る

場
合

を
含

む
。
）

の
公

告
が

あ
っ

た
日

が
終

了
し

た
時

に
お

い
て

当
該

景
観

協
定

区
域

か
ら

除
外

さ
れ

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

前
２

項
の

規
定

に
よ

り
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
が

当
該

景

観
協

定
区

域
か

ら
除

外
さ

れ
た

場
合

に
お

い
て

は
、
当

該
借

地
権

を
有

し
て

い
た

者
又

は
当

該
仮

換
地

と
し

て
指

定
さ

れ
て

い
た

土
地

に
対

応
す

る
従

前
の

土
地

に
係

る
土

地
所

有
者

等
（

当
該

景

観
協

定
の

効
力

が
及

ば
な

い
者

を
除

く
。
）

は
、

遅
滞

な
く

、
そ

の
旨

を
景

観
行

政
団

体
の

長
に

届
け

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

４
 

第
8

3
条

第
３

項
の

規
定

は
、
前

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
が

あ

っ
た

場
合

そ
の

他
景

観
行

政
団

体
の

長
が

第
１

項
又

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

景
観

協
定

区
域

内
の

土
地

が
当

該
景

観
協

定
区

域
か

ら
除

外
さ

れ
た

こ
と

を
知

っ
た

場
合

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

（
景

観
協

定
の

効
力

）
 

景
観

法
抜

粋
 

Ⅲ-2-56-8



1
6

 

 第
8

6
条

 
第

8
3

条
第

３
項
（

第
8

4
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用

す
る

場
合

を
含

む
。
）

の
規

定
に

よ
る

認
可

の
公

告
の

あ
っ

た
景

観
協

定
は

、
そ

の
公

告
の

あ
っ

た
後

に
お

い
て

当
該

景
観

協
定

区

域
内

の
土

地
所

有
者

等
と

な
っ

た
者
（

当
該

景
観

協
定

に
つ

い
て

第
8

1
条

第
１

項
又

は
第

8
4

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

合
意

を

し
な

か
っ

た
者

の
有

す
る

土
地

の
所

有
権

を
承

継
し

た
者

を
除

く
。
）

に
対

し
て

も
、

そ
の

効
力

が
あ

る
も

の
と

す
る

。
 

（
景

観
協

定
の

認
可

の
公

告
の

あ
っ

た
後

景
観

協
定

に
加

わ
る

手

続
等

）
 

第
8

7
条

 
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
の

所
有

者
（

土
地

区
画

整
理

法
第

9
8

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

仮
換

地
と

し
て

指
定

さ
れ

た
土

地
に

あ
っ

て
は

、
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
の

所

有
者

）
で

当
該

景
観

協
定

の
効

力
が

及
ば

な
い

も
の

は
、

第
8

3

条
第

３
項

（
第

8
4

条
第

２
項

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。
）

の
規

定
に

よ
る

認
可

の
公

告
が

あ
っ

た
後

い
つ

で
も

、
景

観
行

政
団

体
の

長
に

対
し

て
書

面
で

そ
の

意
思

を
表

示
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

当
該

景
観

協
定

に
加

わ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
の

区
域

内
の

土
地

に
係

る
土

地
所

有

者
等

は
、

第
8

3
条

第
３

項
（

第
8

4
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用

す
る

場
合

を
含

む
。
）

の
規

定
に

よ
る

認
可

の
公

告
が

あ
っ

た
後

い
つ

で
も

、
当

該
土

地
に

係
る

土
地

所
有

者
等

の
全

員
の

合
意

に

よ
り

、
景

観
行

政
団

体
の

長
に

対
し

て
書

面
で

そ
の

意
思

を
表

示

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
景

観
協

定
に

加
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

た

だ
し

、
当

該
土

地
（

土
地

区
画

整
理

法
第

9
8

条
第

１
項

の
規

定

に
よ

り
仮

換
地

と
し

て
指

定
さ

れ
た

土
地

に
あ

っ
て

は
、
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
）
の

区
域

内
に

借
地

権
の

目
的

と
な

っ
て

い
る

土
地

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
借

地
権

の
目

的

と
な

っ
て

い
る

土
地

の
所

有
者

の
合

意
を

要
し

な
い

。
 

３
 

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
の

区
域

内
の

土
地

に
係

る
土

地
所

有

者
等

で
前

項
の

意
思

を
表

示
し

た
も

の
に

係
る

土
地

の
区

域
は

、

そ
の

意
思

の
表

示
の

あ
っ

た
時

以
後

、
景

観
協

定
区

域
の

一
部

と

な
る

も
の

と
す

る
。

 

４
 

第
8

3
条

第
３

項
の

規
定

は
、
第

１
項

又
は

第
２

項
の

規
定

に

よ
る

意
思

の
表

示
が

あ
っ

た
場

合
に

つ
い

て
準

用
す

る
。

 

５
 

景
観

協
定

は
、
第

１
項

又
は

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
当

該
景

観

協
定

に
加

わ
っ

た
者

が
そ

の
時

に
お

い
て

所
有

し
、
又

は
借

地
権

を
有

し
て

い
た

当
該

景
観

協
定

区
域

内
の

土
地
（

土
地

区
画

整
理

法
第

9
8

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

仮
換

地
と

し
て

指
定

さ
れ

た
土

地
に

あ
っ

て
は

、
当

該
土

地
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
）

に

つ
い

て
、
前

項
に

お
い

て
準

用
す

る
第

8
3

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
る

公
告

の
あ

っ
た

後
に

お
い

て
土

地
所

有
者

等
と

な
っ

た
者

（
当

該
景

観
協

定
に

つ
い

て
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

合
意

を
し

な
か

っ
た

者
の

有
す

る
土

地
の

所
有

権
を

承
継

し
た

者
及

び
前

条
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

者
を

除
く

。
）

に
対

し
て

も
、

そ
の

効

力
が

あ
る

も
の

と
す

る
。

 

（
景

観
協

定
の

廃
止

）
 

第
8

8
条

 
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
所

有
者

等
（

当
該

景
観

協
定

の
効

力
が

及
ば

な
い

者
を

除
く

。
）

は
、

第
8

1
条

第
４

項
又

は

第
8

4
条

第
１

項
の

認
可

を
受

け
た

景
観

協
定

を
廃

止
し

よ
う

と
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
過

半
数

の
合

意
を

も
っ

て
そ

の

旨
を

定
め

、
景

観
行

政
団

体
の

長
の

認
可

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
 

２
 

景
観

行
政

団
体

の
長

は
、

前
項

の
認

可
を

し
た

と
き

は
、

そ
の

旨
を

公
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
土

地
の

共
有

者
等

の
取

扱
い

）
 

第
8

9
条

 
土

地
又

は
借

地
権

が
数

人
の

共
有

に
属

す
る

と
き

は
、

第
8

1
条

第
１

項
、

第
8

4
条

第
１

項
、

第
8

7
条

第
１

項
及

び

第
２

項
並

び
に

前
条

第
１

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
合

わ

せ
て

一
の

所
有

者
又

は
借

地
権

を
有

す
る

者
と

み
な

す
。

 

（
一

の
所

有
者

に
よ

る
景

観
協

定
の

設
定

）
 

第
9

0
条

 
景

観
計

画
区

域
内

の
一

団
の

土
地
（

第
8

1
条

第
１

項

の
政

令
で

定
め

る
土

地
を

除
く

。
）

で
、

一
の

所
有

者
以

外
に

土

地
所

有
者

等
が

存
し

な
い

も
の

の
所

有
者

は
、
良

好
な

景
観

の
形

成
の

た
め

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
景

観
行

政
団

体
の

長

の
認

可
を

受
け

て
、
当

該
土

地
の

区
域

を
景

観
協

定
区

域
と

す
る

景
観

協
定

を
定

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

景
観

行
政

団
体

の
長

は
、
前

項
の

規
定

に
よ

る
景

観
協

定
の

認

可
の

申
請

が
第

8
3

条
第

１
項

各
号

の
い

ず
れ

に
も

該
当

し
、
か

つ
、
当

該
景

観
協

定
が

良
好

な
景

観
の

形
成

の
た

め
必

要
で

あ
る

と
認

め
る

場
合

に
限

り
、
当

該
景

観
協

定
を

認
可

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

第
8

3
条

第
２

項
及

び
第

３
項

の
規

定
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
認

可
に

つ
い

て
準

用
す

る
。

 

４
 

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
認

可
を

受
け

た
景

観
協

定
は

、
認

可
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

年
以

内
に

お
い

て
当

該
景

観
協

定
区

域
内

の
土

地
に

二
以

上
の

土
地

所
有

者
等

が
存

す
る

こ
と

と
な

っ
た

時
か

ら
、
第

8
3

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
る

認
可

の
公

告
の

あ
っ

た
景

観
協

定
と

同
一

の
効

力
を

有
す

る
景

観
協

定
と

な
る

。
 

（
借

主
等

の
地

位
）

 

第
9

1
条

 
景

観
協

定
に

定
め

る
事

項
が

建
築

物
又

は
工

作
物

の
借

主
の

権
限

に
係

る
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
景

観
協

定
に

つ
い

て

は
、
当

該
建

築
物

又
は

工
作

物
の

借
主

を
土

地
所

有
者

等
と

み
な

し
て

、
こ

の
章

の
規

定
を

適
用

す
る

。
 

２
 

景
観

協
定

に
農

用
地

の
保

全
又

は
利

用
に

関
す

る
事

項
を

定

め
る

場
合

に
お

い
て

は
、

そ
の

景
観

協
定

に
つ

い
て

は
、

当
該

農

用
地

に
つ

き
地

上
権

、
永

小
作

権
、

質
権

、
賃

借
権

、
使

用
貸

借

に
よ

る
権

利
そ

の
他

の
使

用
及

び
収

益
を

目
的

と
す

る
権

利
を

有
す

る
者

を
土

地
所

有
者

等
と

み
な

し
て

、
こ

の
章

の
規

定
を

適

用
す

る
。

 

    （
景

観
協

定
）

 

第
5

8
条

 
法

第
8

1
条

第
４

項
又

は
法

第
8

4
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
認

可
の

申
請

を
し

よ
う

と
す

る
者

は
、
景

観
協

定
認

可
申

請
書

（
様

式
第

6
0

号
）

の
正

本
２

部
及

び
副

本
に

、
次

に
掲

げ

る
図

書
を

添
え

て
、
こ

れ
ら

を
市

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(1
) 

景
観

協
定

の
目

的
と

な
る

土
地

の
区

域
を

示
す

図
面

 

(2
) 

当
該

景
観

協
定

に
定

め
た

法
第

8
1

条
第

２
項

第
２

号
か

ら
第

４
号

ま
で

に
関

す
る

事
項

を
示

す
図

書
 

(3
) 

景
観

協
定

区
域

隣
接

地
が

定
め

ら
れ

る
と

き
は

、
そ

の
区

域
を

示
す

図
面

 

(4
) 

そ
の

他
認

可
の

申
請

に
関

し
市

長
が

必
要

と
認

め
る

図
書

 

２
 

法
第

8
5

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

は
、
景

観
協

定
区

域

か
ら

の
除

外
届

出
書

（
様

式
第

6
1

号
）

の
正

本
及

び
副

本
を

市

長
に

提
出

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

３
 

法
第

8
7

条
第

１
項

又
は

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
書

面
は

、
景

観
協

定
に

加
わ

る
旨

の
書

面
（

様
式

第
6

2
号

）
と

し
、

景
観

協

定
に

加
わ

る
旨

の
意

思
の

表
示

は
、
こ

れ
の

正
本

及
び

副
本

を
市

長
に

提
出

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

４
 

法
第

8
8

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

認
可

の
申

請
は

、
景

観
協

定
廃

止
認

可
申

請
書

（
様

式
第

6
3

号
）

の
正

本
及

び
副

本
を

市

長
に

提
出

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

５
 

法
第

9
0

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

認
可

の
申

請
は

、
一

の
所

有
者

に
よ

る
景

観
協

定
認

可
申

請
書

（
様

式
第

6
4

号
）

の
正

本

２
部

及
び

副
本

に
第

１
項

各
号

に
掲

げ
る

図
書

を
添

付
し

て
、
こ

れ
ら

を
市

長
に

提
出

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

飯
田

市
景

観
規

則
抜

粋
 

1
7

 

 （
様
式
第

6
0
号
）
（
第

5
8
条
第
１
項
関
係
）
 景
観
協
定
認
可
申
請
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

 
景
観
法
第

8
1
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
景
観
協
定
の
認
可
の
申
請
を
し
ま
す
。
 

１
 
申
請
す
る
協
定
の
概
要
 

（
１
）
景
観
協
定
の
名
称
 

（
２
）
景
観
協
定
の
区
域
 

（
３
）
景
観
協
定
に
係
る
基
準
等
 

（
４
）
景
観
協
定
の
有
効
期
間
 

２
 
協
定
の
特
徴
 

３
 
添
付
図
書
 

□
景
観
協
定
の
目
的
と
な
る
土
地
の
区
域
を
示
す
図
面
 

□
当
該
景
観
協
定
に
定
め
た
法
第

8
1
条
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
関
す
る
事
項
を
示
す
図
書
 

□
景
観
協
定
区
域
隣
接
地
が
定
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
区
域
を
示
す
図
面
 

□
そ
の
他
協
定
に
必
要
な
図
書
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1
8

 

 （
様
式
第

6
1
号
）
（
第

5
8
条
第
２
項
関
係
）
 

景
観
協
定
区
域
か
ら
の
除
外
届
出
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

景
観
法
第

8
5
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
景
観
協
定
区
域
か
ら
の
除
外
の
届
出
を
し
ま
す
。
 

１
 
除
外
さ
れ
る
土
地
 

２
 
届
出
に
係
る
景
観
協
定
 

（
１
）
指
定
年
月
日
及
び
指
定
番
号
 

（
２
）
景
観
協
定
の
名
称
 

（
３
）
景
観
協
定
の
区
域
 

３
 
除
外
さ
れ
る
理
由
 

  
 

1
9

 

 （
様
式
第

6
2
号
）
（
第

5
8
条
第
３
項
関
係
）
 

景
観
協
定
に
加
わ
る
旨
の
書
面
 

年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

 
景
観
法
第

8
7
条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
景
観
協
定
に
加
わ
り
ま
す
。
 

１
 
加
わ
ろ
う
と
す
る
景
観
協
定
の
概
要
 

（
１
）
景
観
協
定
の
名
称
 

（
２
）
景
観
協
定
の
区
域
 

（
３
）
景
観
協
定
に
係
る
基
準
等
 

（
４
）
景
観
協
定
の
有
効
期
間
 

２
 
新
た
な
景
観
協
定
の
区
域
 

３
 
添
付
図
書
 

□
景
観
協
定
の
目
的
と
な
る
土
地
の
区
域
を
示
す
図
面
 

□
景
観
協
定
区
域
隣
接
地
が
定
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
区
域
を
示
す
図
面
 

□
そ
の
他
協
定
に
関
し
必
要
な
図
書
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2
0

 

 （
様
式
第

6
3
号
）
（
第

5
8
条
第
４
項
関
係
）
 

景
観
協
定
廃
止
認
可
申
請
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

景
観
法
第

8
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
景
観
協
定
の
廃
止
の
認
可
の
申
請
を
し
ま
す
。
 

１
 
申
請
す
る
景
観
協
定
の
概
要
 

（
１
）
景
観
協
定
の
名
称
 

（
２
）
景
観
協
定
の
区
域
 

（
３
）
景
観
協
定
に
係
る
基
準
等
 

（
４
）
景
観
協
定
の
有
効
期
間
 

２
 
景
観
協
定
の
廃
止
の
理
由
 

  
 

2
1

 

 （
様
式
第

6
4
号
）
（
第

5
8
条
第
５
項
関
係
）
 

一
の
所
有
者
に
よ
る
景
観
協
定
認
可
申
請
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

 
景
観
法
第

9
0
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
景
観
協
定
の
認
可
の
申
請
を
し
ま
す
。
 

１
 
申
請
す
る
協
定
の
概
要
 

（
１
）
景
観
協
定
の
名
称
 

（
２
）
景
観
協
定
の
区
域
 

（
３
）
景
観
協
定
に
係
る
基
準
等
 

（
４
）
景
観
協
定
の
有
効
期
間
 

２
 
協
定
の
特
徴
 

３
 
添
付
図
書
 

□
景
観
協
定
の
名
称
を
示
す
図
書
 

□
景
観
協
定
の
目
的
と
な
る
土
地
の
区
域
を
示
す
図
面
 

□
当
該
景
観
協
定
に
定
め
た
法
第

8
1
条
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
関
す
る
事
項
を
示
す
図
書
 

□
景
観
協
定
区
域
隣
接
地
が
定
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
区
域
を
示
す
図
面
 

□
そ
の
他
協
定
に
必
要
な
図
書
 

 
 

Ⅲ-2-56-11



2
2

 

 （
任
意
様
式
）
 

景
観
協
定
運
営
委
員
会
等
の
代
表
者
選
任
（
変
更
）
報
告
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

 
景
観
協
定
運
営
委
員
会
等
の
代
表
者
を
選
任
（
変
更
）
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
 

１
 
景
観
協
定
の
概
要
 

（
１
）
指
定
年
月
日
及
び
指
定
番
号
 

（
２
）
景
観
協
定
の
名
称
 

２
 
選
任
し
た
代
表
者
（
変
更
後
の
代
表
者
）
 

 
（
１
）
代
表
者
の
住
所
 

 
（
２
）
代
表
者
の
氏
名
 

 
（
３
）
代
表
者
の
連
絡
先
 

３
 
選
任
（
変
更
）
し
た
年
月
日
 

 
 

2
3

 

 （
任
意
様
式
）
 

一
の
所
有
者
に
よ
る
景
観
協
定
が
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
の
届
出
書
 年
 
 
月
 
 
日
 

飯
田
市
長
 

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
 

 
二
以
上
の
土
地
所
有
者
等
が
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
届
出
し
ま
す
。
 

１
 
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
協
定
の
概
要
 

（
１
）
指
定
年
月
日
及
び
指
定
番
号
 

（
２
）
景
観
協
定
の
名
称
 

２
 
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
年
月
日
 

３
 
添
付
図
書
 

 
□
二
以
上
の
土
地
所
有
者
等
が
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
を
証
す
る
書
面
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飯
田

市
屋

外
広

告
物

安
全

管
理

指
針

 
 

平
成

2
9
年

１
月

2
6
日

制
定

 

 第
１

 
趣

旨
 

 
本

指
針

は
、
飯

田
市

屋
外

広
告

物
条

例
（

平
成

1
9
年

飯
田

市
条

例
第

4
3
号

。
以

下
「

条
例

」
と

い
う

。
）
に

規

定
す

る
屋

外
広

告
物

又
は
こ

れ
を

掲
出
す

る
物

件
（
以

下
「

広
告
物

等
」
と

い
う

。
）
を

表
示
し

、
設

置
し
、
又

は

管
理

す
る

者
（

以
下

「
管
理

者
等

」
と
い

う
。
）

に
よ
る

自
主

点
検
（

以
下

「
点
検

」
と

い
う

。）
に

関
し

必
要
な

基
本

的
事

項
を

定
め

、
公
衆

へ
の

危
害
の

防
止

及
び
良

好
な

景
観
の

育
成

若
し
く

は
風

致
の
維

持
を

図
る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 第
２

 
適

用
の

範
囲
 

 
本

指
針

の
対

象
と

す
る
広

告
物

等
は
、

次
の

各
号
に

掲
げ

る
広
告

物
等

以
外
の

広
告

物
等
と

す
る

。
 

（
１

）
 は

り
紙

、
は
り

札
、

立
看
板

類
、

広
告
幕

類
及

び
ア
ド

バ
ル

ー
ン
 

（
２

）
 壁

面
等

に
描
か

れ
た

も
の
 

（
３

）
 前

２
号

に
掲
げ

る
も

の
に
類

す
る

簡
易
な

も
の
 

（
４

）
 法

令
の

規
定
に

よ
り

表
示
又

は
設

置
が
義

務
付

け
ら
れ

て
い

る
も
の

 

 第
３

 
用

語
の

定
義
 

 
本

指
針

に
お

け
る

用
語
の

定
義

は
、
次

に
掲

げ
る
と

お
り

と
す
る

。
 

 
(
１

)
 

「
目

視
点

検
」
と

は
、

目
視
に

よ
る

点
検
を

行
う

こ
と
。

こ
の

場
合
、

通
常

立
入
可

能
な

場
所
か

ら
で

き
る

限
り

対
象

物
に

近
づ
き

、
実

効
性
の

あ
る

点
検
を

行
う

も
の
と

す
る

。
 

 
(
２

)
 
「
標

準
点

検
」
と

は
、
概

ね
60

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
に

近
づ
い

て
の

目
視
、
触

診
、
打

音
そ

の
他

に
よ
り

点
検

を
行

う
こ

と
。
こ

の
場
合

、
外

部
だ

け
で

な
く

外
装
材

を
外

し
て
の

内
部

点
検
も

行
う

も
の
と

す
る
。
 

 
(
３

)
 

「
詳

細
点

検
」
と

は
、

測
定
器

具
を

用
い
広

告
物

等
を
構

成
す

る
部
材

に
つ

い
て
詳

細
な

計
測
や

検
査

を
行

う
こ

と
。

こ
の

場
合
、

広
告

物
等
の

種
類

に
応
じ

必
要

な
点
検

個
所

に
つ
い

て
寸

法
等
の

測
定

及
び

強
度

等
の

試
験

等
を

行
う
も

の
と

す
る
。

 

 第
４

 
点

検
の

実
施
 

１
 

広
告

物
等

の
管

理
者
等

は
、

日
常
の

補
修

そ
の
他

の
管

理
に
加

え
、

広
告
物

等
を

表
示
し

、
設

置
し
、

又
は

改
造

し
た

と
き

及
び

そ
の
後

３
年

以
内
ご

と
に

、
次
に

掲
げ

る
と
こ

ろ
に

よ
り
広

告
物

等
の
種

類
、

材
質
、
経

過
年

数
及

び
設

置
状

況
に
応

じ
必

要
な
点

検
を

行
い
、

当
該

広
告
物

等
の

安
全
性

を
確

認
し
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。

 

(
１

)
 

点
検

時
期

及
び

点
検

方
法

は
、

別
表

の
と

お
り

と
す

る
。

 

(
２

)
 

点
検
は

、
目

視
点
検

及
び

標
準
点

検
を

基
本
と

し
、

広
告
物

等
の

状
態
を

正
確

に
把
握

で
き

る
方
法
に

よ
り

行
う

こ
と

。
 

(
３

)
 

目
視
点

検
又

は
標
準

点
検

を
実
施

し
て

も
、
な

お
、

安
全
性

の
判

断
が
で

き
な

い
場
合

は
、

詳
細
点
検

に
よ

り
広

告
物

等
の

状
態
を

確
認

す
る
こ

と
。
 

(
４

)
 

突
風
、

降
雪

、
台
風

、
地

震
等
の

災
害

が
予
測

さ
れ

若
し
く

は
発

生
し
た

場
合

に
あ
っ

て
、

広
告
物
等

の
安

全
性

へ
の

影
響

が
あ
る

と
認

め
ら
れ

る
時

は
、
直

ち
に

点
検
を

実
施

す
る
こ

と
。
 

(
５

)
 

点
検

箇
所

及
び

点
検

項
目

（
以

下
「

点
検

個
所

等
」

と
い

う
。
）

は
、

次
に

掲
げ

る
事
項

を
基

本
と
し
、

適
切

な
点

検
方

法
に

よ
り
異

常
の

有
無
を

確
認

す
る
こ

と
。

な
お
、

点
検

個
所
等

は
、

広
告
物

等
の

種
類

又
は

形
状

等
に

応
じ

て
適
宜

増
減

す
る
こ

と
。
 

ア
 

基
礎

部
・

上
部

構
造
 

 
傾

斜
・
ぐ

ら
つ

き
・
ひ

び
・

隙
間
・

さ
び

・
老
朽

化
・

そ
の
他

 

イ
 

支
持

部
 

 
 

 
 
 

 
接

合
部

材
の

腐
食

・
変

形
・

隙
間
・

破
損

、
ボ
ル

ト
及

び
ビ
ス

等
の

さ
び
・

緩
み

・
欠

落
、

滞
水

、
そ
の

他
 

ウ
 

取
付

部
 

 
 

 
 
 

 
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

及
び

プ
レ

ー
ト
の

変
色

・
変
形

・
破

損
、
溶

接
部

・
コ
ー

キ
ン

グ
の

劣
化

・
は

く
離
、

柱
・

壁
・
ス

ラ
ブ

の
取
付

け
箇

所
及
び

周
辺

の
異

常
、

そ
の

他
 

エ
 

表
示

面
 

 
 

 
 

 
 

部
材

の
腐

食
・

破
損

・
剥

離
・

汚
染

・
退

色
・

変
色

等
、

ビ
ス

等
の

欠
落

、

底
部

の
腐

食
・

水
抜

き
孔
の

詰
ま

り
、
滞

水
、

そ
の
他

 

オ
 

照
明

部
 

 
 

 
 
 

 
点

灯
・
発

光
の

不
良
、
部

材
の

破
損
・
変

形
・
さ

び
、
滞

水
、
周
辺

機
器
（

分

電
盤

・
配

線
・

変
圧

器
・
ス

イ
ッ

チ
等
）

の
劣

化
・
破

損
、

そ
の
他

 

カ
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

付
属

部
品

（
装

飾
・

振
れ

止
め

棒
・

鳥
よ

け
・

そ
の

他
）

の
腐

食
・

破
損

、

避
雷

針
の

腐
食

・
破

損
、
そ

の
他
 

２
 

点
検

方
法

の
詳

細
は

、「
屋

外
広

告
物
の

安
全

点
検
に

関
す

る
指
針
（

案
）
」（

国
道

交
通

省
都
市

局
公

園
緑
地
・

景
観

課
）

及
び

「
屋

外
広
告

物
点

検
基
準

（
案

）
」
（
一

般
社

団
法
人

日
本

屋
外
広

告
業

団
体
連

合
会

ほ
か
）
を

参
考

と
す

る
こ

と
。
 

 第
５

 
危

害
防

止
等

の
措
置

 

管
理

者
等

は
、

点
検

の
結
果

、
広

告
物
等

が
公

衆
に
危

害
を

与
え
又

は
良

好
な
景

観
の

育
成
若

し
く

は
風
致
の

維
持

に
害

を
及

ぼ
す

こ
と
が

認
め

ら
れ
た

と
き

は
、
次

に
掲

げ
る
と

こ
ろ

に
よ
り

危
害

防
止
等

の
措

置
を
講

じ
る

こ
と

。
 

(
１

)
 

広
告
物

等
が

、
条
例

第
５

条
第
２

項
及

び
第
３

項
に

規
定
す

る
基

準
に

適
合

し
な

い
と

き
は

、
状
態
に

応
じ

補
修

、
改

修
及

び
撤
去

そ
の

他
必
要

な
措

置
を
直

ち
に

講
じ
る

こ
と

。
特
に

、
倒

壊
又
は

落
下

等
に

よ
り

公
衆

に
危

害
を

及
ぼ
す

お
そ

れ
の
あ

る
場

合
は
、

上
記

の
措
置

と
あ

わ
せ
て

、
必

要
に
応

じ
所

轄
警

察
等

と
連

携
し

、
周

辺
へ
の

立
ち

入
り
制

限
等

、
危
害

防
止

の
た
め

必
要

な
措
置

を
講

じ
る
こ

と
。
 

(
２

)
 

広
告
物

等
の

種
類
、

材
質

等
を
踏

ま
え

た
耐
用

年
数

を
十
分

考
慮

し
、
設

置
後

長
期
間

経
過

し
老
朽
化

が
認

め
ら

れ
る

も
の

は
、
大

規
模

改
修
又

は
撤

去
等
の

対
策

を
講
じ

る
こ

と
。
 

 第
６

 
点

検
記

録
の

作
成
・

保
管
 

１
 

第
４

第
１

項
第

５
号
に

よ
る

点
検
結

果
は

、
広
告

物
等

安
全
点

検
記

録
（
様

式
）（

以
下
「

点
検

記
録

」
と

い

う
。
）
に

よ
り
記

録
す

る
こ
と

。
た

だ
し

、
広

告
物

の
種
類

又
は

形
状
に

よ
り

様
式
に

よ
り

が
た
い

場
合

は
、
こ

れ
に

準
じ

る
書

面
の

作
成
に

替
え

る
こ
と

が
で

き
る
も

の
と

す
る
。

 

２
 

前
項

に
定

め
る

点
検
記

録
は

、
点
検

の
実

施
状
況

が
分

か
る
書

類
（

作
業
の

写
真

、
点
検

を
委

託
し
た

場
合

は
契

約
書

そ
の

他
必

要
な
書

類
）

と
あ
わ

せ
て

、
当
該

広
告

物
が
除

却
さ

れ
る
ま

で
の

間
、
管

理
者

等
関
係
者

が
共

有
し

保
管

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

 

３
 

第
２

項
に

よ
り

保
管
す

る
点

検
記
録

等
の

書
類
は

、
市

か
ら
報

告
の

求
め
が

あ
っ

た
場
合

は
提

出
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

  備
考

 

本
指

針
は

、
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら
運

用
す

る
も
の

と
す

る
。
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     （
別

表
）
（

第
４

関
係

）
 

点
検
時

期
 

表
示
・

 

新
設
・

 

改
造
時

 

災
害
時

等
 

※
 

経
過
年

数
 

３
年
目

 
６

年
目

 
９

年
目

 
1
2
年

目
 

1
5
年

目
 

1
6
年

目
以

降
、

１
年
ご

と
 

点
検
方

法
 

標
準
点

検
 

目
視
点

検
 

目
視
点

検
 

標
準
点

検
 

標
準
点

検
 

標
準
点

検
 

標
準
点

検
標

準
点

検
 

上
記

点
検

で
は

安
全

性

の
判

断
が

で
き

な
い

場

合
は

、
標
準

点
検

又
は
詳

細
点
検

を
実

施
 

上
記
点

検
で

は
安

全
性

の
判

断
が

で
き

な
い

場
合

は
、
詳

細
点

検
を
実

施

※
「
災

害
時

等
」

と
は

、
第

４
.
１
(
４
)
に

該
当

す
る
場

合
の

こ
と

。
 

 
 

（
様
式
）
（
第
６
関
係
）

 

広
告

物
等

安
全

点
検

記
録

 

  

住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 
 

法
人
に
あ
っ
て
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
 

該
当
に
○
（
 
表
示
者
 
・
 
設
置
者

 
・
 
管
理
者
 
）
 

 １
 

屋
外

広
告

物
の

安
全

性
（

表
示

者
、

設
置

者
又

は
管

理
者

の
い

ず
れ

か
が

記
入

す
る

こ
と

。
）

 

屋
外

広
告

物
 

の
概

要
 

許
可

を
受

け
て

 
い

る
場

合
の

内
容

 
 

 
 

第
 

 
 

 
号

 
（

有
効

期
限

 
 

年
 

 
月

 
 

日
）

 

広
告

物
等

の
 

種
類

及
び

高
さ

 

屋
 

上
・

壁
 

面
・

袖
看

板
・

地
 

上
・

そ
の

他
（

 
 

 
 

）
 

高
さ
 
 

ｍ
 

※
屋

上
・

地
上

に
設

置
す

る
も

の
は

、
設

置
面

（
地

面
等

）
か

ら
の

高
さ

。
 

袖
看

板
等

の
壁

面
に

設
置

す
る

も
の

は
、

支
持

部
を

含
め

た
本

体
の

高
さ

。
 

設
置

場
所

 
 

設
置

年
月

日
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

（
 

 
 

 
年

経
過

）
 

点
検

結
果

へ
の

 

対
応

及
び

 

安
全

性
の

判
断

 

□
 
異
常
の
あ
っ
た
箇
所
は
改
善
を
完
了
し
、
安
全
上
の
問
題
は
な
い
。

 

□
 
現
時
点
で
安
全
上
の
問
題
は
な
い
が
、
次
回
点
検
ま
で
の
間
、
補
修
そ
の
他
の
日
常
管
理
を

行
い
、
広
告
物
等
を
良
好
な
状
態
に
保
持
す
る
。

 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
※
必
要
に
応
じ
裏
面
に
、
点
検
の
結
果
又
は
そ
れ
に
基
づ
く
補
修
等
の
措
置
に
よ
る
改
善
状
況
の
写
真
を
添
付
す
る
こ
と
。

 
  ２

 
点

検
の

実
施

及
び

改
善

状
況

（
以

下
は

、
点

検
・

改
善

を
行

っ
た

者
が

記
入

す
る

こ
と

。）
 

点
検

者
 

 
点

検
に

資
格

を
要

す
る

規

模
（

高
さ

４
ｍ

超
）

の
場

合
は

点
検

者
の

資
格

名
称

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞
 

住
 

 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

℡
 

資
格

名
称

 
□
屋
外
広
告
士
 
□
技
能
講
習
修
了
者
 
□
建
築
士
 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

点
検

実
施

日
 

年
 
 
月

 
 

日
 

 
※

許
可

又
は

許
可

の
更

新
に

必
要

な
点

検
は

、
許

可
又

は
許

可
の

更
新

の
申

請

前
6
0
日

以
内

に
行

わ
れ

た
も

の
で

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 

点
検

方
法

 
□
 
目
視
点
検
 

□
 
標
準
点
検
（
近
接
目
視
、
触
診
、
打
音
そ
の
他
必
要
な
検
査
）
 

□
 
詳
細
点
検
（
測
定
器
具
に
よ
る
構
成
部
材
の
詳
細
な
計
測
、
検
査
）
 

点
 検

 個
 所

 
（
該
当
項
目
に
○
）
 

点
 

検
 

項
 

目
 

（
該
当
項
目
に
○
）

 
異

常
の

有
無

 
所

 
見

 
（
異
常
の
内
容
・
改
善
措
置
の
実
施
状

況
・
管
理
上
の
課
題
等
）

 

(
1
)基

礎
部

 

・
上

部
構

造
 

傾
斜
・
ぐ

ら
つ

き
・
ひ

び
・
隙

間
・
さ

び
・
老

朽
化

・
そ

の
他

 
有

 
無

 
 

(
2
)支

持
部

 

接
合

部
材

の
腐

食
・
変

形
・
隙

間
・
破

損
、
ボ

ル
ト

及
び

ビ
ス

等
の

さ
び
・
緩

み
・
欠

落
、
滞

水
、

そ
の

他
 

有
 

無
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（
裏
面
）

 

(
3
)取

付
部

 

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
及

び
プ

レ
ー

ト
の

変
色
・
変

形
・

破
損

、
溶

接
部

・
コ

ー
キ

ン
グ

の
劣

化
・

は
く

離
、
柱
・
壁
・
ス

ラ
ブ

の
取

付
け

箇
所

及

び
周

辺
の

異
常

、
そ

の
他

 

有
 

無
 

 

(
4
)表

示
面

 

部
材

の
腐

食
・

破
損

・
剥

離
・

汚
染

・
退

色
・

変
色

等
、
ビ

ス
等

の
欠

落
、
底

部
の

腐
食
・
水

抜
き

孔
の

詰
ま

り
、

滞
水

、
そ

の
他

 

有
 

無
 

 

(
5
)照

明
部

 

点
灯

・
発

光
の

不
良

、
部

材
の

破
損

・
変

形
・

さ
び

・
滞

水
、

周
辺

機
器

（
分

電
盤

・
配

線
・

変
圧

器
・
ス

イ
ッ

チ
等

）
の

劣
化
・
破

損
、
そ

の
他

 

有
 

無
 

 

(
6
)そ

の
他

 

付
属

部
品

（
装

飾
・

振
れ

止
め

棒
・

鳥
よ

け
・

そ
の

他
）

の
腐

食
・

破
損

、
避

雷
針

の
腐

食
・

破
損

、
そ

の
他

 

有
 

無
 

 

  ３
 

写
真

（
点

検
結

果
、

改
善

状
況

）
、

所
見

 

写
真

添
付

欄
（

点
検

結
果

、
改

善
状

況
）

 
所

見
等

記
載

欄
 

 
 ◇

箇
所

 
  ◇

点
検

方
法

 
  ◇

補
修

等
の

状
況

、
安

全
上

の
所

見
 

  

 
 ◇

箇
所

 
  ◇

点
検

方
法

 
  ◇

補
修

等
の

状
況

、
安

全
上

の
所

見
 

 

※
写
真
の
枚
数
に
よ
り
、
適
宜
、
欄
を
追
加
す
る
こ
と
。
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座光寺地区整備計画区域における建築物の高さの最高限度のただ

し書の取扱いを定める要領 
 

建設部長 

平成31年３月29日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、飯田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（平成31年飯

田市条例第14号）別表第２の１座光寺地区整備計画区域の居住エリアにおける高さの最高限度

のただし書の規定の取扱いについて、必要な事項を定めるものとする。 

 

（市長が認めるものの取扱い） 

第２条 市長が周辺の良好な住居の環境を害するおそれがないと認めるものは、次の各号に掲げ

る項目に応じ、それぞれ当該各号に定める条件のいずれにも該当するものとする。ただし、最

低限必要なものとして12メートルを超えないものとする。 

(1) 用途 主に住宅の用途に供する建築物であること。 

(2) 階数 地階を除く３階建て以下であること。 

(3) 高さ 前面道路の幅員のメートルの数値に1.5を乗じて得た数値以下であること。 

(4) 北側斜線制限 建築基準法（昭和25年法律第201号。以下「法」という。）第56条第１項第

３号の第１種中高層住居専用地域に相当する基準に適合するものであること。 

(5) 日影規制 法第56条の２第１項の第１種中高層住居専用地域に相当する基準に適合するも

のであること。 

 

   附 則 

この要領は、平成31年３月29日から施行する。 

 

 

（参考） 

高さの最高限度 10メートル。ただし、市長が周辺の良好な住居の環境を害す

るおそれがないと認めるものは、この限りでない。 
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